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は じ め に

産 業界 の ネ ッ トワ ー ク化 が 情 報 処 理 界 の大 き な話 題 と して 取 り上 げ られ るよ

うに な って か ら,既 に数 年 が 過 ぎ,そ の 波 は 流通 業 界 か ら製 造 業 界 に ま で 及 ぶ

よ うに な って きた。 この よ う な ネ ッ トワ ーク化 の進 展 に欠 かせ な い の が,ビ ジ

ネ ス プ ロ トコル の共 通化 で あ る こ とは,今 日で は既 に常 識 に な って い る。 しか

しな が ら実 際 は,製 造 業 界 で は ま だ共 通 ビ ジネ ス プ ロ トコル が確 立 さ れ て お ら

ず,大 き な 問 題 に な りつ つ あ る。

通 商 産 業 省 で は,昭 和58年 か ら情 報 処 理 にお け る相互 運 用 性 の 検 討 を行 い,

数 多 くの 問 題 ・課 題 を 提 起 した が,そ の 中 の重 要 課 題 と して,ビ ジネ ス プ ロ ト

コル の共 通 化 が 含 まれ て い た。 本調 査 研 究 は,昭 和60年 度 に そ の 延 長上 に誕 生

した プ ロ ジ ェ ク トで あ る が,産 業 界 の ネ ッ トワ ー ク化 が 進 む に従 って増 大 した

共 通 化 ニ ー ズ と相 ま って,に わ か に 現 実 的 な作 業 に な って きて い る。

そ こで,2年 目で あ る今 年度(昭 和61年 度)は,製 造業 界 に 的 を絞 り,昭 和

60年 度 に 実 施 した コー ド調 査 研 究 の 成 果 を 出発 点 に し,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ド

の可 能 性 につ いて,具 体 的 な検 討 を行 った。

幸 い に も,多 数 の関 係 者 の 熱心 な ご協 力 な ど もあ り,一 つ の 試 案 を ま とめ る

こ とが で き た。 この試 案 は,共 通 化 の 基 本 的方 向 を示 す 枠 組 案 で あ り,細 部 を

詰 め な けれ ば,実 用 に供 す る こ とはで き な い が,製 品 コー ドを あ る一 定 の 枠 内

に収 れ ん させ るた め の第 一 歩 に な り うる と考 え て い る。 従 って,今 後 こ の試 案

を製 造 業 界 に広 く提 案 し,評 価 を受 け る と と もに,現 場 か らの意 見 を 吸収 し,

よ り完 全 な 製造 業 共 通 製 品 コ ー ドに育 て て い きた い と考 え て い る。

最 後 に,本 調 査 研 究 を実 施 す るに あ た って,ご 協 力 を頂 い た 委 員 を は じめ,

関 係 各 位 に深 く感 謝 の 意 を表 します 。

昭和62年3月



、
十

d

、

'



b

◇

、

、

委 員 長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

オブザーバー

事 務 局

〃

コ ー ド 調 査 委 員 会

郎

治

一正

健

野

東

浅

伊

力井田

司

典

武

宣

川

井田

永

小

三

晃

夫

耕

正

晴

野

川

井

小

西

藤

博渕馬

蔵

'
夫

行

太

隆

敏

山

山

原

横

中

農

記

治

彰

良

野

木

宇

三

東 京大学 工学部 境 界領域研究施設
助教授

大阪商船 三井 船舶株式会社

情報 システム部 課長

三菱 商事株式会社

情報通信 システム第一部 部長代理

株式会社 トープ ラ管理本部

情報 システム部 部長

古河電気工業 株式会社
営業推進部 営業開発担当 部長

(財)流 通 システム開発 セ ンター

情報 システム部 主任 研究員

三菱油化株 式会社 システム部 部長

株 式会社 東芝 資 材部

資材管理担 当兼資材調達部 部長

TDK株 式会社

電子材料事業部製品管理部 部長

(財)日 本情報処 理開発協会 専務理事

産業情報 化推進セ ンター 所長

繊維工業構造改善事業協 会

繊維情報 センター 統 括研究員

産 業情報化推 進セ ンター 所長代理

産 業情報化 推進セ ンター

(順 不 同,敬 称 略)



員委会部

〃

(兼 事務局)

コ ー ド

石 井 満 之

種 部 信 夫

二 川 明 夫

馬 鳥 雅 夫

山 田 靖 敏

三 木 良 治

作 業 部 会

昭和電 工株 式会 社

石油化学 管理部 部長

株式会社東芝

戦略VAN推 進室 担 当課 長

株 式会 社 トープ ラ

技術開発部 課長

古河電気工業 株式会社

計数 部第一 シス テム課 課長

TDK株 式会社

電子材料営業事業部

製 品管理部 製品管理課

産 業情報化推 進 セ ンター

(順 不同,敬 称略)

4

ピ

イ



一
目 次

、

、

、
、

、

1.情 報 処 理 環 境 と 課 題

1.1情 報 化 の 方 向 と 問 題 点

L2ネ ッ ト ワ ー ク化 の 必 要 性

1.2.1

1.2.2専 門 商 社

1.2.3

1.2.4

1.2.5

1.2.6ね じ 業 界

1.3製 造 業 界 の 情 報 化 と 課 題

L4課 題 解 決 へ 向 け て

2.

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

石油化学業界(流 通取引面)

電機 業界(材 料 ・部品調達面 か ら)

電 子部品業界 にお けるネ ッ トワー ク化の必要性

電 線業 界 に お け る情 報 ネ ッ トワー ク

製造業共 通製品 コー ドの検討

1

2

12

12

18

26

30

38

45

52

65

3.

3.1

製造業 共通製品 コー ドの必要性

件

想

条境環

構

コ ー ドの 全 長

製造業共 通製品 コー ドの具体像

既存 の標準手順 との関係

実現 と普及 のための ステ ップ

製造業 共通製 品 コー ドの検 討を終 えて

71

72

81

86

94

98

111

113

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

コー ドを含 む ビジネス プロ トコル共通化 の

必要性 と推進 に関す る課題

ビジネスプ ロ トコル の共通化 とコー ドの共通化

取 引 に伴 うデータ交換 と製品 コー ド共通化 の課題

製 造業製品 コー ドの共通化 の意義 と実現上 の課題

製造 業共通製 品 コー ドの効果 を高め るための一提案

製造業共通 製品 コー ド運用上の課題 と効果

117

118

124

130

135

138

144



3.7

3.8

製品 コ ー ド共通化 の得失

共 通 製 品 コ ー ドの 持 つ 共 通 化 の難 しさ に つ いて

147

150

イ
ー



情 報 処 理 環 境 と 課 題第1章

 

、
,、

、

、

、



」

''
r

」

「

・

、

F

,

,



、

、

、

へ

第1章 情報処理 環境 と課題

当 調 査 研 究 で は 「製 造 業 界 の主 に受 発 注 取 引 に使 用 す る こ とを 目的 とす る」

と い う,か な り限 定 的 な局 面 を設 定 し,「 製 造 業共 通 製 品 コー ド」 の具 体 的 な

姿 に つ い て検 討 を 行 った 。

共 通製 品 コ ー ドの必 要 性 に つ い て は,各 方 面 で 指 摘 され て お り,ま た,特 に

製 造業 界 で 強 く望 まれ て い る こと も既 成 の 事 実 で あ り,今 さ ら論 じる必 要 性 は

ほ とん ど な いか と考 え る。 しか しな が ら,そ れ らの 一 般 論 だ けで 「製 造 業 共 通

製 品 コ ー ド」 の具 体化 を 説 明 す るの に は,少 々無 理 が あ る。 も う一 度 必 要 性 の

原 点 に立 ち 返 り,局 面 を 限 定 す る条 件 抽 出 の背 景 を示 して お く必 要 が あ ろ う。

本 章 で は,そ れ ら条件 抽 出 の背 景 を述 べ る と と もに,「 製 造 業 共 通 製 品 コ ー

ド」 を取 り上 げ る に 至 った 経 緯 を示 し,今 後,こ の検 討 結 果 を土 台 に して,い

か な る ア プ ロ ー チ が 望 ま れ る のか に つ い て述 べ る。 検 討 結 果 に つ い て は,第2

章 に示 す6

な お,文 中 に 出 て くるJANコ ー ド,J手 順,全 銀 手 順 な どの 詳細 に つ い て は ・

下 記 の報 告 書 あ る い は,関 係文 書 を 参照 され た い。

昭和60年3月

昭和60年3月

業界共 同 システ ムの調査研究

一 コー ド調 査研究報告書 一

(産 業情報化推進 セ ンター)

ビジ ネス プ ロ トコルの 調 査 研 究

一 標 準 化 へ の ア プ ロ ーチ ー

(産 業 情報 化 推 進 セ ンタ ー)
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1.1情 報 化 の 方 向 と問 題 点

1.1.1コ ン ピ ュー タ の 高 度 利 用

現在 わ が国 で は,20万 台 に達 す る汎 用 コ ン ピ ュー タ と100万 台 を 超 えるパ ー

ソナ ル ・コ ン ピュ ー タが 稼 動 して い る。 これ らの コ ン ピ ュー タ は,主 と して企

業 で使 用 され て お り,そ の利 用 形 態 は,事 務 処 理 用 と 科学 技 術 計 算 用 と に大 別

され る。 こ こで 前 者 の 事 務 処 理 用 コ ン ピュ ー タ にお け る利 用形 態 の 変 遷 を眺 め

る と次 の こ とが言 え る。

シス テ ム 形態 面 で は,初 期 の バ ッチ処 理 か ら,デ ー タ発 生 現場 で ダ イ レク ト

に イ ンプ ッ トを行 うオ ン ライ ン処 理 に 変 化 し,対 象 業 務 面 で は,給 与 計 算 な ど

の よ うな 極 め て 定型 性 の 高 い業 務 か ら,財 務 管 理 ・経 営 管 理 な どの よ うな非 定

型 的 か つ複 雑 な判 断 を伴 う業 務 へ と変 化 して い る。 こ の よ うな 変化 を一 般 的 に

情 報 処 理 の 高度 化 と呼 ん で い る。 そ れ は あ る意 味 で 人 間 との 置 き換 えで あ り,

事 の 善 悪 を別 とす れ ば,コ ン ピ ュー タ導 入 によ り必 要 な従 業 員 の数 を 減 らす こ

と に よ っ て,効 率 化 を達 成 して き た と も言 え な く もない 。

事 実,工 場 な どで は,コ ン ピュ ー タ と アク チ エ ー タ ーが 結 合 した ロ ボ ッ トの

登場 に よ り,画 期 的 自動 化(効 率 化)を 達 成 し,無 人 化 も不 可 能 で は な い段 階

に達 して い る。一 方,オ フ ィ ス 部 門 にお い て もOA化 で 代 表 さ れ る効 率化 が

進 め られ て き た。 しか しな が ら,こ こ数 年 間 のOA化 で は,そ れ 程 の省 力化 に

は な っ て い ない とい う問 題 点 が一 部 で 指 摘 さ れ て い る。 確 か に,ワ ー ドプ ロセ

ッサ ー,フ ァ ックス,パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ等 の普 及 は,企 画 ・設 計 部 門

な ど で は,か な り効 率 化 に貢 献 した と考 え られ る が,営 業 部 門 に な る と,評 価

は大 分 変 って くる。 す な わ ち,営 業 部 門 で は既 に,OA化 前 に可 能 な部 分 は シ

ス テ ム化 を 完 了 して お り,残 った 部 分 に つ い て,OA化 によ る効 率 化 が期 待 さ

れ て い た の で あ るが,思 った程 の 効 果 は な か った と言 わ れ る。 そ こで,新 しい

手 法 で オ フ ィス 業 務 の シ ス テ ム 化 を行 うの が,情 報処 理 高 度 化 の一 つ の課 題

と され て い る。
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1.1.2対 外 業 務 の シ ス テ ム化

前 述 の オ フ ィ ス業 務 と同 様 に難 しい シス テ ム と して,卸 商 の シス テ ム化 が あ

る。 卸 商 の シス テ ム は通 常 在 庫 管 理 を 主体 にす るが,そ れ 以 上 の シス テ ム化 は,

投 資 に 対 す る効 果 が 減 少 す る と言 わ れ る。 オ フ ィス 業 務(特 に営 業 関係)と 卸

商 とで 共 通 す るの は,い ず れ も業 務 の 中心 が対 外 業 務,す なわ ち取 引先 との情

報 交 換 が 大 きな役 割 を 持 つ 業 務 で あ る とい うこ とで あ る。

現 状 で の取 引 先 との デ ー タ交 換 は,帳 票 あ るい は 電話(肉 声)を 主 な媒 体 と

して 行 わ れ,取 引 先 か ら もた らされ た新 しい情 報 は そ の つ ど コ ン ピ ュー タに イ

ンプ ッ トされ て い る。

逆 に,取 引先 に送 る情 報 は,相 手 方 もコ ン ピュ ー タ に イ ンプ ッ トす るの で あ

るが,わ ざ わ ざ,帳 票 な どに打 ち出 して 伝達 され る。 も し,こ の 部 分 をオ ンラ

イ ン化 す れ ば,打 ち 出 し時 間,イ ンプ ッ ト時間 と もに不 要 とな り,さ らに転 送 時

間 も劇 的 に 減少 し,大 幅 な効 率 ア ップ が可能 に な る が,実 施 例 は,最 近 ま で 非

常 に少 な か った とい う現 象 が あ る。

そ の 理 由 と して,か っ て,

① 法 的(制 度 的)問 題

② コス トの 問題

③ セ キ ュ リテ ィ ー上 の 問 題

な ど が 指 摘 され てい た が,③ の 問 題 を 除 いて か な り改善 が 進 み,特 に② に つ い

て は,技 術 革新 と コ ン ピ ュ ー タ の大 量 普 及 によ る大 幅 な コス トダ ウ ンが あ り,

全 般 的傾 向 と して オ ン ラ イ ン化 が志 向 さ れ るよ う にな った。 こ れ が,い わ ゆ る

ネ ッ トワー ク化 志 向で あ る。

この 場 合 の取 引 先 との オ ン ライ ン化 とは,不 特 定 多 数 を相 手 に した 企 業 間 の

オ ン ラ イ ン化 で あ る。 そ の た め,ネ ッ トワー ク化 と呼 ば れ て い る が,不 特 定 多

数 が 相 手 の た め,新 た な 問 題 も発 生 して い る。
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1.1.3ネ ッ トワー ク化 の 進 行 状 況

最 近,特 に流 通 業 界 で ネ ッ トワー クの 構 築 が 進 ん で い る。最 も金 融業 な どで

は,古 くか ら同 業 種 内 の ネ ッ トワ ー ク(例:全 銀 シ ステ ム)が 構 築 され て

い るが,こ れ を 除 くと特 に ネ ッ トワー ク化 が 著 しい の は 流 通 業 界 で あ る。

流通 業 界 の ネ ッ トワ ー ク化 の特 徴 は,

① 垂 直 型 取 引 に対 応 した企 業 間 ネ ッ トワ ー ク

② 交 換 回 線(電 話 網)の 利 用

③ 中小 企 業 の 参加

④JANコ ー ド,J手 順 によ る ビ ジ ネス プ ロ トコル の 共 通 化

で代 表 され る。 こ の 中 で も,④ は特 に重 要 な項 目で あ り,こ れ な く して は,ネ

ッ トワー クの 普 及 は進 ま なか った と さえ言 わ れ る。 前述 の ネ ッ トワ ー ク化 の進

行 に伴 っ て新 た に発 生 し た問 題 とは この ビジ ネ ス プ ロ トコル に関 す る問 題 で あ

る。

ビ ジネス プ ロ トコ ル と は,企 業 間 で オ ン ラ イ ンに よ る デ ー タ交 換 をす る時 の

コー ドや メ ッセ ー ジ ●フ ォ ーマ ッ トな どに 関 す る取 り決 め で あ る。 これ らの 取

り決 め が厳 密 に守 られ な い と,ち ょ う ど,英 語 が 分 らな い 日本 人 と 日本 語 が 分

らな い外 人 が 話 を す る よ うに,情 報 が 全 く伝 わ ら な い 。 コー ドは単 語 に相

当 し,フ ォ ー マ ッ トは 語順(文 法)に 相 当 す る と考 え て よい 。 流 通 業 界 で は,

ビジネ スプ ロ トコ ル の共 通 化 が 多 く
.の取 引 に お い て実 施 さ れ た ため,そ の取 引

の シス テ ム化 で あ る ネ ッ トワー ク化 も,比 較 的 順 調 に 進 ん だ と言 わ れ る。

流通 業界 で は ネ ッ トワ ー ク化 ニ ーズ の 大 き さ も さ る こ と な が ら,こ の ビジネ

ス プ ロ トコル の共 通 化 が ネ ッ トワ ー ク化 に大 き く寄 与 した とい うの が定 説 にな

って い る。

1.1.4製 造 業 界 の 状 況

製造 業 界 の取 引 とい うの は,一 般 人 に は な じみ が な い。 ス ーパ ー,百 貨 店 あ

るい は昔 な が らの 問 屋 で の 取 引 と は異 な り,商 談 は主 に オ フ ィスで 行 わ れ,製
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品(商 品)の 輸 送 も大 型 トラ ッ クで 倉 庫 か ら倉 庫 へ 行 わ れ るた め,一 般 人 の 目'

に 留 ま る機 会 が少 な い こ と もよ る。

しか しなが ら,製 造 業 界 にお い て も図1-1に 示 す よ うに,流 通 が あ る。 産

業 の 高 度 化 に伴 っ て,素 材 か ら最 終 製 品 まで の一 貫生 産 方 式 よ り も・ 加 工 段 階

を細 分 化 し,そ れ ぞ れ の 加 工 を専 門 化 して集 中生 産 す る方 が,効 率 的 に な る か

らで あ る。 この状 況 は,い わ ゆ るハ イ テ ク産 業 で 著 しい。 例 え ば,半 導 体(I

C,LSI)を 例 に とる と,先 ず,原 料 の シ リカを 精製 す る企 業(素 材 産 業)

が あ り,次 に これ を ウエ ハ ー に加 工 す る企業 が あ り,そ して これ を 材料 に して,

IC,LSIに 加 工 す る企 業 が あ る。 さ らに,こ のICを 部 品 に組 み込 む 企 業

(部 品 メ ー カ ー)が あ り,こ の よ うな 部 品(複 合 部 品 が 多 い)を 組 み 立 て て 最

終 製 品 に す るの が,ア セ ン ブ リー ・メ ー カ ーで あ る。

メ

ー

カ

フ

リ

ー

最

終

ア

セ

流通 流通

メ

ー

カ

ー

チ

ッ
プ

製

造

流通

図1-1製 造 業界 の流 通

メ

ー

ナ
パ
ー

原

料

リ

コ

ン

ン

度

コ

純

リ

高

シ

流通

、

この各 段 階 にお け る流 通 で は,同 一 製 品 が 流通 す る わ けで は な いが(こ こが,

最 終 製 品 の流 通 と異 な る点 で あ る),と にか く大量 の流 通,す な わ ち 取 引 が あ

る。

従 来,こ の取 引 は,最 終 アセ ン ブ リー メー カ ー を頂 点 とす る下 請 け 企 業 との

間 の 垂 直 的流 れ で あ り,流 通 業 界 に お け る流 れ とは,異 な る と考 え られ てい た。

実 際,10年 前 まで は,そ の傾 向 が 強 か っ た と言 え るが,近 年,そ の 状 況 が少 し

変 って きた。 近 年 の 厳 しい経 済 環 境 を乗 り切 る ため,各 企業 が 従 来 の系 列 関 係

に と らわ れ ず に,新 製 品 の 開発 ・取 引 先 の拡 大 な どを実 行 した か らで あ る。 そ
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の 結 果,多 くの 製 造 業 の 取 引 関 係 が 図1-2か ら図1-3の よ うに変 化 した。

図1-3は,最 終 製 品 の 流 通 と同一 で あ る。

部品供給,中 間加工メーカー

図1-2

ア セ ン ブ リー ・

メ ー カ ー

(
系

列
企
業
)

下

請

企
業
群

親 子 関係 に基 づ く取 引 関 係

部品供給 ・

中間加工メーカー

図1-3系 列関係 が希 薄化 した取 引関係
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そ こで,製 造 業 界 で もネ ッ トワー ク化 を 進 め よ う とす る と,流 通 業 界 と 同様,

不 特 定 多数 を相 手 に した ネ ッ トワー ク化 が 必要 にな る。 現在,図1-4の よ う

な ネ ッ トワ ー ク化 が 進 行 して い る業 種 は,製 造 業 で は ほ とん ど な い。 まだ 図1

-5の よ う な段 階 で あ る。 しか しな が ら,ニ ー ズ は 確実 に増 大 して い る。 い く

っ か の業 種 で は,図1-4の よ うな ネ ッ トワー ク 化 に っ い て 業 界 全 体 で話 し合

お う とい う計 画 も進 ん で い る。

こ こで,製 造業 界 の ネ ッ トワー ク化 には 一 つ の 大 きな 問 題 が あ る。 そ れ は,

流 通業 界 に お け るJANコ ー ド,J手 順 に相 当 す る共 通 ビジ ネ ス プ ロ トコ ル が ・

ま だ な い こ とで あ る。 そ の 結果,図1-4の よ うな ネ ッ トワ ー ク化 をす るた め

に,先 ず ビジネ ス プ ロ トコ ル の問 題(共 通 化)を 解 決す る必 要 が あ る と考 え ら

れ て い る。

1.1.5問 題 点 と解 決 の 試 み

多 くの 業界,業 種 の 情 報 化 で共 通 して い るの は,共 用型 の 企 業 間 ネ ッ トワ ー

ク(図1-4)が 必 要 に な って い る こ とで あ る。 流 通業 界 の 一 部 で は,既 に実

践 して い る業 種 もあ る。 図1-4の ネ ッ トワー クを実 現 す る た め に は,以 下 の

① ～ ⑤ の 問 題 点 を乗 り越 え る必 要 が あ る とい うの が定 説 で あ る。

①

②

③

④

⑤

ネ ッ トワ ー ク の プ ロ トコル の共 通 化

ビ ジ ネ ス プ ロ トコル の共 通 化

セ キ ュ リテ ィ ー対 策

法 制 度 的 問 題

費 用 対 効 果

既 に実 現 した共 用 型 の ネ ッ トワ ー クで は,以 上 の 問題 を乗 り越 え て い る。 従

って,こ れ らの 問 題 を解 決 す る こ と は不 可 能 で は な い と言 え る。 各 問題 につ い

て 現 状 で の 解 決 へ の 試み を ま とめ る と,以 下 の よ うに な る。

① ネ ッ トワー クの プ ロ トコル の 共 通 化

ネ ッ トワー クを構 築 す る場 合 の 最 も基 本 的 な取 り決 めで あ る。 現 在,J
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家要需
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共 用 ネ ッ トワ ー ク

供給者

A
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ノ

図1-4横 型 共 用 ネ ッ トワ ー ク

需要家

B

需要家

A

需要家

C

供給者
A

供給者
m

供給者

B

図1-5 現 段 階 の ネ ッ トワ ー ク

(個 別 対 応 に よ る企業 間 オ ンラ イ ン)
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今

手 順,全 銀 手 順 の 中 で 指 定 され て い る 「交 換 回 線」 と 「BSC手 順 」 の 組

み 合 せ 方 式 の普 及 が 進 み,か な り共 通 化 が 進 ん で い る。

新 しい動 き と して は,OSI完 全 準 拠 の 新 しい 国 際 標 準 プ ロ トコル が 日

米 欧 の協 力 の も と に作 成 さ れ て い る こ とが あ る。

近 々 実用 化 の 予 定 で あ り,そ うな れ ば,国 際 的 に プ ロ トコル の共 通 化 が

進 み,プ ロ トコル 不 一 致 の 問 題 か ら解 放 され る こと に な る。

② ビ ジネ スプ ロ トコル の共通 化

流 通 業 界 で は,JANコ ー ドとJ手 順 に よ る共 通化 が進 み,ネ ッ トワ ー

ク化 の 進 展 に寄 与 して い る。

一 方 ,製 造 業 界 の 方 で は,J手 順,全 銀手 順 の普 及 が 見 られ る もの の,

全 体 か ら見 れ ば,ま だ 一 部 に とどまつてお り,共 通 化 は ・ これ か ら解 決 す べ

き課 題 と考 え られ る。 特 に,各 種 コ ー ド類(製 品 コ ー ド,取 引 先 コー ド,

決 済 コ ー ド… ……etc.)は,ほ と ん ど共 通 化 され てお らず,今 後 の大 き な

問題 に な る と考 え られ て い る。

③ セ キ ュ リテ ィ ー 対 策

オ ン ライ ン取 引 に お い て常 に 問 題 に な る項 目で あ る。 過 去 にお け る畦(注
1)

例 な どを 見 て も,抜 本 的 な技 術 的 対 策 はな く,運 用上 の解 決 策 が 中 心 と な る 。

実 例 で は,オ ン ライ ン取 引 契 約 に特別 な 条 項 を設 けて解 決 して い る ケー ス

が 多 く,現 在 の と こ ろ大 き な問 題 が 起 きて い な い以 上,適 切 な運 用 上 の 対

策 を と れ ば,ネ ッ トワ ー ク化 の 障 害 に な らな い と結 論 で き る。

④ 法 制 度 的 問題

こ の 問題 の ポ イ ン トは,磁 気 デ ー タ(あ る い は,電 子 デ ー タ)が,書 類

デー タ と同一 の 証 拠 能 力 を 持つ か ど うか とい う点 に あ り,③ の 問 題 と表 裏

一 体 の 関係 に あ る。 米 国 な どで は同 一 と見 なす ケー ス が 増 えて お り,わ が

国 で もそ の 方 向 で はあ る。

(注1)例 え ば,「 コ ンピュータ ・システ ムのセキュ リテ ィー技術の調査研究(昭 和57～58:

(財)日 本情報処理開発協会)」 な どがあ る。
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しか しな が ら現 状 で は,補 助 的書 類 を 用 い るの が 一 般 的で あ る。 補 助 的

証拠 書 類 を用 い て も ネ ッ トワー ク化 に よ るメ リ ッ トは あ り,全 面 的 に帳 票

に頼 る こ と に比 べ れ ば,大 き な前 進 で あ る。 従 って,今 後 解 決 す べ き課 題

に は違 い な いが,ネ ッ トワ ー ク化 を 阻止 す る もの で は ない とい うの が,一

般 的 な解 釈 と思 われ る。

⑤ 費 用 対 効 果

技 術 革 新 と生 産 の 自 動 化 が 進 ん だ た め,情 報処 理 機器 が 非 常 に安 価 に な

り,こ の 問 題 は既 に ク リアー した と も考 え られ る。 さ らに,各 種 問 題 を乗

り越 え て,共 用 型 ネ ッ トワ ー クを 構 築 しよ うとす る の も,こ の 費 用対 効 果

を 大 き く しよ う とす る の が 目 的で あ る。 これ は図1-6と 図1-7を 比 べ

れ ば明 らかで あ る。

逆 に,本 問 題 を解 決 す るた め に,① ～ ④ の 問 題 を解 決 す る必要 が あ る と

も言 え る。

ノ

以 上 述 べ た よ うに,共 用 型 の ネ ッ トワ ー ク を構 築 す る時 の最 大 の 問題 は,ビ

ジネ ス プ ロ トコ ル共 通 化 で あ り,当 プ ロ ジ ェ ク トは,こ れ の解 決 へ 向 けて の第

一 歩 で あ る
。
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珍 ・ ンバ 一 夕ー(・ ×m個)

図1-6個 別 対 応 ネ ッ ト ワ ー ク

、 ・

[PIUIコ ー ド

(典 …通 コ ー ド)

珍 コ ンバ ー ター(n+m個)

図1-7横 型 共 用 ネ ッ ト ワ ー ク
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1.2ネ ッ トワー ク化 の 必 要 性

前 節 で述 べ た よ うに,産 業 界 の 情 報 化 の 方 向 は ネ ッ トワ ー ク化 で あ り,解 決

課 題 は ビジ ネ ス プ ロ トコル の 共 通 化 で あ る。 こ こで,産 業 界 を も う少 し細 か く

眺 め る こと にす る。 金 融,物 流 な どの 業 界 は既 に ネ ッ トワ ー ク化 が進 ん で い る。

流 通 業 界 で もネ ッ トワ ー ク化 が進 ん で お り,共 通 ビ ジネ ス プ ロ トコ ル と してJ

ANコ ー ド,J手 順 が 存 在 す る こ と はよ く知 られ て い る。 それ らに対 して,製

造 業 界 は ネ ッ トワ ー ク化 が ほ とん ど進 ん で い な い。 ニ ー ズ が 小 さ い と い う理 由

が,従 来 の 定 説 で あ っ た 。

しか しな が ら,我 々 は最 新 の 調 査 結 果 に 基 づ き,一 部 の製 造 業 界 で は ネ ッ ト

ワ ー ク化 ニ ー ズが 急 速 に増大 してお り,ま た製 造 業 界 全 体 で 見 て もネ ッ トワー ク

化 ニ ーズ が 徐 々 に増 大 して い る と結 論 した 。 この よ うな 製造 業 界 で の ネ ッ トワ

ー ク化 ニ ー ズの 増大 を 踏 ま え ,製 造 業 界 の ビジ ネス プ ロ トコル に的 を絞 っ て ア

プ ロ ーチ した。

本 節 で,石 油 化学 業 界,専 門 商 社,電 機 業界 な どの 一 部 の製 造 業 界 で の 情 報

化 動 向 を 簡単 に紹 介 す る。

尚,本 節 で の意 見 ・提 案 な ど は,す べ て 業 界 事 情 に詳 しい 有 識 者 の 個 人 的 見

解 で あ り,業 界 を代 表 す る もの で は な い こ と を,あ らか じめ お 断 り して お く。

ノ

1.2.1石 油化学業界(流 通 取引面)

(1)石 油化学業界 の特 徴

石油化学業界 は昭和30年 代に化学会社,石 油精製会社 によ り相 次いで企業

化 され誕 生 した,石 油 ナ フサを主原料 に天然 材料 に代 わる新 しい素 材を大量

に製造す るメーカーを主体 とす る業界で あ る。 生産 され る製 品 は合成樹 脂,

塩化 ビニル,有 機化 学品,合 成 ゴム等,極 めて多岐 にわたるが,い ずれ も自

動車や家電 の部品,建 材,容 器包 装材,合 成繊維,食 品,塗 料等 の加工原材

料 であ る。

日本 は米国 に次 ぐ世界第二位 の石油化学品 の生産 国で あるが,高 度 成長期
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■

に参入企業が多 く過剰設備 によ る過当競争 となり,各 企業 と も低収益 に甘ん

じてい る。

二 度にわた るオ イル シ ョックに よる石油原料の高騰 は業界 を構造不況 に陥

れた。 そ こで 昭和58年 か ら特定産業 構造改善臨時措置法 に基 ず き,過 剰設備

の約30パ ーセ ン トの廃 棄,共 同販売会社の設立 等 により過当競争 の改善 が進

め られてい る。

流通上 の特徴 と しては以下 の点 が挙げ られ る。

① 大手 商社,専 門 商社を経 由 して販売 され るウエイ トが高 い。

石 油化学 はエチ レンプ ラン トを中心 と して,各 種の誘導 品のための コン

ビナー トを形成す るための 巨額 な設備投資資金の確保,海 外原 料調達機能,

大量生産品 の販売 先確保等大手 商社の力を必要 と した。 このため流通経路

には大手商社 が介 在す ることが一般的 である。

石 油化学製 品は他産 業の加工原材料であ るため,販 売 に当 っては製品 に

対す る専門知識 を持 ち,小 口の需要家 に対す るディス トリビュータと して

専門商社 を必要 としてい る。

購入 企業側 も加 工製品販売 ルー トと しての商社を購入 に際 して も起 用す

るため,商 社 を経 由 しての販売 ウエイ トは極めて高 い もの と成 ってい る。

② 継続的販売 の ウエイ トが高 い。

製品 が他産業 の原 材料で あ り,製 品の技術 的仕様 に対す る安 定性が求 め

られるため一 回の取 引で終 るこ とは少 な く,需 要家の工場 の操 業 に合わ せ

た継 続的取 引が行 われ る。取 引が継続的であ るこ とは価格 条件 が安定 的で

あることで はな く,市 況 によ り極 めて流動的で あ り,価 格未定の まま製品

だ けが 需要家 に出荷 され た り,既 出荷販売製品 に対す る値 戻 し等 の変則 的

商慣習 が続 い てい る。

③ ほ とん どの製 品在 庫 はメーカーにあ り需要家 に直送す る。

流通在庫 は少 な く,製 品在庫 はメーカー工場倉 庫または消費地 に近 いメ

ーカース トックポイ ン トに存在 し,こ こか ら直接 全国の需 要家 に配送 され
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る。従 って需要家 に対す る安 定供給 のた めの多種類 の製品在庫 と操業 条件

に適応す るための的確 な配送 は重要 な要件であ る。

② 最近 の石油 化学業界 の動 向

昭和60年 秋以 降の急激な 円高 と,そ れ に続 く国際石油価格 の大幅 な下 落は

国 内のあ らゆ る産業 に大 きな影響 を与 えた。石 油化学業界 は原料 ナフサの価

格低下 と円高 の二重 の効果 によ り大幅 な コス トダウ ンが実現 し構造不況脱 出

に寄与で きるかに見えたが,輸 出依存度 の高い家 電 ・自動車 には大 きな打撃

を与え,そ の結果 として石油化学製品 は需 要家 か らの差益還元要求に よ り製

品価格 は原料 に先行 して大幅 に低下 し,さ らに一層 の コス トダウ ンを必要 と

してい る。 また韓 国,台 湾 を始め とす る近隣諸 国の石油化学産業の発展 は 目

覚 ま しい もので あ り,こ の ままの円高が続 くと国内産業の空洞化 によ る需要

減退 と輸 入品 との競争 の激化 が懸念 され る。

この ため業界各社 はよ り付 加価値 の高 い差別化 された新製品の開発 に拍車

がかか り,ま た需要家 も,よ りコス トの低 い,加 工性 の高い,新 機能を持 っ

た原料 によ る新製品を求 め ることによ り,近 年飛躍 的に製品品種 が増大 して

いる。一方 では共 同販 売会社等 によ り汎 用品の品種統 合に も努 力 して いるが,

品種の増大 は必然 の ものと成 ってい る。

自動車等 のアセ ンブ リー ・メーカーに代表 され る在庫零 と小 ロッ ト化の生

産体制 変化 は需要家 の操業条件 に適応す るための的確 な配送 を前提 と してお

り,こ れ に対応す るための在庫が要求 され,混 雑 す る道路事情 も災 い し,需

要家 に近 い保管場所が つぎつぎ と増 大す ることとな り,厳 しい経済環境下で

の製 品在 庫費用削減 を困難 な問題 と している。

増大す る在庫 品種 と在庫場 所,ま た配送の迅速化 に対処 す るためのオ ンラ

インシステ ム化 が進展 してい るが,対 応す る物流業 界 は中小 が多 くシステム

化 にあ た り各社 固有 の端末 機を設置 して なん とか推 進 してい るのが実状で あ

る。
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新 しい動 き と して 自社 内 のオ ー ダエ ン トリシス テ ム に よ る受 注 業 務 の 合 理

化 を 完 了 した 企 業 は,今 後 の取 引 業務 の省 力 化,効 率 化,迅 速 化 に は顧 客 で

あ る商 社,需 要 家 との 企 業 間 デー タ交 換 が不 可 欠 で あ る と して シ ス テ ム開 発

が 進 め られ て い るが,相 互 の 利 害 の対 立,シ ス テ ム レベ ル の 相違,ビ ジネ ス

プ ロ トコル の設 定等,種 々の 問 題 を抱 え て お り,多 大 な努 力 を払 って もな か

なか 進 展 しな い の が 現 実 で あ る。

、

(3}石 油化学業界 の課題

石油 化学 業界 には多 くの課題 があるが,こ こでは流通取 引面 で業界 に共通

す る課題 について示す もの とす る。

① 製品 品種 の増大

現在 日本 の石油化学 の技術 は世界 の トップ レベルにあ る。 石油化学の課

題 はいつの時代 に も新 しい産業,新 しい製 品 に対 し,必 要な材 料 を,安 定

的 に,か つ合理的 な価格で供給 す ることで ある。 これは素材製品性能 の極

端 な特 性の追求 とな り,技 術革 新のテ ンポに合わせ,製 品品種の激増 に対

処す ることが必要で ある。

近年 製品品種が増加 した とはいえ,ま だまだ石油化学業 界は大量生産品

の取 引処理を前提 と した メカニズ ム上 に成立 してお り,事 業の 多角化,川

下化 によ りさ らに細分化 された小 さな マーケ ッ トの数多 くの需要家 との取

引 を進め るに あたり,こ れまで よ りライフサ イクルの短 い製品 の品種 の増

大 に対応 す ることが 課題 の一つで ある。

② 物 流費の増大

鉄鋼 製品 ほ どで はないに しろ,石 油化学製品 も重量当 りの価格 が低 い も

の が多 く物流 費用の製 品販 売価 格 に占め る割合 は大きい。ジャス ト・インタ

イムによ る納入や市 況の先安感のあ る場合等 は一回 の納入量 は少 な くな り,

さ らに物流費 を増大 させてい る。今後の需要家 の小 ロッ ト生産化 は この傾

向 を さ らに強め る もの と考え られ る。
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③ 情報 化

製品 が需要家 の工 場原材料 であ るか ら,納 期 と して余裕 のあ る受注,配

送 が行 われてい る訳 で はな く,翌 日ま たは即 日配送 が多い状態で あ り,商

社か らの電話や フ ァクシ ミリで注文 を受 けて配送手配 をす るのはか な り厳

しい状況 にあ り,こ の ため殆 どの企 業 は受注後 の処理 はオ ンライ ンシス テ

ムで倉庫,輸 送業者 に出荷指図 を出 してい るが ,迅 速で正確 な受注 には商

社,需 要家か らのオ ンライン受注が課題 であ る。

出荷後の請求回収 業務 も極め て件数 が多 く,さ らに値 もど し等 の商慣 習

があ るため,取 引先 との債権,債 務確認,入 金確 認を困難 なもの と してお

り,こ れ らの業務 の取 引先 との シス テム化 も小 口化す る取 引の増加 を考慮

す ると,急 を要す る課題 と言 え る。技術 的仕様 が重要な製品であ るため,

品質検 査情報 が 出荷製品 に必要 な場合 が多いが,需 要 家の入荷 受入処理 の

システム化の進展 とと もに,各 社各 様 の伝票,OCRシ ー ト等 に よる品質

検査情 報や出荷情 報 を要求 される状況 とな って きてお り,対 応 に苦慮 して

い る。 これ らの情報 は出荷 され た製 品 と一諾に納入先 に受渡 しを しなけれ

ば意味 のない情報 で あり,伝 票やOCRシ ー トで はないソ フ ト化 された情

報 の受渡 しが物品 に付 け られ ることが必要であ る。

(4)石 油化 学業界の情報化 の方向

以下 に述べ る方向性 は必ず しも業界 を代表 した もので はな く,一 つの考 え

方 を示 した ものであ る。

② 個別企業 の基本的 な システム化の方 向

石 油化学業界 の各社 は長期 にわた る不況 に対処す るため,自 社の 日常業

務処理 の合理化 のた めの システム化 を意欲的 に進 めてきてお り,社 内 シス

テ ムに関 しては種 々の問題 はあ るに して も一応の水準 に到達 している と言

え るで あろ う。

即ち,販 売物流,購 入,生 産,会 計,人 事 等の システム化 は一通 り終 っ
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てい るか,ま た はシステ ム統合化 のために再 構築 を実施 してい る段 階で あ

る。

今後の方 向 は自社の 日常業務処理 の システム化だ けで は合理化 で きな い

商社,需 要家 との取引処 理 に関す るデー タ交換 の実現で あ る。

② 取 引先 との データ交換の実態

石油化学業 界の取 引先 との デー タ交換 は実 現で きるか ど うかの段階で は

な く,既 にいかに して実施す るかの段 階である。業界内 の個別 企業 は取 引

量の多 い大手 商社や専門商社 と何等 かのデ ータ交換 を実施 してい る。 しか

しなが らこれ らの データ交換 がス ムーズに実 施 された訳で は な く極めて多

くの問題 を含んでい る。

情報処理 の先進企業で ある大手 商社 と言え ども,石 油化 学製 品の オ ンラ

イ ン受発注 システムが完備 し,運 営 されてい る状況で はな く,新 たに シス

テム開発 を必 要 とす る状況で あ り,大 手 商社に とって も合理化効果 と商権

の確保拡大 等の大義名 分が なければ高額 なシス テム開発 コス トの投入 は不

可能 であ る。 従 って商社 の発意 で話 し合 いが開始 した場合 は,商 社 の発 注

処理 か らの オ ンライ ン処 理によ るデータ交換が実施 され ること とな り,商

社,メ ーカー双方 が大 きな効 果を発揮す るものとなってい るが,メ ーカー

発意 の場合 は事後処理 と しての請求 データを商社 に引 き渡す段 階か らの デ

ータ交換 とな り,部 分的効 果 に留 まる もの とな ってい る。

一 言で石油 化学 製品 とい って もその製品 は極 めて多 くの取 引形態 があ り

現時点 では取 引量 の多い製品 に限 って実 施 されてお り,入 金処 理迄 を考 え

れば取 引全製 品を対象 にす る必要 が ある。 しか しなが らこれは極 めて困難

な課題で あ ろ う。

③ ビジネスプ ロ トコルの問題

前述 したように取引量の多い企 業間で個 別 に決めた ビジネスプ ロ トコル に

よ るデ ータ交換 は各 商社,製 品ごとに異 なったものとな り,交 錯 した取 引の

多い石 油化 学製品で は商社,メ ーカー双方 に とり極めて システム化 を困難
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な も の とす る。 ま た 経 営 基 盤 の 弱 い専 門 商社 に と って は 多様 な ビ ジネ ス プ

ロ トコル に対 応 す るの は一 層 難 しい で あ ろ う。 この 問題 を解 決 す る 現 実 的

な方 法 は取 引形 態 の類 似 した製 品 群 に 対 す る そ れ ぞ れ の共 通 ビ ジネ ス プ ロ

トコル を 商社 お よ び石 油 化 学 業 界 双 方 の 協 議 の下 に開 発,取 り決 め る こ と

で あ ろ う。 ネ ッ トワ ー ク化 の 問 題 は ビジ ネ ス プ ロ トコル の 共 通 化 が 図 られ

る こ とに よ り,各 企 業 の 自律 性 に よ り進 展 す る もの と考 え る。

'

(5)ま とめ

石 油 化 学製 品 は 基 礎 原 料 と して 種 々 の 産 業 分 野 に使 わ れ て お り,消 費 材 と

は異 な り直接 最 終 消 費 者 の 目 に 触 れ る もの で は ない が,極 め て取 引量 の 多 い

製 品 群 で あ る。 従 って,こ れ らの取 引 流 通 が適 正 に運 営 され るた め に は取 引

先 との デ ー タ 交換 は必 然 の も ので あ る。 しか しな が ら,現 在 の個 別 企 業 に よ

る独 自の ビ ジネ ス プ ロ トコル に よ る デ ー タ交 換 の 進展 は,適 正 な運 営 に 対 す

る 障害 と コス トの増 加 を もた らす もの と な り,さ らに は新 た な非 関 税 障 壁 と

して国 際 的 に も困 難 な問 題 を 提 起 す る恐 れ もあ る。

こ れ らの 問 題 を解 決 し,情 報処 理 の 高 度 化 を図 る に は,ビ ジネ ス プ ロ トコ

ル の 共 通 化 を メ ーカ ー,商 社,需 要 家 の 協 力,話 し合 い で 整 備 しな け れ ば な

らない 。

1.2.2専 門 商 社

(1)専 門 商 社 の 特 徴

商 社 に は,幅 広 い 分 野 の 商 品 を 扱 う総 合 商 社 と,特 定 の 分 野 の商 品 を 重 点

的 に扱 う専 門 商社 とが あ る。 この 両 社 を機 能 面 か ら比 較 す る と,類 似 点 と相

違 点 が あ る 。 例 え ば,商 品の 中継 ぎ と い う機 能 は共 通 してい るが,在 庫 機 能,

小 口へ の デ ィス トリ ビュ ー タ と い う 面 で は,か な り違 って お り,専 門 商社

は,製 造 業 界 の小 売 とい う性 格 が 強 い 。

従 来 の 専 門 商社 は,多 くの 場 合,小 口 の 需 要家(取 引 量 が小 口 とい う意 味
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で,取 引 先 が 小 企 業 と い う意 味 で は ない)に 対 す る デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ と

して 機 能 して お り,即 納 体 制 を 強化 す る た め,在 庫 を 多量 に 抱 え る こ とが 普

通 で あ っ た。 丁 度,流 通 業 に お け る専 門 店 の よ うな もの で,特 定 の 分 野 の 商

品 で あれ ば,極 め て特 殊 な製 品 も在 庫 して い る とい う こ とが,貴 重 で あ っ た。

分 野 を 限 定 して,非 常 に多 種類 の 製 品 を 在 庫 させ る こ とに よ って,サ ー ビス

向 上 を 図 って き た歴 史 が あ る。

分 野 は限 定 す るが,多 種 類 の製 品 を扱 うた め に,仕 入 先 は 必然 的 に 多数 の

メ ーカ ー と な り,売 先 は多 数 の小 口の 需 要 家 と い うの が,専 門 商社 の大 きな

特 徴 で あ った。 従 って,そ の取 引関 係 は,図1-8の よ うに な る。 結 果 的 に,

製 造 メ ー カ ー系 列 色 が 薄 く,取 引 先の 企 業 規 模 は大 か ら小 まで 多 岐 に渡 る と

い う特徴 も 出て く る。

実 際 の専 門 商 社 は さ らに複 雑 で あ る。 例 え ば,扱 い量 ・地域 的 な 関係 で,

中卸 的 商 社 が 存 在 す る し,大 手 製 造 メ ー カ ー と代 理 店 契約 を して い る 専 門 商

社 もあ る 。 扱 い製 品 分 野 が極 め て限 定 的(例 え ば,家 庭 用電 線 だ け等)な 場

'

、

大 手

需要家

中 小

需要家

図1-8専 門商社 の取引関係
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合 もあれ ば,デ パ ー トの よ うな 専 門 商 社 もあ る。 国 内 だ けで な く輸 出入 を手

が け る専 門 商社,製 品 開 発 を サ ポ ー トす る専 門 商 社 もあ る。 業 界 の 成 長 と と

もに大 企 業 に な った例 も あ る。

② 最 近 の 専 門 商 社 の 動 向

典 型 的 な専 門 商 社 は,洋 紙 ・板 紙 業 界,機 械 工 具 の 業 界,金 属 材 料 の業 界,

電 線 業 界,ネ ジ業 界 な ど に 見 られ,電 子 部 品 業 界(半 導 体 業 界)の 専門 商 社

は,そ の小 売 部 が,東 京 の 秋 葉 原,大 阪 の 日本 橋 な ど,一 般 の 目 に付 き易 い

場 所 に 多 数 あ るので,よ く知 られ て い る。 しか し これ は,あ くまで も小 売 部

で あ って,専 門 商 社 の 取 引が,ス ーパ ー マ ッケ ッ トの よ う な店 頭 販 売 中心 で

あ る,と い う こ とを意 味 して い るわ けで は ない。

近 年 の 技 術革 新 は,専 門 商社 に も大 き な影響 を 与 え て い る。 そ れ は,爆 発

的 な製 品種 の増 加 で あ る。 これ は,ほ とん どの 製 造 業 界 に共 通 した 現 象 で あ

る 。先 程 の電 子 部 品 の 小 売 り(店 頭)を 例 にす る と次 の よ うに な る。 それ程

広 くな い店 頭 ス ペ ー ス に,ぎ っ し り と製 品(商 品)が 並 べ られ て い るが,そ

れ で も製 造 メ ー カ ー の カ タ ロ グ掲 載 製 品(通 常 在 庫 品)が 在 庫 して い ない と

い うケ ー スが 最 近 増 加 して い る。

この 問 題 は,在 庫 の 積 増 しを す るこ とで 解 決 で き る。 しか しな が ら実 際 は ,

在 庫 を増 や そ うに も保 管 場所 が な い。 増 加 した 在 庫 を管 理 す る要 員 が不 足 し

て い る。 い や む しろ,人 件 費 を 削 減 す る た め,管 理 要員 を減 ら した い 昨今 の

経 済 環 境 の悪 化 に対 応 す るた め,在 庫 その もの を 減 ら した い と い う,製 品 種

増 加対 応 策 と相 反 す る条 件 の増 加 に▲悩ん で い るの が 現 状 で あ る。

半 導体 業 界 な ど,数 年 前,極 端 な 供 給不 足 を 経 験 した が,素 材 ・部 品 産 業

全 般 的 に 見れ ば,こ ご10年 程 度 は ず っ と供 給 過 剰 状 態 が 続 い てお り,値 崩 れ

に苦 しん で い る。 当 然 の こ と と して,専 門 商社 に も,仕 切 り価 格 引 き下 げ要

求 の 形 で 影 響 が 出 て く る。 この 時,在 庫 を 多 く抱 え て い る と,そ の 在 庫 は値

下 り前 に仕 入 れ た も の で あ るか ら,専 門 商社 に と って 値 引 き販 売 は,か な り
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の 傷 み を伴 う もの にな って い る。 一般 的 に は,供 給 過 剰 時 に は在 庫 を減 らす

(在 庫 調 整)の が鉄 則 で あ る が,一 品種 当 りの在 庫 を 減 ら して も,製 品 種 が

増 大 して い る た め,全 体 の 在 庫 は それ程 減 少 しない と い う大 きな 問 題 が あ る。

そ こで,従 来 の よ うな 在 庫 販 売 方 式 を止 め,受 注 してか ら品物 を手 当 て す る

と い う傾 向 が大 き くな って い る。 納 期 を短 縮 す る ため,事 務 処 理 の ス ピー ド

ア ップ,配 送 の効 率 化 な どが 課 題 に な って くるが,こ の た め の シ ステ ム 化 な

ど は それ 程 進ん で い な い 。 現 状 での ツール で なん とか や り くり して い るの が

実 状 で あ る。

専 門 商 社 は 以 前 か ら顧 客 の 技 術 上 の 相 談 を受 け る ケ ース が 多 か った が,こ

れ を一 歩 進 め 顧 客 が 必 要 とす る部 品 の 設 計 を 一 部代 行 す る こ と に よ って,他

専 門 商 社 との 差 別 化 を 図 ろ う とす る動 き も増 加 して き た。 例 え ば,半 導 体 の

専 門商 社 で は,顧 客 の 要 望 に沿 って,セ ミカ ス タムICの 設 計 を 代 行 す る ケ

ースが 増 加 して いる。新 しい傾 向 と して 注 目 され る。

以 上,専 門 商 社 の 全 般 的傾 向 を 述 べ た が,一 言 で 表 わ せ ば,あ らゆ る局 面

に お い て,専 門 商 社 は現 在 極 め て厳 しい 環境 に あ り,従 来 の 延 長 線 上 で の経

営 を見 直 す 時 期 に来 て い る と思 わ れ る。

③ 専門商社 の課題

専門商 社には様々 な課題 があ ると考え られる。 そ して,業 種 によ ってあ る

いは規模 によ って,そ の課題 は様 々であ り,全 部の専門商社 に共通 的な課題

を指摘す るの は,難 しい と思 われ る。それを承知 の上 で,取 引処理 面に絞 っ

て敢 えてその課題を以下 に まとめ る。それ らは,課 題 の一 端 ではあるが,多

くの専 門商社 に共通的 に発生 してい る項 目であ ることを付 け加 えてお く。

① 製 品種の増 加対策

技 術革新に伴 った製 品種増加対策は,専 門商社 の主要 な課題で あ る。 す

なわち,多 品種少量扱 いへ の対策であ る。

② 即納 体制の整備
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従来,特 定 の品種 に絞 って即納体制 を整備す れば十分で あ ったが,最 近

全製 品 の即納体制 を求 め られるよ うにな って きでい る。 アセ ンブ リーメー

カーでの資材在庫 の縮小 とJUST-IN-TIMEで 代表 され る消費 と生

産の連結思想 の影響 であ る。

③ 情報化 の影響

取引 先の情報化 が専門商社 に大 きな課題 を与え てい る。例 えば,納 入先

の資材管理が システ ム化 され ると,そ の システムに合わせた伝票(指 定伝

票)に よる納 入が求 め られ るのが普通 であ る。 この時,納 入先ごとにシス テ

ムが違 っているのが普通で あるか ら,結 果 的 に伝票類 はまち まち にな り,

いわゆ る多種類伝票処 理の 問題が生 じる。

よ り実感的影響 と しては,大 手 の取 引先か ら受発 注処 理用の端 末設置が

求め られ るこ とが あ る。 この申 し入 れを安易 に受 け入 れ ると,気 が付か な

い うち に多端末状態 へ進む ことが あ る。 しか しなが ら,得 意 先の情 報化 に

は協力せ ざるを得 ない とい う状況 もあ り,対 応が難 しい課 題であ る。

④ 専 門商社 自身の情報 化

これが必要 か ど うかは,か なり難 しい問題 で ある。 しか しなが ら,前 述

した課題 に対す る有効 な対 策が不 足 してい る現段階 においては,情 報化 を

有力 な解 決手段 と して取 り入れ ることは,恐 らく妥当で あ ろう。

問題 はどの ような情報化 を行 うかであ る。総 合商社 な どでは,近 年大 々

的な情報化 が実 施 され てい るが,あ ま りに も客観的条件 が違 い過 ぎ てい て,

参考 にな らない。 また,流 通小売 業の情報化 も,条 件 が違 っていて参考 に

な らない。一部 では,POSシ ステ ム導入 によ る情報化 も検討 されてい る

が,取 り扱 う製 品の性質 と取引形態が異なるため,大 きな効 果を挙げること

は難 しい と思 われ る。

この問題 について は項 を改めて少 し詳細 に述 べ る。

(4)専 門商社 の情報化 の方向
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こ こで は,専 門 商 社 の 情 報 化 の方 向 に っい て,一 つ の 考 え 方 を 述 べて み た

い。 以 下 で述 べ る こ と は,業 界 全 体 の意 向 を 代 表 す る もの で は な い こ と を,

あ らか じめ ご了 解 願 い た い。

① 基 本 的 な シス テ ム 化 の方 向

現 段 階 で は,給 与 計 算,経 理処 理 な どに コ ン ピュ ー タ が使 用 され て い る

と考 え るの は常 識 的 で あ り,主 な シス テ ム化 の対 象 は商 社 と して の 日常 業

務 処 理 と考 え るべ きで あ る。 す な わ ち,そ れ は取 引 そ の もの で あ り,そ こ

に如 何 に コ ン ピュ ー タ を組 み 込 む か とい うこ とに な る。

こ こで の 問 題 は,取 引 に 関 す る情報 は外 部(納 入 先)で 発 生 し,そ の 情

報 を 内 部 で処 理 した 後,も う一 度外 部(仕 入 先)へ 伝 達 しな けれ ば な らな

い と い う処 理 形 態 で あ る。 例 え 専 門 商 社 内部 に コ ン ピュー タ を導 入 して も,

コ ン ピ ュー タで 処 理 で き る部 分 が限 られ て お り,効 果 が 少 な い。 この 状態

を 飛 躍 的 に 改 善 す る た め に は,取 引 先 とネ ッ トワー ク を組 み,取 引先 の シ

ス テ ム と連 動 す る こ とが 必 要 で あ る。

② 実 現 性

取 引先 との ネ ッ トワ ー ク を組 む と言 って も,す べ て の取 引 先 と一 度 に ネ

ッ トワ ーク を組 む こ と はで き な い ので,順 序 と して大 口取 引 先 か ら実 施 と

い う こ とに な る。 大 口取 引 先 は一 般 的 に大 企 業 で あ り,大 企 業 は独 自の ネ

ッ トワ ー ク化 を 進 め て い る こ とが 多 い ので,こ れ と衝 突 す る こ とに な る。

力 関 係 か らみ て,専 門 商社 には 分 が な く,先 ず この 面 で 実 現 性 が な い。 そ

もそ も,経 営 基 盤 の 弱 い 専 門 商 社 に独 自の ネ ッ トワ ー クが 構 築 で き る と考

え る こと 自体 に少 々飛 躍 が あ り そ うで あ る。

しか しなが ら,取 引 先(主 に大 企業)の ネ ッ トワ ー ク化 が 進 み つ つ あ る

の で,こ れ に上 手 に 乗 って,自 らの シス テ ム化 を効 果 的 に す る道 が あ りそ

うで あ る。 現 実 に,大 手 企 業 の 中 に は,取 引 量 の 多 い取 引 先 に対 して,自

社 の ネ ッ トワ ー クへ の参 加 を 呼 び か け て い る例 が 多 い。 これ は現 実 的 で実

現 性 が大 きい が,専 門 商 社 の大 手 取 引 先 は1社 で は ない の で,複 数 の大 手
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取 引 先 の ネ ッ トワ ー クに参 加 す る こ と は,端 末 が 複 数 に な る こ とを意 味 し,

結局,前 述 した 多 端 末 の 問 題 に突 き当 って しま う。

③ ビ ジネ ス プ ロ ト コル の問 題

複 数 の ネ ッ トワ ー ク に参 加 す る と必 然 的 に複 数 の 端 末 が 必 要 に な る と い

うの は,実 は正 しい 結 論 で は な い。 複 数 の ネ ッ トワ ー クの ビ ジネ ス プ ロ ト

コル が す べ て同 一 で あ れ ば ,端 末 は1台 で十 分 で あ る。 現 実 に は,ビ ジネ

ス プ ロ トコル が ネ ッ トワークごとに 違 って い るの で,端 末 は複数 必 要 に な る。

そ こで,な ぜ ネ ッ トワークごとに 違 って い るの か とい うの が 問 題 に な る。

そ の原 因 を 一 言 で 言 うの は難 しい が,従 来,共 通 的 ビ ジネ ス プ ロ トコ ル が

な か った とい うの も,大 き な要 因 で あ る。 従 って,共 通 ビジネ ス プ ロ トコ

ル を作 ると い うの も,一 つ の解 決 策 に な る。 しか しなが ら,弱 者 で あ る専

門 商社 の 出 した結 論 に,ど れ 程 取 引先 が対 応 して くれ るか,は な は だ疑 問

で はあ る。

④ 望 ま しい シス テ ム形 態

ビ ジネ スプ ロ トコル の 共 通 化 は極 め て難 しい課 題 で あ るが ,そ れ が解 決

した とす れ ば,例 え ば,図1-9の よ うな形 態 の ネ ッ トワー ク化 が 可 能 に な

る。

図1-9で は,ネ ッ トワ ー クは業 務 処 理 の 道 具 に な って い るの で,一 般

的 な共 有 型 の ネ ッ トワー クと 同一 の 形態 に な っ てお り,実 際 の取 引 形 態 と

は違 う形 に な って い る。 この よ う な ツ ール と して の デ ー タ交 換 シス テ ムを

駆使 して,図1-10の よ うな実 際 の 取 引処 理 を 実 現 す る こ とに な る。

ツ ー ル(ネ ッ トワ ー ク)の コス トを最 小 に しな が ら,実 際 の 取 引処 理 を

実 現 す るた め に,各 企 業 が そ れ ぞ れ ネ ッ トワー ク を 構 築 す る代 わ りに,共

用 の ネ ッ トワー クー つ を 設 定 し,そ れ を使 った業 務処 理 は,各 企 業 が主 体

性 を 持 って,そ れ ぞ れ 独立 に行 う と い う形 で あ る。 この方 式 を 実 現 す る た

め に は,供 給 者,需 要 家,専 門商 者 の3者 の 間 に,十 分 な協 力 関 係 が 必 要

で あ り,そ の鍵 は,専 門 商社 で は な く,大 手 需 要 家 が握 って い る と考 え ら
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れ る 。

図1-9望 ま しい ネ ッ トワ ー ク

型 態

図1-10実 際 の 取 引 形 態

⑤ ま と め

専 門 商 社 は,製 品 種 の 増 加,即 納 体制 の 強 化 な どの対 応 を 求 め られ て い る

が,こ の た め に 情 報 処 理 の 高 度 化(取 引 先 との オ ンライ ン化)が 必 要 で あ る。

しか しな が ら,専 門 商 社 独 自 の 取 引 先 との ネ ッ トワー ク化 は,コ ス ト的 に も,

取 引 先 との 力 関 係 な どか ら も非 現 実 的 と思 わ れ,メ ー カ ー,専 門 商 社,需 要

家 が一 体 化 した ネ ッ トワ ー ク化 が 必 要 で あ る。 た だ し,個 々 の 取 引 は,あ く

ま で も独 立 で あ り,ま た 企 業 同 士 の競 争 が 可 能 な ネ ッ トワ ー クで な け れ ば な

らな い。

その た め に は,ビ ジ ネ ス プ ロ トコル を共 通 化 した共 用型 取 引 デー タ交 換 シ

ス テ ム(ネ ッ トワ ー ク)を 整 備 す る 必 要 が あ る。 メ ー カ ー,専 門 商 社,需 要

家 の3者 の協 力 関 係 が 必 要 で あ り,3者 の 話 し合 い に よ って,共 通 ビ ジネ ス

プ ロ トコル を 整 備 しな け れ ば な らな い と思 わ れ る。

一25一



1.2.3電 機 業 界(材 料 ・部 品 調 達 の 面 か ら)

(1)電 機 業 界 の 特 徴

電 機 業 界 と一 口 に言 って も家 電,重 電,通 信,部 品 と,そ の 幅 は極 め て 広

い。 特 定 分 野 の み を対 象 と した 専 門 メ ー カ ー か ら,分 野 の 広 い 総 合 メ ーカ ー

まで 多様 で あ り,ま た部 品 や機 器 組 立 の 専 業 メー カ ー か ら,部 品 か ら製 品 ま

で の一 貫 メ ー カ ー まで 様 々 な タ イ プ が あ る。

電 機 業 界 は常 に過 当 と もい え る競 争 の 場 に さ らさ れ,コ ス トの 低 減,品 質

の 改 善 に 努 め て きた 結 果,抜 群 の 国 際 競 争 力 を持 つ に至 った。 この こ とは大

量 生産 商 品 に つ い て特 に 言 え る。 しか し,最 近 の 円高,貿 易摩 擦 な ど の問 題

で 深刻 な 状 況 に変 って い る。 国 際 的 セ ンス や 良識 が 求 め られ て い る こ と を 銘

じなけ れ ば な らな い。

電 機 業 界 は エ ネ ル ギ ー 関連 機 器,情 報 関 連 機 器 な ど,こ れ か らの産 業 の基

幹 とな る 分 野 を担 って い る。 この こ とは今 後 の 我 が 国 の 経 済 発 展 に 大 き くか

か わ る こ と を意 味 し,業 界 と して これ まで 以 上 に広 い 視 野 に立 つ こと が 要 求

され よ う。

素 材 お よ び 部 品 の め ざ ま しい発 展 に よ って,従 来 考 え られ な か った 新 製 品

が 登 場 して きた 。 個人 向 け商 品 は よ り小 型 化 ・薄 型 化 ・軽量 化 傾 向 を,実 庭

向 け商 品 は よ り大型 化 ・多 機 能 化 傾 向 を,産 業 向 け 商 品 は よ り高 機 能 化 ・小

型 化 ・省 電 力 化 ・個 人 使 用 化 を 指 向 しつっ 動 い て い る。 この傾 向 は ます ま す

加 速 さ れ る傾 向 に あ る。

半 導 体 は電 機 業 界 ば か りで な く,他 の産 業 へ も強 い イ ンパ ク トを 与 え て い

る。 数 ミ リ角の チ ップ の上 に 多 くの部 品 を 集 積 した と い う こ とは,多 くの 工

数 を 吸収 した 上 に品 質 を飛 躍 的 に 向 上 させ,製 品 の 使 い勝 手 を抜 群 に 向上 さ

せ て い る。 例 え ば 機 械 産 業 へ の浸 透 は 自動 車 や カ メ ラ,時 計 の例 を 考 え れ ば

よ く理 解 で きよ う。

② 最近 の電機 業界の動向
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一 般 に電 機 メ ーカ ー の 関心 事 は 販 売 シ ェア の拡 大 ,差 別 化 商 品 の開 発,大

口物 件 の 受 注,優 良 取 引先 の確 保 など,毎 年 の予 算達 成 な どに あ っ た。 これ

らは 勿 論 今後 も変 わ らな いで あ ろ うが,更 に配 慮 す べ き事 柄 が 加 わ っ てい る

と 言 え よ う。

① 生 産 拠点 の 見 直 し

円 高 によ り ラ ジカ セ な どの輸 出製 品 が価 格 競 争 力 を失 った た め に国 内 生

産 を断 念 しア ジ アNICSへ 生 産 拠 点 を移 した こ とは 記憶 に新 しい。

一 方 先 進 国 との 貿 易摩 擦 か ら従 来通 りの製 品 輸 出 が 困難 にな り,欧 米 諸

国 の 消 費 地 に 生 産 拠 点 を移 さ ざ るを 得 な くな って きた。 この 場 合 現 地 調 達

比率 の 制 限,コ ス ト面 か らの 部 品 の 海外 調 達(い わ ゆ る ア ウ トー ア ウ ト)

の 必 要 な ど,セ ッ トメ ーカ ー,部 品 メ ーカ ー 共 々 国 内 の 空 洞 化 が 心 配 され

るに 至 った。 国 内 で 何 を生 産 す べ きか は,セ ッ トメ ー カ ー は技 術 開発,高

付 加 価 値 製 品 へ の シ フ ト,情 報 関 連 機 器へ の シフ トを,部 品 メ ー カ ー も技

術 開 発,標 準 品 の 輸 入 販 売,情 報 機 器 へ の傾 斜 指 向 を示 してい る。 いず れ

に して も各 企 業 の サ バ イバ ル を賭 けて の競 争 は今 後 よ り激 化 す る こ とが 予

想 され る。

② 高 度 情 報 化 へ の 対 応

家 電,重 電 部 門 は既 に 成 熟 の 域 に達 し,従 来 通 りの成 長 は期 待 で き な い。

従 って電 機 業 界 で は 人 ・物 ・金 な どの 経営 リソ ース の 情 報 関 連 部 門へ の シ

フ トを図 って い る。 幸 い,同 じ企 業(グ ル ープ)内 の 移 動 で あ るた め,比

較 的 ス ム ース に進 め られ て い る。

③ デ ジタル 化

デ ジタ ル化 が 電 子 機 器 の 小 型 化,高 性 能 化 を促 し,新 分 野 を 開拓 して い

く こと は例 え ば玩 具,医 用 機 器 な ど を考 え れ ば 容 易 に理 解 出来 よ う。 しか

し業 界 に と って は新 規 参 入 が容 易 に な り,異 業 種 か らの 参 入,そ れ によ る

競 争 の激 化,秩 序 の 無 視 な どが 懸念 され る。 しか し総 じて 見 れ ば,デ ジ タ

ル 化 の 流 れ は 産 業 規 模 及 び ビ ジ ネス チ ャ ンス の 拡 大 を意 味 す る。
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④ 規 格 の 標 準 化

VTR,ビ デオ デ ィス ク,フ ロ ッ ピー デ ィス ク な どの例 で 明 らか な よ う

に,規 格 の 標 準 化 は ユ ーザ ー に と って もメ ーカ ー に と って も必 要 な こ とで

あ る。 機 能 のす ぐれ た 単一 の フ ォー マ ッ トで 最 初 か ら登 場 す るの が 理 想 で

あ るが,こ こで も競 争 原 理 が働 くた め,複 数 の フ ォ ーマ ッ トが 登 場 して フ

ァ ミ リー 作 りが 進 め られ,結 局 市 場 が 優 劣 を 決 め る こ とに な る 。 よ りよ い

商品 が市 場 に残 るた め には,複 数 の フ ォー マ ッ トが が 登場 す る こ と もあ な

が ち悪 い こ とで はな い。

(3)電 機業界 の課題

① 国際 的役割 の認 識

安 くて良 い品質 の製品 を大量 に生産 して供給 す ればよいとい った考 えは,

今や 国際社会で は残 念 なが ら通用 しな くなって しま った。経済 原則 を無視

した難題 も押付 け られて政治問題 にまで発展 しつ つある昨今で あ る。 我が

国で民生用途 に開 発 され た技術が海外 で軍事 用途 に転用 され ている例 も少

な くない。国 際的感覚 をとぎす ますべ き時期で あ る。

② オ リジナ リテ ィーの確立

我 が国 は量産技術 や応用技術では他 の追随 を許 さないが,基 礎技 術の開

発で は欧米 にまだか なわない。先 端技術の導入 は今後 は困難 に なろ う。研

究 開発投 資 は好不況 にかかわ らず注力 し,基 礎技 術分野 に独創 性 を発揮 し

てい く必 要があ る。

③ ソフ トウェア と著 作権

ソフ トウェア に関す る著 作権 問題 は我が国で も最 近 とみ に関心が高 ま っ

てきた。パ ソコンめOSの よ うに,独 創 性 な くしてはハ ー ドウェアの販売

も不可能 になりっっ ある。また,ソ フ ト業界 とハ ー ド業界の協調 な くして

は相互 の発展 が望め ない ケース もあ る。相互の立場 を尊重 し理解 を深 めつ

つ ユーザーの利益 を考 え,か つ業界 の発展 に尽 くす べ きであ る。
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④ 業界 サバ イバル

電機業界 を とりま く環境 が厳 しくなればな るほど,各 企 業はサバ イバ ル

を賭 けて無駄 排除,経 費削減,間 接業務合理 化 などの対応 を図 る。 しか し

最近 の情報処理 能力 の向上,通 信 コス トの低 減 を勘案 して,ネ ッ トワー ク

を利用 した業務 の合 理化が よ り積極 的な対応 策 と して取 入れ られ よ うと し

てい る。

(4)電 機業 界 の 情 報 化 の 方 向

① 調 達 コス トの 低 減

資 材 調 達 面 で は最 大 の命 題 は コ ス トの 低 減 に あ る。 発 注 に か か わ る事 務

処 理 コス トを 下 げ る に は発 注 を オ ン ライ ン化 し,見 積 りの即 時 化,納 期 指

示 ・回答 の即 時 化,受 入 ・検 収 ・支 払 コ ス トの 低 減 を図 る た め に ネ ッ トワ

ー ク 化 が 志 向 され る
。 ここで 問 題 に な るの が 材 料 ・部 品 コ ー ドの 問題 で あ

り,ま た取 引 先 コ ー ドの 問題 で あ る。 コ ー ドの 問題 は一 企 業 内部 で も統 一

に 様 々 な制 約 が あ る。 製 造 業界 と して の 統 一 コー ドが 制 定 され るな らば,

業 界 全 体 と して も メ リ ッ トは非 常 に大 きい 。

② 市 場 対応 力 の 強化 … …製 造 リー ドタ イ ムの 短 縮

企 業 に と って 在 庫 は必 要 悪 で あ る。 市 場 が 今 欲 して い る もの を 即 刻作 り,

市 場 に送 り出 せ ば,在 庫 は極端 に減 る し,不 良 在庫 とな る恐 れ もな い 。 製

造 リー ドタ イ ム を短 縮 す る こ とは 経 営上 重 要 な 意義 が あ る。 資材 調達 シ ス

テ ム を オ ン ラ イ ン化 す る こ と は,発 注 を 即刻 相 手 に伝 え,納 期 回答 もオ ン

ライ ンで得 ら れ,受 入 れ ・支 払 い まで の 一 貫 処 理 が可 能 に なる。 加 えて,

受 注 側 もオ ン ラ イ ン化 され れ ば,発 注 者 ・受 注 者 の シス テ ムと 工程 が 直 結

され,効 果 は一 層 高 ま る。 な お,材 料 手 配 の た め の発 注 予 告 な どの 支援 サ

ブ シ ス テ ム な ど も同 時 に必 要 で あ る。

③ ネ ッ トワー ク化

セ ッ トメー カ ー と 部 品 メ ーカ ー間 の 受発 注 に 例 を と って み よ う。 取 引 を

|
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オ ン ライ ン化 す る こ とは,両 者 が 共 通 の機 器 を使 用 す る こ と に な る。 セ ッ

トメ ー カ ー の 多 くは 情 報 機 器 の ハ ー ドメ ー カ ーで もあ るた め,部 品 メ ーカ

ー は営 業 部 門ご とに各 セ ッ トメーカーの 端 末 が 並 ぶ こ とに な りか ね な い
。 多

端 末 現 象 問題 の 解 決 に は,や は りVAN利 用 以 外 に は途 は な い で あ ろ う。

所 で,セ ッ トメ ー カ ー の 多 くは ま た 独 自 のVANを 持 って い る し,部 品 メ

ー カ ー に も自社VANを 構 築 して い る所 があ る
。 今 後 はVAN同 士 の 競争

にせ よ,VANtoVANで 解 決 す る にせ よ,共 通 ビジ ネ ス プ ロ トコル

の整 備 が 焦 眉 の課 題 と な るで あ ろ う。

電 機 業 界 と して は,取 引 業 務 の 高 度 情 報 化 に 関 す る問 題 解 決 は業 界 の モ

デ ル ケ ース と して 他 に率 先 して取 組 む べ き問 題 と考 え る。

1.2.4電 子 部 品業 界 に 於 け る ネ ッ トワ ー ク 化 の必 要 性

(1)電 子 部 品 業界 の特 色

① 製 品流 通 に於 け る業 界 の 位 置 付

電 子 部 品業 界 は,製 品 の 流 通 経 路 を川 に 例 え る と,素 材 原 料 を扱 う上 流

と,最 終 製 品 を扱 う下 流 の 両 者 に は さま れ た位 置 に あ り,産 業 構造 全体 の

中で の ビ ジネ ス は,供 給 者 で あ る と共 に 需 要家 で もあ る。

電 子 部 品業 界 は も と もと 個 有 技 術 を も って,特 定 の 製 品 を扱 う専 門 メ ー

カーが多 く,例 えば コ ンデ ンサ ー,ま たは抵抗器 だけを生 産 す る メ ー カ ー が 多

か った 。 従 って,得 意 先 と コ ンペ テ ィタ ー とが比 較 的 明 確 に分 離 され て い

た 。

② 技 術 革 新 と製 品 用 途 の 拡大

と こ ろ が,近 年 エ レク トロニ ク ス技 術 の 発展 に伴 な い 電 子 部 品 の 用途 は

拡 大 しつ っ あ り,供 給 先 もテ レ ビ,ビ デオ,電 子 レ ンジ等 を生 産 す る い わ

ゆ る民 生 用電 子 機 器 メ ー カ ー及 びOA,コ ン ピ ュー タ等 を 生 産 す る産 業 用

電 子 機 械 メ ー カ ー の み な らず,カ ー エ レク トロニ クス 化 によ り自動 車 メ ー

カ ー の他,時 計,カ メ ラ,複 写機,フ ァクシ ミリ,医 療機,楽 器,オ モチ ャ
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等 々 の 各 メ ー カ ーへ と幅 広 くな りっ つ あ る。

従 っ て,電 子 部 品 メ ー カ ー も技 術 革 進 の テ ンポ を促 進 し,市 場 の ニ ー ズ

に応 え る製 品 を生 産,提 供 して いか ね ば な らず,更 に新 製 品 の 開発 に よ る

市 場 の創 造 に各 メ ー カ ー が競 い 合 ってい るの が 現 状 で あ る。

③ 製 品 取 引 の 多 面 化

製 品用 途 の 拡 大 は,性 能,品 質,価 格 に対 す る要 求 は 勿 論 の こ と,小 型

化 と部 品 の 複 合 化,ア セ ンブ リー化のニ ーズが 増 大 し,今 後 もます ます この傾

向 が 高 まって い く。ICメ モ リー は代 表例 と され るが,コ ンデ ンサ ー抵 抗 器

の 複 合 部 品 化 等 は 従 来 の ビ ジネ ス に於 け る競 合 関 係 と得 意 先 の 関係 を変 え

っ っ あ り,取 引 に 於 け る関 係 が あ る製 品 は競 合 関 係 に あ り,あ る製 品 は得

意 先 の関 係 に あ る 場 面 が生 じてい る。 また,各 メーカー の 取 扱 う製 品 の増 加,

規 模 拡 大,応 用部 品 の 開発 等 に よ り,得 意 先 と社 内 の他 部 門 とが 競 合 関 係

に 陥 い る場 面 も生 じて い る。

この よ うな 状 況 に 於 て,一 社 で 数 十 万 点 の製 品 を 製 造 販 売 し,業 界 全

体 で も数千 万 点 の 製 品 が 市 場 に流 れ,そ の取 引 関 係 も複 雑 多岐 に渡 る ビ ジ

ネ ス が 電 子 部 品 業 界 に 於 け る 特色 と言 え る。

② ネ ッ トワー ク化 移行 へ の背 景

① 円 高 の進 み と採算 性

85年 末以 降 の 円 高 が 日本 経 済 に与 え た影 響 は大 き く,特 に取 扱 う製 品 の

直接 ・間接 を 含 め た輸 出 比 率 の 高 い 電子 部 品 業界,及 び これ を と りま く関

連業 界 を 含 め,各 企 業 共,収 益 悪 化 が 著 しい。 この 為,需 要 家 で あ るセ ッ

トメ ー カ ーか らの取 引 の 改 善 要 求 が 一 段 と強 くな りっ っ あ る。

② 流 通 在 庫 の圧 縮 対 策

業 界 に対 す る要 求 は,第 一 に得 意 先 の在 庫 圧 縮(資 金 の 効 率 化)に あ り,
(注1)

この為,納 入 方 式 が,ジ ャス トイ ンタ イ ム,キ ッ ト方 式,看 板 方 式 等,次

(注2)

々 と改善 要 求 が 出 さ れ,部 品 各 社 も コ ック シス テ ム の 採 用,製 品 リー ドタ
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イムの短縮,流 通 の合理化,製 品在庫投資 の増加等 によ り対応せ ざ るを得

ない状況 にある。

③ 多品種少量取引

他 方,技 術 進展 速度 の加速 と製品用途拡大 に伴 な う商取引の多品種小量

化 が進 み需要 側 ・供給側相方 とも企業内に於 ける コン ピュータ化か ら企業

、間の受発注,納 入,検 収,支 払 とい ったデ ータ交換 によ る事 務処 理の合理

化 をせ ざ るを得 ない と ころまで来 てい る。

④.業 界内での調 査事 例

取 引の多様化 によ る電子部品各社 は,ど の よ うな対応を しているか につ

いて 日本電子機 械工業界 が この問題を取 り上 げ ,電 子 部品業界 に於 ける取

引 システムの数 社の事例 を調査 し,今 後の対応策 を検 討 した。

〈A社 の事例 〉

■

総合生産 シス テム改善運動 を策 定 し納入業 者 に対 しジャス トインタイム

納入の協力を得 て,経 営合理化 を推進す る。

a。 現 在 の取 引

・ 発 注 は 毎 月23～25日 に 行 い 納 期 は 主 に 翌 月17日(但 し
,発 注 以 前

の 内示=先 行 枠 取 り指 示 はあ る)。

・ 納 入 に 当 って は ,当 月 内 で あれ ば納 期 前10日 位 迄 は 認 め る。

b.今 後 の 方 向

・ 「棚卸 資産 回転 率 は,製 販 トータル活動 の効率 を表 わす有 力な指 標

(注1)キ ット方式:一 つの製品に必要な部品を単品種づっ供給業者に納入させるのではな

く,何 程かの部品を組み合わせて,納 入させる方式である6例 えば,あ る製品に必要な
部品が,コ ンデンサーAが2個,Bが3個,及 び抵抗Cが5個 である時,Aを2個,
Bを3個,Cを5個 組み合わせたものを,1納 入単位 とし,必 要数納入する。これに
より,需 要家側は,部 品のローズを減 らすことができる。

(注2)コ ックシステム:納 入製品(部 品)を あらかじめ需要家の組立て ラインの部品保管

スペースに供給者が持ち込んでおく。需要家はそこか ら必要数取り出して(購 入に相

当する。)組 立てに用いる。使 った分だけ,供 給 者 に代金 が支払われる。以上のよ

うな取引形態を言う。
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で あ る」 との 基 本 認 識 に 立 ち,そ の 削 減運 動 を通 じ経 営 の合 理 化 を 図

り,シ ンプ ル で 有 機 的 な総 合 生産 システ ム作成 と,資 金 効 率 化 を 図 る た

め に棚 卸 資 産 の 保 有 月数 を%に す る。

c.変 更後

・ 原 則 は指 定 納 期 日以 外 の 受 け 入 れ ば 行 わ な い。 但 し,漸 定 的 に は

納 期前3日 迄 は 当 月 分 に 限 っ て受 けつ け る。

・ 納 期 変 更 件 数 を 減 らす為,短 納 期 とな る。

d 。 問題 点

・ 運 送 費 用 が 増 加 す る。

・ 納 期 管 理 が デ イ リー 管 理 と な り複雑 と な る。

・ 短 納 期 とな る。

e。 対 応策

・ コ ッ ク シス テ ムの導 入。

・ 注文 に対 す る 内示 発 注 の 導 入 。

・ 納 期 及 び数 量 ・変更 の 削 減 。

<B社 の事 例>

a.現 在 の 取 引

・ 定 期 発 注 は 月 に1～2回 。

・ 定 期 発 注 分 の 最 短 納 期 は15日 程 度 で あ る 。

・ 納 入 サ イ クル は,最 も頻 度 が高 い場 合 で 週 に1回 とす る。

・ 内示 発 注 は,次 月 度 及 び 次 々 月度 分 を 行 うが ,内 示 発 注 分 の 引 取

り責 任 は 原則 と して な い。

b.対 応策

・ コックシステム の導 入 と ,在 庫 保 有 で 納 期 対 応 す る。

・ コ ック シス テ ム の倉 庫 費 用 はB社 が ,維 持 管 理費 は部 品 メ ー カ ー が

負 担 す る 事 で 合 意 して い る。

c.そ の他
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・ 短 納 期 の 追 加 発 注 ,内 示 発 注 以 上 の発 注 。

・ キ ッ ト納 入,発 注 変 更 等 の 対 応 策 は今 後 の 課 題 と な って い る。

〈C社 の 事例 〉

「必 要 な 時 に必 要 な数 量 だ け供 給 す る」 と言 う事 を 前 提 に 「徹 底 した ム

ダの 排 除 」 を 行 い,製 販 一 体 で 無 駄 な在 庫 排 除 を 推 進 す る。

a .現 状 の取 引

・ 発 注 方 式 は,前 月10日 に翌 月21日 か ら翌 々 月20日 迄 の 納 入 予 定(内

示 分)を 発 行 す る。

・ 当 月10日 に前 月 内 示 分 の確 定 通 知(納 入 指 示 書)を 発 行 す る。

・ 納 入 方 法 は ,上 記 確 定 通 知 に よ る もの と,看 板 方 式(後 補 充 方 式)

との2種 類 で,看 板方 式 は コ ック シス テ ム の導 入 製 品 に 適 用 す る。

・ コ ッ ク シス テ ムで は ,最 高1日4回 の 出庫 指 示 が な さ れ,そ の っ ど

払 出場 所(ラ イ ン)別 に 引 き取 りを行 う。

・ 出 庫 の数 量 は,あ らか じめ製 品別 に定 め て あ る ロ ッ ト単 位 で行 な い

パ ー ツ管 理 セ ク シ ョ ンが 安 全 在 庫 を 管 理 す る。

b.問 題 点

・ 内 示 分 に対 す る確 定 通 知 に 士20%程 度 の 誤 差 が生 じて い る。

● コックシステムの導入 出来 ない部 品 メーカーは,看 板 方式 に対応 出来ない。

c.今 後 の方 向

・ 発注 の変更 が多 い現行 の運 用方法 の見 直 しを模 索中 だが ,変 化 の 情 報 を

正確迅速 に提供 す る為 の トータル管理 システム設計 とデータ交換 を推進す る。

〈D社 の 事例 〉

「部 品 在 庫 を 持 た な い 」 方 針 を 基 に,常 に製 造 ライ ンで の必 要 分のみ を毎

日納 入 す る事 が 前 提 。

a.現 状 の 取 引

・ 発 注 は,毎 月27日 に翌 月分 の 内 示 数 及 び翌 々 月 分 の 計 画 数 を発 注 書

及 び磁 気 テ ー プ で 指 示 す る。
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・ 納 入 指 示 は,納 期 の4日 前 に納 入 指 示 カ ー ド2日 分 を発 行 す る(看

板 方 式)

・ 納 品 は指 示 して あ る納 品 場 所(各 製 造 ライ ン)に 納 期 ご との 製 品 を

お さ め る。

b .問 題 点

・ 発 注 の 内 示 数 または計画数 と,実 際の納 入示 指 カー ドの誤差 が多い(±

60%程 度)。

・ 受 入 検 査 基 準(当 日及 び前 日納 入 以 外 は 全 て 減点 対 象)が 厳 しく,

合 格 率 達 成 の為 に は在 庫 を も って対 応 す る必要 が あ る。

・ 製 品 の 仕 様 変 更 に は,短 期 間 の 対応 が む ず か しい。

c。 今 後 の方 向

・ 事 務 の 合 理 化 とス ピー ドア ップ の 為 の オ ン ライ ンデ ータ伝 送 の実 施

を計 画 中 で あ る。

上 記 納 入 先4社 の調 査 結果 は,代 表 例 で あ り,電 子 部 品業 界 か らみ た 納 入

先 各 社 は,取 引 シス テ ム面で は大 同小 異 の 方 向 に 進 みつ つ あ り,他 方,業 界

か らみ た仕 入 先 に対 して も,同 様 の 商取 引 が 行 わ れ る必 然 性 を 持 って い る。

即 ち,製 品 多 様 化,少 量 ロ ッ ト発 注,納 入 リー ドタイ ムの 短 縮 等 の ビ ジネ ス

変 化 に対 応 す る為 の取 引 に 関す る 様 々 な 情 報 は,取 引 企 業 間 に 於 て 迅 速 か

っ 正 確 に や り と りが 行 わ れ る ことへ の 期待 感 が 高 ま って 来 て い る。

{3}ネ ッ トワ ー ク化 移 行 へ の 問題 点

① 企 業 間 デ ー タ交 換 の 現 状

電 子 部 品 業 界 に於 け る 「オ ン ラ イ ンに よ る デ ータ交 換 」 につ い て 調査 し

た結 果16社 か らの 回答 が 得 られ た。

a.オ ン ライ ン化 の 実 施 状 況 は,実 施 中6社,計 画 中6社,計 画 な し4社 。

b.適 用 業 務 は,受 発 注11社(実 施 中6社),検 収6社(同3社),在 庫

3社(同1社),そ の 他7社(同3社)で,そ の 他 は納 期,回 答,納 入
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予 定,請 求 業務,見 積 業 務 等 が あ る。

c.オ ン ライ ン化 方 式 は,公 衆 回 線9社(実 施 中5社),専 用 回 線3社(

同2社),VAN5社(同3社)。

d .オ ン ライ ン化 の 社 内 原則 は,使 用VANに っい て は,2社 以 外 は 特 に 限

定 してお らず,通 信 手 順 はJCA7社,全 銀2社,そ の 他3社 が あ り,

各 社 共 プ ロ トコル の業 界 と して の 統 一 を 望 んで い る。

e.自 社 の資 材 発 注 業 務 の オ ン ラ イ ン化計 画 は,有 りが7社 ,無 しが9社 で

公 衆 回 線 利 用 が5社 と多 い 。

f.オ ン ライ ン化 に 期 待 され る メ リッ トは,迅 速 化13社 で最 も多 く,以 下

省 力 化11社,正 確 性9社,他 に標 準 化,合 理 化,ユ ーザ ーサ ー ビ ス費 用

削 減 の他,占 有 率 ア ップ,信 頼 性,協 調 性 等 日本 の ビジネ ス の 特 徴 的 な

もの も あ り,他 方 各 社,各 様 の シス テ ム の為 の デ メ リ ッ トも相 当覚 悟 し

て い る。

g.オ ン ライ ン化 に関 す る将 来 構 想 に つ い て は,市 場 分析,販 売 予 測8社

ニ ュ ー メ デ ィア の 活 用3社,異 業 種 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク14社 と ,単 に受

発 注 業 務 処 理 の み な らず,幅 広 い 情 報 処 理 の活 用 が期 待 され て い る。

② 業 界 に於 け る問 題 点 と対 応 策

業 界 に於 け るオ ン ライ ン化 の 現 状 認識 か ら今 後 検 討 を 進 め て い か ね ば な

らぬ 項 目 と して,以 下 の点 が 指 摘 さ れ る。 即 ち

a。 業 界 と して 取 り上 げ るべ き標 準 化 テ ーマ と して

・ 通 信 プ ロ トコ ル の標 準 化 をJ手 順 ・全 銀 手 順 等 を含 め2～3に 定 め

標 準 化 す る。

・ 電 子 伝 票 フ ォー マ ッ トの標 準 化 に よ る伝 票 種別 ,項 目,桁 数 等 の設

定 。

・ セ キ ュ リテ ィー対 策 と しての パ ス ワ ー ドの 検 討 。

・ デ ー タ送受 信 時 間帯 の集 中 ,分 散 の取 り決 め 方 。

・ 総 合 ソフ トウ ェア 開発 の 費 用 問題 。
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b。 オ ン ライ ン化 を 前 提 と した新 しい取 引契 約 と して

・ 債 権 債 務 の確 定 時点 。

・ デ ー タ相 互 で の 差異 発 生 時 の チ ェ ック方 法。

・ ハ ー ド,回 線等 の トラブル 発 生 時 の対 応 と経 理 処 理 。

・ 端 末 機,回 線 接 続 機,回 線費,ソ フ ト開 発 費,ソ フ ト利 用料 金等 の

費用 分担 の 原 則 。 　 ・'∴

・ 内示 発 注,確 定 発 注 の 区 分 と責 任 。

・.企 業 間 稼 動 日の 差 異 調 整 に つい て。

c.既 存 の オ ンラ イ ン取 引で の 問題 点 と して

・ 同一 企 業 内 の 各 事 業 所 によ り異 な るシステムへ の対応 と,納 入単価の不

統 一 に 対す る認 識(物 流 条件,支 払 条件 等 に よ る差 異)。

・ 端 末 機 の 指 定(多 端 末 現 象)。

これ らの 問題 点 に対 し,電 子 部 品 業 界 と して総 合効 果 を 出す 為 に は,関 係

各 メ ー カ ー か らの 専 門 化 グ ル ープ に よ る標 準 化 プ ロ ジ ェ ク トを発 足 させ統 一

伝 票(電 子 伝 票 の 為 の統 一 フ ォー マ ッ ト)あ るい は,企 業 間 デ ー タ交 換 の 為

の標 準 プ ロ トコル(共 通VAN利 用),デ ー タ交 換 に関 す る秘 密 保 持,ク レ

ーム処 理 ,料 金 負 担,デ ー タ通 信 の標 準 化,取 引ル ール の設 定等 の 施 策 が 必

要 で あ ろ う。

(4)ま とめ(情 報化 に対応 す る為 に)

経済 の国 際化が進む なかで,電 子部品業界 もこ多聞 に もれず グローバル な

ビジネスの対応 にせ ま られつつあ り,生 産拠点 も世界各国 に進出せ ざるを得

ない状況 の下で,産 業 の情報化 は企業内は もとよ り,企 業 間へ拡大 しっ っあ

る。

ここに,企 業間の情報 交換の効率化(オ ンライ ン化)を 実現す る場合の大 き

な問題点 は,相 互運用性 の確保であ ると言え る。

この相 互運用性 に係わ る問題 の具 体 化 と整 理 を 行い,ビ ジネスプ ロ トコ
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ル の標 準 化(共 通 化)が 望 ま れ るが,関 係 業界 の 話 し合 い に よ って 解 決 され

る課 題 で あ るた め,電 子 部 品 を 含 め た 日本 電 子 機 械 工 業 会 と して,「 オ ンラ

イ ン化取 引 対 応 委 員 会 」 の設 置 が 検 討 され 始 め た 事 は,情 報 の ネ ッ トワー ク

化 に於 け る相 互 メ リ ッ トの追 求 を考 え る時,今 後 大 い に期 待 され るで あ ろ う。

1.2.5電 線 業 界 に於 け る情 報 ネ ッ トワー ク

(1}電 算 化 状 況

昭和59年 と61年 に,電 線 工 業 会 が行 った ア ンケ ー ト調 査 を 参考 に,電 線 業

界 の電算 化 動 向を 紹 介 す る。

① ア ン ケ ー ト回 答 企 業 数

59年37社

61年35社

② コ ンピ ュ ー タ設 置 台数

表1-1コ ン ピュ ー タ設 置 台 数

コ ン ピ ュ ー タ 区 分 61年 59年

大 型 汎 用 機 12台 12台

中 型 汎 用 機 23 37

小 型 汎 用 機 40 27

ミ ニ コ ン 57 48

オ フ コ ン 56 57

パ ソ コ ン 1856 919

端 末 2553 2053

(区 分)

大 型 購 入 価 格2.5億 円以 上

中 型 〃 4千 万 ～2.5億 円
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小 型:購 入 価 格4千 万 未 満

ミニ コ ン:科 学 技 術 計 算,通 信,プ ロセ ス,制 御 等 特 定 の用 途 に 使

う もの

オ フ コ ン:標 準 構 成 で3千 万 以 下

パ ソ コ ン:〃3百 万 以 下

③ 企 業 内情 報 シス テ ムの メ リッ ト

表1-2企 業 内 情報 シ ス テ ムの メ リッ ト(複 数解 答 可)

項 目 61年 59年

受発注処理の合理化 33 35

会計処 理 の 〃 28 29

出荷 ・輸送業 務の合理化 24 21

在庫負担の軽減 20 18

多種少量 生産 への対応 18 16

顧客管理の充実 18 17

納 期 短 縮 15 23

職員管理の充実 12 6

販売 ・市場 調査の迅速 化 10 10

この2年 間 で はパ ソ コ ンの導 入 台数 が 倍 増 し,電 算 化(OA化)が 利 用

者 に 浸 透 して い る事 が表 わ れ て い る。 企 業 内 情 報 シス テ ム の メ リ ッ トの 中

で,納 期 短 縮 が59年 度 は3位 で あ った の に61年 度で は,7倍 に 落 ち てい る

事 は,電 算 化 の進 捗 に よ り,短 納 期 注 文 の 増 加 に耐 え難 くな って い る状 況

を 示 す もの で あ ろ う。

② 企 業 間 シ ス テ ム の状 況

や は り,電 線 工 業 会 の ア ン ケー ト調査 によ る と,企 業 間 シス テ ムの 進 展 も

加 速 度 を 増 して い る様 子 で あ る。
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表1-3企 業間 システムを組ん でい るか

表1-4企 業間受渡情報 の種類(複 数回答可)

61年 59年

YES 60% 35%

項 目 61年 59年

受 発 注 29 15

出 荷 ・ 輸 送 18 7

請 求 ・ 決 裁 12 6

在 庫 情 報 10 5

製 造 指 示 9 3

販 売 情 報 7 2

統 計 〃 3 1

技 術 〃 1 0

表1-5相 手 先業種(複 数回答 可)

項 目 61年 59年

下 請 ・ 外 注 12 5

同 業 他 社 ユ0 4

卸 売 業 9 5

金 融 7 7

原材料納入企業 3 1

運 輸 2 3

倉 庫 1 3

小 売 1 0
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表1-6シ ス テ ム開 発 の主 体

項 目 61年 59年

自 社

他 社 との共 同開発

委 託

14

6

1

10

4

1

表1-7企 業 間 シス テ ム の メ リ ッ ト(複 数 回答 可)

項 目 61年 59年

受発注業務の合理化 20 11

取 引先相手 との関係 緊密 化 14 9

出荷 ・輸送業務 の合理化 14 7

多種少量生産へ の対応 5 2

在庫負担の軽減 4 6

生産 ・販売計 画の改善 4 3

顧客管理の充実 4 0

売 れ筋 情報 の正確 ・迅速 な把握 2 2

表1-8 満 足 度

項 目 61年 59年

満 足

不 満

6社

15社

4社

8社
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表1-9不 満 理 由(複 数 回 答 可)

項 目 61年 59年

相手先数 ・情報 内容が不十分

システム運 用 コス トが高 い

システム導入 〃

情報が一方 的に吸 い取 られ る

11

3

2

2

5

1

1

0

表1-10シ ス テ ム 導 入 時 の 問 題

項 目 61年 59年

相互接続性の欠如 9 7

ビ ジネ ス プ ロ トコル の 不 統 一 8 3

人 材 不 足 6 1

政府等の諸規制 2 2

セ キ ュ リテ ィー 問 題 2 2

相手先 との コス ト負担 問題 2 2

相談の場 が ない 1 0

資金面の 制約 1 0

企 業 間 シ ステ ムを 開 発 または 導 入 して い る企 業 数 もこの2年 間 で 倍 増 して い

る。 そ の 対 象 情 報 は 圧 倒 的 に受 発 注 情 報 で あ り,そ の相 手 先 企業 は,下 請 ・

外 注 先,同 業 種他 社 と卸 売 業 で あ る。 この 事 は,電 線 業界 で は,大 手 企 業 を

中心 に,グ ル ープ 化 の 傾 向 が あ り,こ の グル ー プ 内 企業 間 の ネ ッ トワ ー クが

展 開 され つ つ あ る事 を 表 わ して い る。

その 評 価 に於 け る 満 足 度 合 は,ま だ 決 して高 くな く,む しろ不 満 と答 え て

い る。 そ の最 大 理 由 は,「 相 手 先 数 の不 足 と情 報 内容 の不 十 分 な点 」 で あ る

が,こ れ は,受 発 注業 務 の 合 理 化 に メ リットが 出て い る事 を 認 めな が ら も,い
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ま一 歩 の 進 展 に何 らか の 障 害 が存 在 し,そ れ に 突 当 って い る と言 えよ う。

障 害 と して は,「 ビ ジネ ス プ ロ トコル の不 統 一 」,「 相 互 接 続 性 の 欠 如 」

が 指 摘 され て お り,こ れ らの 障 害 を 乗 り越 え る為 には,調 整 ・開 発 ・運 用 の

負 荷 が 重 く,そ の結 果 と して 「人 材 不 足 」 を 露 呈 して い る事 も うか が え る。

また,特 約店等 の卸 売 業 との間 で も企 業 間 シ ステ ムが 展 開 され て い るが,先

の 「専 門 商 社 」 の項 に もあ るよ うに,共 通 ビジネスプ ロ トコル の 不 在 は,最 大

の 障 害 と 思 われ る。

、

(3)情 報 ネ ッ トワ ー クの経 緯

企 業 内情 報 シス テ ム は,各 々完 了 し,運 営 され てい る筈 で あ るが,こ れ も

常 に満 足 した 状 況 に は い られ ず,バ ッチ処 理 か ら リア ル処 理 へ の移 行 等 も随

時 行 わ れ,新 形 態 の シ ス テ ムで 満 足 度 を補 うべ く,シ ステムを再 構 築 して い る。

受注 ・調 達 ・生 産 ・配 送 と い う メ ーカ ー と して の一 連 の 流 れ の中 で,多 品

種 化 ・小 口化 ・短納 期 化 と い う難 題 に増 々対 応 せ ざ る を得 な くな って い る。

これ は,「 マ ー ケ ッ トイ ンへ の発 想 の切 替 え」 と簡単 に片付 け られ るよ うな 事

で はな く,体 制 の切 替 えが要 求 されて い るのであ り,こ れ が シ ステ ムの再 構 築

を 求 め て くるの で あ る。

品 質 ・コ ス ト ・ス ピー ドの競 争 を 強 い られ て い る状 況 は突 然 表 わ れ た訳 で

は ない 。 受 注 の 小 口化 に よ る 件 数 増 も,年 々顕 著 にな って いた。 その よ うな経

緯 の 中 で 受 注 情 報 を営 業 部 門 や 事務 部 門 で 停滞 させ るよ うな 事 は,多 大 な損 害

に繋が る事 も,「 発 想 の切 替 え 」 と い う レベ ル で は,認 識 され て来 た。 故 に,

回 線 コス ト,端 末 費用 に多 少 の 甘 さ を加 え て,企 業 内 の ネ ッ トワ ー ク が進 展

し,営 業 オ ン ラ イ ン ・生 産 管 理 オ ン ライ ン等 々の 企 業 内 シ ス テ ム も競 争 の道

具 と して,ま た,「 体 制 の 切 替 え」 を具 現 化 す る手 段 と して,期 待 が脹 らん だ。

営 業 と工場 の 情 報連 繋 が 一 段 落 す る と,協 力 会 社 も,社 内 工場 並 み に ネ ッ

トワー ク に 包含 せ ざ るを得 な くな って来 た。 また,営 業 以 前 で あ る特 約 店 等 か

らの 注文 も迅 速 に受 取 りメ ー カ ー か らの 出荷 連 絡 もネ ッ トワ ー クに 乗 せ る専
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も要 求 され て 来 た 訳で あ る。

このよ うに,一 部 の 企 業 を核 と して,特 約 店 ・協 力 会 社 を 含 ん だ ネ ッ トワ ー

ク が構 成 され て い る。

勿 論,前 述 の よ うに,個 々の 業 務 システムは満 足 して い られ る状 況 で は な い

が,改 善 を行 い つ つ ネ ッ トワ ー クが 拡 張 され て い る。

必 要 に迫 られ て 展 開 して 来 た訳 で あ り,企 業 間 の共 通 ビ ジネ ス プ・ロ トコル

を踏 まえ た ものではない。結 合 のっ ど,様 々 な障 害 を越 え て来 る過 程 で 様 々 な

事 を 学 ん だ が,こ の ま ま進 展 して良 い の か,疑 問 で はあ る。

(4)今 後 の 課 題

OA化 を 初 め と した,個 々 の 業 務 の 電 算 化 は,今 後 もr層 進 展 す る と思 わ

れ るが,そ の 進展 を 加 速 さ せ る もの,そ れ は,BA(ビ ジネ ス ・オ ー トメ ー

シ ョン)で あ ろ う。

情報 化 社 会,ソ フ ト化 社 会 と 言 った メ ガ トレン ドの 中 で 、個 々の 企 業 が各

々 の ビ ジネ ス プ ロ トコル を振 り回 して い る 現 状 を 肯 定 し続 け る事 が 出来 る

だ ろ うか 。

個 々 の 企 業 の努 力 ・工 夫 が独 自の もの を作 り出 して来 た が,最 早,共 通 ビ

ジネ ス プ ロ トコル を 必 須 と して い るの で は な いか 。 しか しなが ら,競 争 の 道

具 とな って来 た ネ ッ トワ ー ク の進 展 を休 止 す る事 は 出来 な い。 清 々 粛 々 と共

通 化 を待 って もい られ な いの で あ る。

企業 グ ル ー プ 内 の統 一,業 界 内 統 一,国 内 ・国 際 と言 った段 階 もあ ろ うが ,

効 果 を求 めつ つ,少 しで も汎 用 的 な も の が求 心 力 を 持 つ道 理 で あ り,そ の 汎

用 が 時 代 の 強 者 の エ ゴで あ れ ば,ま た,別 の 問題 を 抱 え て しま う。

百年 河 清 は 待 て な いが,見 え る 限 りの 先 見 の 基 に,共 通 化 へ の 対応 を心 掛

け て い くべ きで あ ろ う。
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1.2.6ね じ業 界

(1)ね じ業 界 の 概 要

ね じは機 械,器 具 類 を構 成 す る部 品 を組 立 て て い く うえ で,必 須 の 要 素 で

あ る 「締 結 要 素 」 と して,極 め て多 くの分 野 に おい て使 用 され て い る基 礎 部

品 で あ る と い え る。

近 来,接 着 剤 等 に よ る組立 て 方 法 も多 用 され て来 て い るが,ね じの 持 つ 締

結 要 素 と して の す ぐれ た 特 徴 を カバ ー し切 れ る もので はな く,今 後 もあ らゆ

る産業 に お い て 不 可 欠 の 部 品 と して使 用 され て い く もの と確 信 出 来 る。

ね じの 需 要 先 は,自 動 車 工 業,電 機 ・電子,建 築業 を は じめ と して,玩 具

か ら宇 宙 産 業 まで,極 め て広 い 。 従 って,使 用 され るね じの サ イ ズ,形 状 ・

寸 法,仕 様 等 は極 め て 多 種 多 様 で あ り,生 産 設 備 や生 産 工 程 も多 様 な形 態 と

な って い る。

この た め,通 常 はね じ製造 企 業1社 で,あ らゆ る産 業 の ユ ーザ ーを 持 ち,

す べ て の 品種,サ イズ,仕 様 のね じを生 産 す る とい うことはな く,各 企業 ごと

に一 定 の 範 囲 の マ ー ケ ッ トを 持 ち,製 品 の範 囲 もあ る程 度 限 定 さ れ て い る の

が一 般 的 に な って い る。

しか し,ね じの需 要 先 の主 体 は 自動 車,電 機 ・電子 を代 表 とす る 「組立 て

産 業 」 で あ り,ね じの使 用 量 が 極 め て 多 く,魅 力 ある マ ー ケ ッ トで あ る こ と

か ら,主 要 な ね じ企 業 は ほ とん ど ガ ンの 市 場 に参 画 して お り,企 業 間競 争 の

激 しい 業 界 と な って い る。

ね じを大 ま か に分 類 す る と,ボ ル ト,ナ ッ ト,小 ね じ,タ ッ ピ ン グね じ,

木 ね じ等 に 分 け る こ とが 出来 る。 実 際 に は これ ら以外 の特 殊 な ね じが あ り,

また上記の分類 の中で も細 か く分 けて い くと数 多 くの種 類 と な るが,お お む ね

こ れ らの 分 類 の 中 で 企 業 ご と あ る い は 事 業 所 ご との製 品 分 野 が 分 け られ て い

る よ うで あ る。

製 造 工 具 類 に つ いて は,ね じ企 業 内で 内 製 化 してい る部 分 もあ る が,一 般

的 に は工 具 メ ー カ ーか らの 購 入 が 主 体 で あ り,ね じ業 界 と は分 け て考 え られ
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て い る。

ね じの原 材 料 は コイ ル 線 材 が ほ とん どで あ り,大 手 製 鋼 メ ー カ ー で 製 造 さ

れ た コイル 母 材 を,御 練 メ ー カ ー が ね じ加 工 に供 す るよ うに仕 上 げ た もの を

ね じメ ー カ ー に納 入 して い る。 伸 線 メ ー カ ーの ね じ用 線 材 の シ ェ ア ーは極 め

て大 で あ るが,一 般 的 に ね じ業 界 とは 分 け て考 え られ て い る。

ね じ業 界 の 規 模 で あ るが,昭 和60年 の生 産 額 は約7 ,151億 円で あ り,内,輸

出 額 は 約1,108億 円 で あ る。 ね じ単 品 と して の輸 出比 率 は 少 な い よ うに思 わ

れ るが,国 内 で 消 費 さ れ るね じが 自動 車,電 気機 器 等 の 製 品 を 構 成 す る部 品

で あ り,こ れ ら製 品 の 輸 出 比 率 も考 え る とね じ業 界 も国 際 化 の 問 題 を避 け ら

れ な い。

また 前 述 のよ うに,ね じの 需 要 先 お よ び種 類 が多 岐 に渡 っ て い る こ とか ら,

多 種少 量 か っ 受 注生 産 の形 態 が 多 く,標 準 的 なね じは比 較 的 小 規 模 な 生 産 設

備 で製 造 出来 る とい う特 徴 もあ り,極 め て 小 規模 な企業 が 数 多 く存 在 して い

る業 界 で もあ る。 従 って,ね じ業 界 全体 と してみ た 場合,中 小 ・零 細 企 業 群

に よ って 構 成 され て い る業 界 で あ る と い って も過 言 で は な い 。

ね じの 販 売経 路 で あ るが,企 業 ごとおよび需要先 ご とに直接 販売 と間接販売 に

分 け られ て い る。 直売(直 接 販 売)は,ね じメ ー カ ー と最 終 ユ ーザ ーの 直 接

取 引 で あ り,自 動 車 メ ー カ ー の場 合 は この 形 態 が 主 流 で あ る。

直 売 はね じメ ー カ ー と最 終 ユ ーザ ー の 情 報 が直 結 す る訳 で あ り,製 品 設 計

段 階 にお い て ね じメ ー カ ー が 果 たす 役 割 が 大 き くな る。 また ,設 計 の指向,コ

ス トダ ウ ン対 応 等 の 中 か ら,需 要 先 の ニ ー ズ に合 った製 品 の 開 発 ,加 工方 法

の 改 善 な ど 技 術 的 な メ リ ッ ト も期 待 出 来 る。 さ らに,直 売 の最 終 ユ ー ザ ー は

ほ とん ど が大 規 模 でか っ 企 業 体 制 も整 備 さ れ てお り,ね じメ ー カ ー に と って

は量 の 拡 大 は もち ろん の こと,直 売 ユ ー ザ ーの 技術 ・品 質 ・コ ス トそ の 他 の

(参考)ね じ製造業の従業員規模別構成(4人 未満を除 く。)(昭 和56年 工業統計)

従業員規模4～9人

事 業 所 数2,307

製造品出荷額(%)16.0

10～49人50～299人300～999人

9161436

38.728.317.0
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管理 レベル に対応 す る努 力 の 中 で,経 営 戦 略 の 策定,企 業 体 質 の 強 化 等 につ な

げ てい くとい う面 を持 っ てお り,ね じメ ーカ ー に と って の メ リ ッ トは大 きい 。

ね じ商 社 を 経 由す る 販 売(間 接 販 売)は,前 述 の よ うに 需 要 先 が 多 岐 に渡

って い る た め,ね じメー カーがよ り販 売 を拡 大 しよ う とす る と き,納 入管 理 を

し切 れ な い 面 が 発 生 す る 。 この 場合,ね じ商 社 を 通 じて販 売 す る の が有 効 な

手 段 とな る。

ね じ商 社 は一 般 的 に小 口で 多 数 の 需要 先 を抱 え て い るが,特 定 の 大手 需 要

先 を持 って い る所 もあ り,ね じメ ー カ ー の直 売 以 上 に豊 富 な ユ ー ザ ー情 報 を

持 って い る場 合 が あ る。 従 って,ね じメ ー カ ー はね じ商 社 を単 な る納 入 代 理

店 と してで はな く,直 売 と同様 に貴 重 なユ ーザ ー と して 考 え て お り,ね じメ

ー カ ー ⇔ ね じ商 社 ⇔ 最 終 ユ ー ザ ー の系列 化 も強 化 され る傾 向 に あ り,販

売 拡 大 と情 報 収 集 の メ リ ッ トを 出 そ う と して い る。

② ね じ業 界 の 課 題

最 近 の 急 激かっ大幅 な 円高 は,ね じ業界 に も大 きな ダ メ ー ジを与 え てい る。

ね じ業 界 全体 と して の 輸 出 比率 は 前述 の通 りで あ るが,ね じメ ー カ ーの 中

に は ほ ぼ100%輸 出 用 ね じを生 産 してい るもの もあ る。 また,輸 出 比 率 の低 い

ね じメ ーカ ーで も最 終 ユ ーザ ーの 輸 出比 率 が高 い こ と,さ らに 海外 生 産 の 対

応 の 問題 も浮 か び 上 が って来 て お り,大 手 の ね じメ ー カ ー とい え ど も極 め て

厳 しい対 応 を迫 られ て い る。

さ らに,製 品 の 設 計 段 階 で は組 立 コス トの 低 減 や電 子 化 等 に よ り,部 品 点

数 の減 少 や ユ ニ ッ ト化 な どで ね じの使 用本 数 自体 が 少 な くな る傾 向 に あ り,

量 的 な拡 大 は望 め な い。

一 方 で は ,韓 国,台 湾,中 国 等 の中 進 国 の ね じ業 界 は急 激 に生 産 を伸 ば し

て お り,価 格 競 争 で は 日本 を追 い越 し海外 で の シ ェ ア ー を拡 大 し,日 本 の シ

ェ ア ーの縮 少 が 避 け られ な くな っ てい る。

この よ うな 中 で,ね じメ ー カ ー各 社 は生 産 コス トの 引 下 げ,新 製 品 開 発 に
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よる シェアー拡大 をめ ざ して必死の対応 を してい るが,基 本 的に小規模零細

企業群か ら成 る業 界 であ り,価 格競争が先行 し,体 制 強 化 の 伴 った対 応の

成果に は至 っていな い。また,大 手のねじメーカー といえど も,膨 大 な投資 を

要 す る新製品・ 新 技 術 開 発 に は着手 し難 く,多 くは現有設備の改善,加 工技

術の高 度化等 の範 囲で の技術開発 対応が主体で あ り,極 め て 新 規 性 の ある

製品 及 び製 造 技 術 が ね じメ ーカーの中か ら生 まれて来 るには,現 状 の業界

体制 の下で は時間がかか ると思 われ る。

さ らに,経 営管理 の近代化の面で も,OA・FA機 器 を フル に活用 したね

じ需要先大手 メーカ ーの実情 に比べ て,ね じ業界 としては極 めて遅れている

のが一般的 といわ ざ るをえ ない し,人 材を含め て これ ら全業 と肩を並べ る水

準 にはなか なか至 らないのでは ないか,む しろそ の格差 は拡大 してい くので

はないか との懸念 さえ持つ ので ある。

従 って,今 後 ね じ業界 は技術 開発 に して も企業 個々の研究 開発 は もちろん

重 要であるが同 時に,需 要先や 機械 メーカーを含 む他産業 との共 同研究体制

をつ くり,市 場 のニ ーズに合 った,新 規性 のあ る締 結 シス テムの開発 という

テーマの中で,新 素材,新 加工技術 をね じ業界 に導入 してい くことや,ね じ

業界 に合 った生産工程 のFMS化 技術 の開発 など,業 界全体として,ま た他産

業 に もメ リッ トのあ る技 術開発 を展開 してい く必 要が あ る。

また,経 営管理の近代化 の面 において も,ね じ業界 におけ るOA機 器 の有

効な活 用のための ソ フ トの共 同開発 なども,業 界 全体 と しての管 理水準 の引

上げに役立っ であろ うし,今 後拡大 してい くであ ろうネ ッ トワー ク化へ の対

応に も業界 としての素地作 りが出来,効 果 的な対 応が出来 るので はないか と

考え る。

っ ま り,零 細,小 規模 であ るがゆえ に,個 々の企業 レベルでは近年の技 術

革新 には対応 し切れ ない ことは明 らかであ り,業 界 レベルでの対 応が不可欠

であ ると思 われ,そ の体制 作 りが急 がれてい る。
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(3)ね じ業 界 の 情 報 化 対 応

前 述 の とお り,ね じ業 界 は 中小 ・零 細 企 業 が 多 く,受 発 注 を は じめ と した

事 務 処 理 の コ ン ピ ュー タ化 は,全 体 と して 相 当遅 れ て い る。 受発 注 の 形態 そ

の もの も,取 引 先 に よ って ま ち ま ちで あ り,ね じメー カ ー は各 取 引 先 に 合 わ

せ た処 理 の 仕 組 み を 用 意 す る こ と と な る。

従 って,ね じメ ー カ ーの コ ン ピュー タ シス テ ムは受 注 か ら生 産 ま で の仕 組

み だ けを み て も,随 分 と複 雑 な もの と な って しま う。

例 え ば,取 引 先A社 は あ らか じめ2～3ケ 月先 まで の 仕 入 予想 数 量 を 出

す が,確 定 オ ー ダ ー は3日 前 に カ ー ドが 出 る。 取 引 先B社 は予想 は 出 さず,

確 定 オ ー ダ ー の み ・5日前 に カ ンパ ンが 出 る。 取 引 先C社 は 当 月20日 頃 に次 月

の 納 入 日 ・数 量 が 確 定 す る。 その 他,取 引 先 メーカー,商 社 ごとにそれ ぞれ の

発 注 方 式 が あ り,ね じメ ー カ ーが これ を個 々 に 生産 対 応 して い た ので は 全 く

の 混 乱 状 態 に な って しま う訳 で あ るか ら,ね じメー カ ー側 で 独 自 の生 産 計 画

に 置 き換 え る とい う作 業 が必 要 にな って来 る。 特定の取引先 メニカーまた は 商

社 との取 引 が 大 部 分 を 占 め るね じメ ー カ ー もあ る。 この 場 合 は比 較 的 容 易 で

あ る が,大 多 数 の ね じメ ー カ ー は前 者 の形 態 で あ る。

生 産 計 画 に 置 き換 え る 場合 に も,部 品 コー ドの 問 題 が あ る。A社 か ら受 注

したX部 品 とB社 か ら受 注 したY部 品 と は全 く同一 の 部 品 で あ る 場合 が あ る。

取 引先 メーカーご とに部 品番 号 の 表 示 方 法が 異 な るた め,同 一 部 品 と して 扱 う

に は社 内 コー ドに置 き換 え る と い う作 業 を必 要 とする。 また,取 引先 メーカ ー

の 規 格 に っ い て もそ れ ぞ れ 特 徴 が あ り,標 準 的なね じ部 品で もメーカーご との

仕 様 を 満 足 す るた め に 工 具 ・材 料 ・製 造 工程 等 の 変更 を 必 要 とす る場 合 も多

い 。

っ ま り,オ ー ダー が 確 定 して 生 産 に移 る場 合 で も,色 々 な 人 的 介 入 に よ る

作 業 を 行 わ な い と ス ム ー ズな生 産 に 結 び つか な い こと に な る訳 で あ り,こ

の 作業 を コ ン ピ ュー タ 化 す る に は膨 大 な シス テ ム が必 要 と な って しま う。 あ

く まで も需 要 先 主 体 の 対 応 を 余儀 な くされ る業 界 で あ り,コ ン ピ ュ ー タを利

一49一



用 す るに して も相 当 部 分 に お い て 営 業 担 当者 や,生 産 計 画 担 当 者 が 経 験 に基

づ い て の 予 想 値 や イ ン プ ッ ト前 の デ ー タ ま とめ な どを して い か な い と ユ ンゼ

ユ一 夕 シス テ ム は機 能 しな くな って しま う。

従 って,多 くの需 要 先 を抱 え るね じメ ー カ ー と して は,安 全 対 策 と して在

庫 を 持 つ こ とを余 儀 な くされ る。 そ うす る と次 に在 庫 を 管 理 す るた め の作 業

と コ ン ピ ュー タ シス テ ム を必 要 とす る。 こ の場 合で も前 述 の よ う に,同 一 部

品 の異 品 番管 理等 に お いて 複 雑 な シス テ ム を仕 立 て 上 げ な け れ ば な らな くな

る。

これ らは ほ ん の一 例 で あ り,複 雑 さ を増 す 要 素 は ま だ 沢 山 あ るが,コ ン ピ

ュ ー タ化 は 企 業 規模 の 拡 大 と需 要 先 の増 大 に 伴 っ て 不 可 欠 の も の で あ り,

よ り効 率 的 な シス テ ム の構 築 に よ って 端 末 作 業 の 効 率 化 を図 らな け れ ば な ら

な くな って い る。

現 在 コ ン ピュー タ処 理 を して い る企 業 は コ ン ピ ュ ー タ抜 きで は企 業 活 動 が

成 り立 た な い程 に 業 務 の 中 に浸 透 し てい る と思 うが,そ の シス テ ム は,あ く

まで も自社 内 で の共 有 を原 則 と して お り,ネ ッ トワ ー ク化 を前 提 と して い な

い の が一 般 的 で あ ろ うと考 え る。 ね じメ ー カ ー だ けで な く,多 くの 需 要 先 を

持 つ 企 業 と して は,近 年 の ネ ッ トワー ク化 の 進 展 に は 大 い に 期 待 す る もの が

あ る。

それ は,よ り多 くの 需 要 先 と コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワー クを 持 つ こ と に よ り,

例 えば 受 注 情 報 を オ ン ラ イ ン化 出 来 れ ば,よ り早 い タ イ ミン グで 正 確 な生 産

計 画 に結 びつ け るこ とが 可 能 と な る はず で あ り,多 くの メ リ ッ トを 生 む と考

え られ るか らであ る。 もっと も,前 述 した 生産 工 程 の 合 理化 等 も同 時 に進 ん で

い く必 要 が あ るが,ネ ッ トワー ク化 を上 手 に利 用 す れ ば,ね じ業 界 と して も

経 営 管 理 の 近 代 化 に結 び つ く要 素 を 持 って い る と考 え る。

その ため に も,産 業 界 全 体 の 課 題 と して,ネ ッ トワー ク拡 大 の 前 提 条 件 と

な る ビジ ネ ス プ ロ トコ ル の共 通 化 ・標 準 化 が 強 く望 ま れ る。 さ らに,需 要 先

大 手 メ ー カ ー にお い て も,そ れ ぞ れ の 業 界 ごとに通信手 順,フ ォーマ ッ トの 共
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通 化 や,出 来 得 れ ば業 界 共 通 の 部 品 コ ー ドの 設 定 など を 検 討 して も ら うよ う

要 望 した い。

(4)ま と め

ね じ業界 は,中 小 ・零 細 企 業 で 構 成 さ れて い る業 界 で あ り,増 々厳 しくな

る マー ケ ッ トの 中 で 厳 しい競 争 を余 儀 な くされ て い るが,ね じ業 界 が 日本 の

産 業 全 体 の 中 で果 た す べ き役 割 を考 え た とき,よ り良 い 組 立,締 結 シス テ ム

の供 給 を通 じて 産 業 の発 展 に貢 献 して い く責 任 が あ る。 こ の こ とを 考 え る と

競 争 の 中 に も協 同 す べ き テ ー マ は 多 くあ るの で は ない か と考 え る。 なか で も,

新 技 術 開 発へ の取 り組 み と,経 営 管 理 の近 代 化 は2本 の 柱 と して ね じ業界 全

体 で 取 り組 む べ きテ ー マで あ る。

新 技 術 開 発 の協 同 体 制 作 りは,需 要 先 の ニ ー ズ と協 力 に よ っ て は実 現 す る

可 能 性 は大 で あ るが,経 営管 理 の 近 代 化 はね じ業界 自身 の 課 題 で あ り,困 難

で あ っ て も取 り組 ん で いか な け れ ば な らない。 そ の た め に は,生 産 管 理 シ ス

テ ムや,情 報 処 理 手 順 な どに っ い て ね じメ ー カ ー 同 士 の 情 報 交 換 を 行 い,

業 界 全 体 で効 率 的 な シス テ ムの共 同 研 究 を して い く こ とな ど も有 効 で あ ろ う。

さ らに,ね じメ ー カ ー,ね じ商 社,需 要 先 メー カ ー の 協 力 に よ る ネ ッ トワー

クの 拡 大 と,取 引 シス テ ムの 共 通 化 な どが 推 進 出来 る な らば,ね じ業界 と企

業 個 々 に と って大 変 喜 ば しい こ とで あ る。

い つ れ に して も,業 界 内,業 界 間 の ネ ッ トワ ー ク化 は,今 後 の必 須 の課 題

で あ り,ビ ジネ ス プ ロ トコル の 共 通 化 抜 きで は進 展 しな い。 した が って,産

業 政策 と して 取 り組 む べ き大 き な テ ー マ で あ るの で,全 業 界 が協 力 して,具

体 的か っ 真剣 な 取 り組 み を して い くこ とを期 待 した い。

一51一



1.3.製 造 業 界 の情 報 化 と課 題

前 節で 報 告 した よ う に,業 種 に よ り程 度 の差 は あ る もの の,製 造 業 界 の ネ ッ

トワー ク化 は,今 後 の 重 要 な課 題 に な って い る。 ネ ッ トワ ー ク化 を ス ム ーズ に

進 め るた め に は,流 通 業 界 の 例 を参 考 にす る限 り,共 通 ビジ ネス プ ロ トコル の

存 在 が欠 か せ ない が,製 造業 界 で は極 く一 部 を除 い て,ま だ 確 立 して い な い こ

とを 既 に述 べ た 。 共 通 ビジネ ス プ ロ トコル さえ あ れ ば ∴必 ず ネ ッ トワ ー ク化 が

ス ム ーズ に 進 む と い う程,現 実 は単 純 で は な いが,有 る と無 しで はネ ッ トワ ー

ク化 の進 展 にか な りの差 が 出 る こ と も,ま た 事 実 で あ る 。

以上 を考 慮 す れ ば,製 造 業 界 の ネ ッ トワ ー ク化 を タ ー ゲ ッ トと した,ビ ジ ネ

ス プ ロ トコル の共 通 化 を検 討 しよ う とす るの は,極 く自然 な成 り行 きで あ る。

問題 に な るの は,一 口 に ビ ジネ ス プ ロ トコル の 共 通 化 と言 って も,検 討 す べ

き項 目が非 常 に 多 い こ と で あ る。 ビジ ネス プ ロ トコ ルの 要 素 は,

① コー ド(デ ー タ コー ド)

② メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ ト

③ メ ッセ ー ジ ・コ ン トロ ール'

で あ るが,コ ー ドー つ を取 り上 げて 見 て も数 十 種類 あ り,か つ 目的 別(例 え ば,

受 発 注 な ど の取 引用,デ ー タ ベ ー ス用 な ど)に 存 在 す る。 そ こで,ど の テ ー マ

を優 先 的 に取 り上 げ て 検 討 を 行 うべ きか に つ い て は,一 考 を 要 す る。

我 々 は,「 受 発 注 な どの 取 引 を 目 的 と した製 造 業 界 の 共 通 製 品 コ ー ド」 を今

回 の 検 討 テ ー マ と した が,本 節 で そ こへ 至 る過程 を述 べ る こ とにす る。

1.3.1業 界 の 一 般 的 対 応 の 方 向

(1}製 造 業 界 にお け るネ ッ トワ ー ク化 ニ ー ズ

製 造 業 界 の ネ ッ トワ ーク 化 ニ ーズ は,大 企業 を 中心 に増 加 して い る。 大 企

業 は 取 引 量 が 多 く,そ れ だ けネ ッ トワー ク化 の メ リ ッ トが 大 き い と い う原 因

が 考 え られ る。

業 種 別 に 見 る とい くつ か 特徴 が 見 られ る。 部 品 工 業 が 発 達 した業 界(す な
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わ ち分業 化 の 進 ん だ業 界)程,ネ ッ トワー ク化 ニ ーズ が 大 き く,一 方,下 請

生 産方 式 が 守 られ て い る業界 で は,大 企 業 と特 定 系列 下 請 企業 を結 ぶ ・ オ ン

ラ イ ン化 の ニ ー ズの 方 が 強 い 。

例 え ば,電 子 機 械 業 界で は部 品工 業 が非 常 に発 達 して お り・一 般 に系 列 的

企 業 関 係 が 希 薄 で あ り,実 際 にネ ッ トワ ー ク化 ニ ーズ が大 きい。 一 方,金 型

製 造 な ど の業 界 で は,金 型 製 造 受注 会 社(営 業 と設 計 を 行 うケ ース が 多 い)

と指 定 製 造 引 受会 社 と の間 の オ ンラ イ ン化 の ニ ー ズが 大 き く,系 列 外 と の結

合 が志 向 され る こ と は,一 般 に少 ない 。

製 造 業 界 の 最 下 流 を ア セ ンブ リー ・メ ーカ ーで あ る とす る と,下 流 程,ネ

ッ トワー ク化 ニ ーズ が 大 き く,上 流 に 向 か うに つ れ,ネ ッ トワー ク化 ニ ーズ が

減 少 す る傾 向 が 見 られ る。但 し,上 流 に位 置す る素 材産 業 で は,総 合 商 社 が そ

の取 引 に 大 き く関与 して お り,総 合 商社 と関 係 す る部 分 に お い て,ネ ッ トワ

ー ク化 ニ ー ズが 大 き くな って い る。 総合 商 社 と一 般 製 造 業 とで は,系 列 関 係

が 希 薄 で あ る の が,そ の 原 因 で は ない か と思 わ れ る。

② 業 務 面 か ら見 た ネ ッ トワー ク化 ニ ー ズ

現在 稼 動 中 の 企 業 間 オ ン ライ ンに お け る業 務 を 分析 す る と,著 しい特 徴 が

見 られ る。 お お よ そ8割 程度 は,受 発 注 に 関連 した取 引 業 務 で あ り,残 り2

割 が 電子 メ ー ル,オ ン ライ ン ・デ ー タベ ース,FMSな どの その 他 の 業 務 で

あ る とい う。 金 融 関 係 の 決 済 に関 連 す る業務 も取 引関 連 業 務 だ とす れ ば,9

割 程 度 を 占 め る こ と に なろ う。

これ を裏 付 け るか の よ うに,前 節 で も,取 引 業 務 の ネ ッ トワ ー ク化 ニ ー ズ

の大 きい こ とが,各 業 界 か ら報 告 され て い る。

(3)需 要 家 と供 給 者

製 造 業 界 の一 般 的 傾 向 と して,供 給 側 の方 が ネ ッ トワー ク化 ニ ー ズ が 大 き

い と言 わ れ る。供 給 側 の大 き な 目標 の一 つ に,販 売 ル ー トの拡 大 が あ るが,
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ネ ッ トワ ーク化 は販 売 ル ー トの拡 大 に っ なが ると され て い るか らで あ る。 し

か しな が ら,取 引 の た め の ネ ッ トワ ー ク は,需 要 家 と供 給 者 の 間 で 意 味 を持

つ シス テ ムな ので,需 要 家 の ネ ッ トワ ー ク化 ニ ー ズ が 増 大 しな けれ ば,成 立

しな い 。

この 場 合 の需 要 家 と い うの は,製 造 業 の 中 の 資 材 調 達 部 門(資 材 部,工 場

購買 な ど)で あ り,供 給 者 と い うの は,同 じ製 造 業 の 中 の 営業 部 門 で あ る。

従 っ て,製 造 業界 で は,一 つ の企 業 が,需 要 家 と供 給 者 の 二 つ の 顔 を持 つ こ

と にな る。

同 一 の企 業 で あ っ て も,供 給 者 の 立 場 の 時 は ネ ッ トワー ク化 に熱 心 で あ り,

需 要 家 の立 場 の 時 はネ ッ トワー ク化 に興 味 を示 さ な い とい う ケ ー ス が,従 来

は よ く見 られ た もの で あ る。 前 節 の 報 告 で も示 さ れ て い る よ うに,最 近 これ

らの状 況 に変 化 が 出 て き た。 それ は,資 材 調 達 部 門 で もネ ッ トワー ク化 ニ ー

ズ が 大 き くな っ て き た こ とで あ る。 企 業 内 に お け る シス テ ム化 の 波 が,資 材

調 達 部 門 に も及 ん で き た とい うこ と がで きる。

需 要 家,供 給 者 と もに ニ ー ズが 増 大 した こと か ら,製 造 業 界 に お け る取 引

ネ ッ トワ ー クの 構 築 が 現実 的 に な って きた と考 え られ る。 既 に,い くつ か の

業 種 で は,ネ ッ トワ ー ク化 が 緊 急 課 題 に な って お り,そ の 他 の 多 くの 業 種 で

も近 未 来 の課 題 と して認 識 さ れて い る。 各 企 業 と も,社 内 シス テム の 延 長 上

に企 業 間 ネ ッ トワー ク を位 置 付 け る よ うに な って お り,社 内 シス テ ム と企 業

間 シス テ ム を有 機 的 に結 び付 け,全 体 と して イ ンテ グ レー トした総 合 シス テ

ム を 目標 と して い る こ とが,最 近 の傾 向 と して把 握 で き る。

1.3.2情 報 化 の 問 題 点

(1)企 業 戦略

製 造 業界 の取 引 ネ ッ トワ ー ク は,需 要家 と供 給 者 を結 ぶ 垂 直 型 に近 い ネ ッ

トワー ク で あ る。 需 要 家 ・供 給 者 ど もに,社 内 シス テ ム の延 長 上 に,こ の 企

業 間 ネ ッ トワー クを位 置 付 け て い るわ けで あ るが,需 要 家 の 資 材 調 達 部 門 と
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供 給 者 の 営 業 部 門 の 考 え るネ ッ トワ ー クの 内容 は 当然 異 な る。 その 結 果,こ

の ネ ッ トワ ー クの 構 築 は しば しば 難 航す る。

ネ ッ トワー ク化 が 企 業 戦 略 の 一環 と して 組 み込 ま れ た 場 合,こ の 軋 礫 は最

大 に なる 。 需 要 家 の 資 材 調 達 の効 率 化(一 括 管 理 を 含 む)と,供 給 者 の マ ー

ケ テ ィ ン グの 拡 大 に は,基 本 的 な 相違 点 が あ り,両 者 を 一 緒 に した戦略 的 ネ

ッ トワー クを 構 築 す る こ とは で きな いか らで あ る。

この こと は,ビ ジネ ス プ ロ トコル を分 析 す れ ば,明 解 に な る。 例 え ば,資

材 調 達 部 門 で は,資 材 調 達 に適 した製 品 コ ー ド(社 内 コー ド)が,ネ ッ トワ

ーク上 を流 れ る こ とを 望 む で あ ろ う し,一 方 営 業 部 門 で は,営 業 に適 した製

品 コー ドが,ネ ッ トワ ー ク上 を 流 れ る こ とを 望 む で あ ろ う。 当然,両 者 の 製

品 コ ー ド体 系 は 一 致 しな い の で,こ の ま ま で は情 報 交 換 はで き ない。 製 品 コ

ー ドに 限 らず 他 の あ らゆ る項 目 につ い て も言 え る こ とで あ る。

(2)イ ンフ ラス トラ クチ ャ ー と しての ネ ッ トワ ー ク

こ れか ら考 え てい く ネ ッ トワ ー ク と は,特 定 の 企 業 の戦 略 を優 先 した ネ ッ

トワー ク で は な く,参 加 各 企 業 に対 して 中 立 的 な ネ ッ トワ ー クで あ る。 前 者

の ネ ッ トワー クは,必 然 的 に図1-11の よ うな形 態 に な り,系 列企 業 及 び親

戚 的企 業以 外 は 参 加 で きな い か らで あ る。 逆 に,図1-11の ネ ッ トワ ー ク に

参 加 す るの は,と り もな お さず,頂 点 に位 置す る企 業 の系 列 に な る こ とを 意

味 す る。 これ で は,系 列 外 の 企 業 の参 加 は無 理 で あ る。

一 方 ,中 立 的 ネ ッ トワ ー クは,図1-12の よ う な形 態 に な り,特 定 の企 業

の利 益 を優 先 す る こ と な く,全 参 加 企 業 を公 平 に扱 う。 従 って,す べ て の 企

業 が参 加 で き る こ とに な る。 そ の かわ り,ど の 参 加 企 業 に と って も,多 少 使

い勝 手 が 悪 くな って い る が,止 む を 得 な い ことで あ る。

この 中立 的 ネ ッ トワ ー クで は,ビ ジネ ス プ ロ トコル も中 立 的 で あ る。 中 立

的 とい う こ とを 現 実 的 に解 釈 す る と,ど の 参加 企 業 との 社 内の ビ ジネ ス プ ロ

トコル(以 下,社 内 ビ ジプ ロ と略 す)と も異 な って い る こ とに な る。

一55一



需要家

(親 企業)

素 材

メーカー

加 工

メーカー

品
チ
部
テ

その 他

下 請

メーカー

図1-11 大 企 業 を 中心 とす る集 中型 ネ ッ トワーク

(垂 直 ネ ッ トワー ク)

需 要家

A

需要家
B

需要家
n

共 用 ネ ッ トワ ー ク

供給者
A

供給者
m

供給者
B

図1-12横 型 共 用 ネ ッ トワ ー ク
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そ の 理 由 は以 下 の とお りで あ る。

現 在,数 あ る企 業 の社 内 ビ ジプ ロは,す べて異 な って お り,中 立 的 ネ ッ トワ

ー クの ビ ジネ ス プ ロ トコル を あ る特 定 の企 業 の 社 内 ビジ プ ロ に一 致 させ る こ

と は,そ の企 業 だ け が有 利 に な り,不 公 平 に な る。 従 っ て,ど の企 業 の 社 内

ビ ジプ ロ と も一 致 しな い 中 立 的 ビ ジネ ス プ ロ トコルが 必 要 に な る。

す な わ ち,中 立 的 ネ ッ トワ ー ク とは共 用 ネ ッ トワー クで あ り,中 立 的 ビ ジ

ネ ス プ ロ トコ ル が必 要 で あ る。

(3)中 立 的 ビジネ ス プ ロ トコル の 問題

ビ ジネ ス プ ロ トコル が 中 立 とは,具 体的 に は,社 内 ビ ジプ ロ と は異 な る と

い う こと で あ り,い わ ば,第3の ビジネ ス プ ロ トコル と い う こ とで あ る。 こ

こ で 問題 に な るの は,第3の ビ ジ ネス プ ロ トコ ル をい か に確 立 してい くか と

い う こ とに な る。

第3の ビジ ネ ス プ ロ トコル は,ネ ッ トワ ー ク上 で必 要 な機 能 を 満 たす リー

ズ ナブル な取 り決 めで なけれは な らない し,ネ ッ トワー ク 参 加 企 業 が皆 支 持 で

き る共 通 性 が な け れ ば な らない 。 す な わ ち,共 通 ビジ ネス プ ロ トコルで あ る。

完 全 で は ない か もしれ な い が 既 に共 通 ビ ジネ ス プ ロ トコル を 構築 して い る流

通 業 界 か ら指 摘 され る まで もな く,こ の問 題 が か な り の難 題 で あ る こ とが,

理 解 で き る。

ち なみ に,流 通 業 界 で は,JANコ ー ド(共 通 商品 コ ー ド)の 普 及 に10年,

J手 順 の 普 及 で も5年 以 上 を要 して い る。 しか しこれ らが存 在 しな い 限 り,

中 立 的 ネ ッ トワ ー クの 構築 は絶 望 的 で あ り,将 来 の成熟 した ネ ッ トワー ク化

時 代 を迎 え るた め に,ど う して も,製 造 業 界 の 共 通 ビジネ ス プ ロ トコル を 構

築 しな けれ ば な らな い だ ろ う。

1.3.3社 会 的 イ ン フ ラ と して 整 備 す べ き項 目

(1)ネ ッ トワー ク 化 の た め に整 備 が必 要 な項 目
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製 造 業界 の 情 報 化 の 方 向 が,中 立 的 企業 間 ネ ッ トワ ー ク の構 築 とい う前 提

に立 て ば,以 下 の基 本 的 項 目 の整 備 を しな け れ ば な ら な い。 ・

① メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング の た め の プ ロ トコル

ネ ッ トワ ー ク を用 い て デ ー タ交 換 を 行 うた めに は,ハ ー ドウェ ア ・ソ フ

トウ ェ アを 含 む 基本 的 な器 と して の プ ロ トコル(取 り決 め)が 必 要 に な る。

これ にっ いて は,OSI概 念 に基 づ い た新 しい 国 際 標 準 プ ロ トコ ルの 策

定 が 進 め られ て い る。 そ の成 果 が期 待 され る。

② 製 造 業 界 の た め の共 通 ビジ ネ ス プ ロ トコル

器(ネ ッ トワー ク シス テ ム)の 整 備 と並 行 して整 備 しな けれ ば な らな い

重 要 な項 目が,共 通 ビジネ ス プ ロ トコ ル で あ り,以 下 の三 つ の 要 素 を含 ん

で い る。

・各 種 コ ー ド(デ ー タ コ ー ド)

・各 種 フ ォ ー マ ッ ト(メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ ト)

・メ ッ セ ー ジ ・コ ン トロ ール(メ ッセ ー ジ交 換 手順)

当調 査 研 究 は,② の 課題 解 決 を 目指 した検 討 で あ るが,そ の 範 囲 は非 常 に

広 く,一 つ ず っ 地 道 に ア プ ロ ーチ す る のが 妥 当 と思 わ れ る。 そ の た め,優 先

検 討 課題 を把 握 す る必 要 が あ るが,そ の 前 に,共 通 ビ ジネ ス プ ロ トコル 全 体

を も う少 し詳 細 に 分 析 してみ る。

② 製 造 業 界 共 通 ビジネ ス プ ロ トコル

製 造 業 界 は,い くっ か の業 種 に分 類 で き る。 例 え ば,鉄 鋼 業 界,化 学 業 界,

電 機 業 界,自 動 車 業 界,繊 維 業 界 … …etcな どの よ う に分 類 す る。 そ して,

各 業 種 に適 した 共 通 ビ ジネ ス プ ロ トコル を構 築 して い くと い うア プ ロ ー チが

あ った 。

この ア プ ロ ー チ は,ビ ジネ ス プ ロ トコ ル を構 築 しよ う とす る局 面 で は確 か

に現 実 的 で あ る。 しか しなが ら,実 運 用 を考 え る と,少 々 問 題 が あ る。 多 くの

取 引 は,同 一 業 種 内 で 行 われ るの で は な く,業 種 間 で行 わ れ る。 例 え ば,鉄
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や 化 学 品 な どの 素材 は,最 終 的 に,電 機 ・自動 車 ・繊 維(ア パ レル)な ど の

業 界 に流 れ る。 す なわ ち,製 造 業 界 の 取 引 は本 質 的 に,業 種 間 の垂 直 的 取 引

で あ る。

従 って,運 用 面 か ら ア プ ロ ーチ す れ ば,業 種 間 で 共通 な ビジ ネ ス プ ロ トコ

ル が 必要 で あ り,こ れ を最 大 限 に 拡 大 す る と,製 造 業界 で 共 通 な ビジネ ス プ

ロ トコル が 必 要 に な る。 但 し,そ の 分 だ け,構 築 へ の アプ ロ ー チ が 難 し くな

る 嫌 い が あ るが,実 用 化 を 目標 に した検 討 であ れ ば,敢 えて困 難 な課題 に挑

戦 す る必 要 が あ る と考 え る。

(3)ビ ジネ スプ ロ トコル 各 要 素 に お け る検 討 課 題

前 述 した よ うに,ビ ジネ ス プ ロ トコ ル に は,① コ ー ド,② メ ッセ ー ジ ・フ

ォ ー マ ッ ト,③ メ ッセ ー ジ ・コ ン トロール の 三 つ が あ る。 それ ぞ れ の 要 素

に つ い て説 明 す る と次 の よ うに な る。

① コ ー ド

取 引 に関 す る デ ー タ交 換 に用 い る メ ッセ ー ジ内 の 多 くの 項 目 は,通 常,

コ ー ド化 さ れて い る。 項 目の 種 類 は,こ れ まで の調 査 結 果 か らは,各 業 種

と も50項 目程 度 で あ る。 表1-11及 び表1-12に,そ の例 を 示 す 。

そ して各 業 種 に共 通 す る項 目が 十 数 項 目程 度 あ る。 そ の 中 で経 験 的 に最

も共 通化 が難 しい と いわ れ る コ ー ドが,

・製 造 業 共 通 製 品 コー ド

・共 通 取 引 先 コ ー ド

で あ る。 一 方,も っ と も強 く共 通 化 が 要 望 され て い るの も,こ れ らの コー

ド化 であ る。

② メ ッセ ー ジ ・フォ ー マ ッ ト

コ ー ド化 され た項 目 は,あ る一 定 の ル ール(取 り決 め)に 基 づ い て並 べ

て,メ ッセ ー ジを作 成 す る。 この ル ール が,フ ォ ーマ ッ トに関 す る ビジネ

ス プ ロ トコルで あ る 。

一59一



表1-11 鉄 鋼業界の取引にお けるデータ項 目

57項 目と標準化 レベル一 覧表
(注)'△ 印'は 最大桁だけ統一 したもの

㎞ 項 目 名
{A)
項目名の
標 準 化

{副
桁 ρ
標 準 化

に[
コー ドの

標 準 化

〔D)
略 号 の
標 準 化

旧
H・Bの
規 制 力

(F}
帳票設定
の規制力

{Gl
請 求 所
設定項目

Nα 項 目 名
{A}項
目名の
標 準 化

(Bl
桁 の
標 準 化

〔C}
コー ドの

標 準 化

〔Dl
略 号 の
標 準 化

(E)

H・Bの
規 制 力

(F】
帳票設定
の規制力

{G}
請 求 所
設定項目

1 メ ー カ ー ○ ・ ○ ○ ○ ○ ○ 30 溶 接 個 所 ○ ○ ○ ○

2 注 文 者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 塗 油 ○ ○ ○

3 注 文 者 店 部 課
'

○ ○ ○ ○ ○ 32 鞄(コ イ鮎 麟 旨定 ○ ○ ○

4 注 文 者 照 合 番 号 ○ ○ ○ ○ ○ 33 マ ー ジ ン ○ ○ ○ ○製 ○

5 作 成 年 月 日 ○ ○ ○ ○ 34 目 付 量 ○ △ ○ ○

6 契 約 番 号 ○ △ ○ ○ 35 前 処 理 ○ ○ ○

7 受 渡 条 件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36 非 破 壊 検 査 方 法 ○ ○ ○

8 検査証明書種別 ・部数 ○ ○ ○ ○ ○ 37 水 圧 テ ス ト ○ ○ ○

9 機械試験値表示単位 ○ ○ ○ ○ 38 別 途 加 減 料 ○ △ ○禦 ○

10 検 査 機 関 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39 用 途 ○ ○ ○ ○

11 決 済 条 件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 需 要 家 ○ △ ○ ○ ○

12 口 銭 ○ △ ○ ○ ○ ○ 41 二 次 店 ○ △ ○

13 ベ ー ス'単 価 ○ △ ○ 42 最 終 需 要 家 ○ △ ○

14 工 場 ○ △ ○ ○ 43 府 県 ○ ○ ○ ○ ○

15 引 合 番 号 ○ △ ○ 44 受 渡 場 所 ・ 住 所 ○ △ ○ ○ ○

16 受 渡 重 量 内 容 ○ ○ O ○ ○盟 45 指 定 経 由 地 ○ △ ○ ○

17 受 渡 許 容 ○ ○ ○ ○製 46 船 番 ○ ○ ○

18 行 番 ○ △ ○ ○ 47 積 出 港 ○ △ ○ ○

19 等 級 ○ △ ○ 48 Importer ○ △ ○

20 単 重 ○ △ ○製 ○ 49 Customer ○ △ ○

21 員 数 確 保 ○ ○ ○ 50 揚 港 ・最 終 仕 向 国 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 員 数 ○ △ ○ ○ ○糟 ○ 5ユ 単 価 建 ○ ○ ○ ○ ○

23 重 量 ○ △ ○ ○ ○ 52 分 割 船 積 可 否 ○ ○ ○ ○ ○

24 納 期 ○ △ ○ 53 現 品 重 量 表 示 ○ ○ ○ ○

25 販 売 単 価 ○ △ ○ ○酬 ○ ○ 54検 麓 明§1,稠 嶽 ○ ○ ○ ○ ○

26 金 額 ○ △ ○ 55 タ ッ グ ・ス テ ッ カ ー ○ ○ ○ ○

27 用 途 加 工 条 件 ○ △ ○ 56 オ フ ゲ ー ジ ○ ○ ○ ○ ○

28 シ ョ ッ ト 塗 料 ○ △ ○ 57 フ ィ ッ シ ュ テ ー ル ○ ○ ○ ○

29 コ イ ル 内 外 径 ○ ○ ○ ○ | 57 5?.32 33 3 41 33 20

 

ー

Φ
O
－

句



表1-12石 油 化 学 業 界 の取 引 に お け るデ ー タ項 目

(そ の1)

●

・

項 目 名 内 容 説 明

1メ ー カ ー

1-1メ ーカー,事 業 所 ・部 課

受 注 者(メ ーカー)の 法 人

受 注 者(メ ーカー)の 事 業 所(店)組 織

2注 文 者

2-1注 文 者 事 業所 ・部 課

得意先 の法人(相 手 先)

得意先 の事 業所(店)組 織

3契 約番号 得意先との継続売買契約番号

4注 文番号 注文告の注文照合番号

5受 注番号 受注者 の受 注照 合,出 荷指図番号

6品 目 グ ル ー プ

6-1品 名

6-2規 格(グ レ ー ド)

6-3等 級(判 定)

品名識別(製 品分野)

売買 す る製 品名

製品 の規格 グ レー ド配合,色

規格,グ レー ドでは定 ま らない価格 要因

7需 要家

7-1需 要 家事業所 ・部課

7-2需 要家注文番号

ユ ー ザ ー の 法人

ユ ー ザ ー の事 業所 組織

ユ ー ザ ー の 注 文 ,納 入 照 合 番 号

82次 店

8-12次 店 事 業 所 ・部 課

得意 先の下店法人

2次 店事業所 ・部課

9納 入 先

9-1受 渡 条 件

9-2受 渡 場 所 ・住 所

納 入先,荷 受人

物品受渡条件
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(そ の2)

1

項 目 名 内 容 説 明
▼

▼

否1

10希 望納 入 年 月 日時

10-1納 期年 月 日時

得 意 先 希 望 納 期

メ ー カ ー,受 注,納 期

11決 済 条 件 締 切 日

11-1決 済 条 件 決 済 日

11-2決 済 条 件 手 段

11-3手 形 サ イ ト

出荷 日,検 収 日による決済締切 日

決 済 日

手 形,現 金等 の種別

手形 サイ ト

12販 売 単 価

12-1単 価 単 位

12-2単 価 区 分

単位 当 りの売価 格

売価格数量 単位(建 値単位)

正単価,仮 単価の区分

13口 銭 区 分

13-1口 銭 単 価

内 ・外 口銭 の 区 分,%,円 の 区分

単 価 単位 の 口銭 また は%

14販 売 数 量

14-1販 売 個 数(員 数)

単価単位に対応する数量

単価単位が重量等で個数が必要等

15荷 姿 袋,ボ ンベ等 の種別容量等

16販 売金額 販売単 価 ×販売数量 メーカー売上金額

17口 銭 販売手数料

18請 求金額 販 売 金 額 一 口銭 メ ー カ ー売 掛 金 額

19出 荷 年 月 日 メ ー カ ー 出荷 年 月 日

20請 求 年 月 日 メ ー カ ー売 掛 計 上 年 月 日

21出 荷 請 求 番 号

21-1出 荷 請 求 番号 行 番

メ ー カ ー 出荷 番 号(出 荷 指 図 番 号)

多 件,分 納 の 枝 番
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(そ の3)

項 目 名 内 容 説 明

22入 出荷場所 出荷 ・輸送指 図先(倉 庫,輸 送 相手先)

23入 出荷原因

24出 荷 指図数量

24-1出 荷指図個数

25出 荷 指 図 ロ ッ ト番 号 ロ ッ ト指 定 出荷

26出 荷 指図指定年 月 日時

27輸 送 手段

27-1輸 送 車 種

27-2輸 送 車 ナ ンバ ー

27-3距 離 程

27-4輸 送 業 者

トラ ック,船,貨 車等 の別

車 種

車両 ナ ンバ ー,船 名

運賃計算 算定距離

倉 庫 と輸送 が別契約

28輸 送 契約 番号 運賃契約番号

29倉 庫契約 番号 入 出庫,保 管料契約番号

30作 業 契約番号

31物 流数量 入 出庫数量 と異 なる物流 費用数 量

32物 流 費 区 分

32-1物 流 費 金 額

32-2物 流 割 増 区 分

運賃,入 出庫,保 管作 業区分

物流費区分 に対す る金額

夜間 ・休 日等 の割増区 分

33発 注 コ メ ン ト 発 注 者 コ メ ン ト

34入 出荷 指 図 コ メ ン ト 入 出荷 指 図 者 コメ ン ト

35入 出荷 報 告 コ メ ン ト 入 出 荷 報 告 者 コ メ ン ト

36国 内輸 出区分

以下省略
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フォ ー マ ッ トの 種 類 が 現 在 ど れ くらい あ るか,ま た ,逆 に どれ くらい必 要

か は,は っ き り して い ない 。 こ れ ま で の調 査 結 果 か ら,一 種 類 の業 務 に っ

き,数 種 必 要 だ とい うこ とが 分 って い る。 共 用 ネ ッ トワ ー ク に ど れ だ け の

業 務 を載 せ る か に よ って,必 要 な種 類 が違 って くる。 例 え ば,J手 順 で は

約10種 の フ ォ ー マ ッ トが あ り,全 銀手 順 で は約30種 の フ ォ ーマ ッ トが あ る。

製 造 業 で 必 要 な フ ォ ー マ ッ トの種 類 に つ いて は,今 後 業 務 面 か らの調 査

を進 め る必 要 が あ ろ う。

③ メ ッセ ー ジ ・コ ン トロール

ー 定 の ル ール に従 っ て作 成 され た メ ッセ ー ジ(複 数)は ,も う一 つ の一

定 の ル ー ル に従 った 順 序 で,相 手 方 に 送 る。 この も う一 つ の 一 定 の ル ール

(取 り決 め)が メ ッセ ー ジ ・コ ン トロー ル で あ る。

このル ー ル は大 き く二 つ に 分類 され る。 それ は,フ ァイ ル 転 送 型 と トラ

ンザ ク シ ョン型(リ アル タ イ ム)で あ る。J手1順,全 銀 手 順 は フ ァイル 転

送 型 に属 し,B改 手 順 は,ト ラ ンザ ク シ ョン型 に属 す 。

メ ッセ ー ジ ・コ ン トロ ール は,セ キ ュ リテ ィ ー対 策 と密 接 に関 連 して い

るた め,か な り重 要 な取 り決 め で あ る。 この取 り決 め は,メ ッセ ー ジを送

る時 の時 間軸 上 の 取 り決 め で もあ り,あ らか じめ 定 め られ た時 間 軸 上 の順

序 を逸 脱 して い るか ど うか で,重 大 な セ キ ュ リテ ィ ー上 の 事 故 が 発 生 した

か ど うか を判 定 す る か らで あ る。

な お,産 業 情 報 化 推 進 セ ンタ ーで は,こ の課 題 に つ いて 別 途 検 討 を行 っ

て い る。
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1.4課 題解決へ 向 けて

(1}情 報処理環境 に向 けて変わ るパ ラダイ ム

情報処理が企業 活動 の重要 な位置 を占めて い る今 日,製 品業 を中心 と した

物 流 に於て も従 来 とは異 なる新 た な視点 が定着 しっっあるように思われ る。

大量生産 を中心 と した従来 の生産材に対 して,今 日は多様化す る物材 に情

報 を付随 させ なければ流通が達せ られな くな りっつある。即ち,「 物材 中心

の移動か ら情報 を付 随 させ る流通 」への変化で あ り,物 材中心か らサービス ・

情報 を中心 とす る産業 構造の変化 と相通 ず るもの であ る。

流通形態 に関 して も,従 来は生産 者か ら消費者 ・加 工者に向 けた ものが 中

心 であ ったの に対 し,今 日の流通 は製造 業者の 間で多様に行われて いる。

即 ち 「従来の流通 が定形的な事 業者間で行 われ る場合が支配的であ ったのに

対 し,今 日はプ ロセスのみを共 通化 し,多 様化 に応え るよ うな流通」へ と変

化 して きてい る。

これ ら一 例 の中に もパ ラダイムの変化を想像 させ る所があ り,こ れ らは共 に

今 日の流通が情報 処理手 段の介在 に より

・ 情報

● プロセス

を中心 とす る ものに重心 を移 して い くことを うかがわせ る もので ある。

② アプ ローチの多様性

従来の よ うに流通 を効率化す ることを 目的 に,情 報処理 を援用 してい くの

は一 つ の発想で あろ う。確か に従来 の矛盾や非 能率 さが情報処理 の活用 によ

り解消 される事 例 は多 い。 しか し今 日構想す る もので ある以上,さ らに発 想

を進展 させ,将 来 の変化 を先取 り した課題 を設 定 し,こ れに解 を与え るよ う

心掛 けるべ きで あろ う。

方式 の国際標準 化が達成 しつつ あるOSI(開 放型 システム相互 間接 続)

が情報処理業 ・通信機器製造業の まとま りを得て,実 装仕様 を開発 し,こ れ
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に基 づ い て シス テ ム間 の 相 互接 続 性(イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィ)を 確 保 して

い く試 み は確 か に有 力 な ア プ ロ ーチ で あ る。 シス テ ム 間通 信 め実 現 を容 易 と

す るの は 今 日の 事業 に と っ て必 須 の 要 件 で あ り,こ の ア プ ロー チ に よ り解 決

で き る要 素 も多 い。 しか し,こ れ に よ り全 ての 困難 が 解 消 され る もの で はな

く,ま た将来 の課題 の全 て に応 え る もの で もな い。 即 ち,業 務 の相 互 接 続 は単

に通 信 の解 決 だ けで は 達 成 さ れ な い。 「情 報 が 付 随 す る業 務 」に対 して,「 プ

ロセ ス を 共 通 化 す る こ と に よ り業 務 間 の 連 携」 を 達 成 して い くに は ,よ り

概 念 的 に 進展 させ た 「ビ ジ ネス 志 向 」 の 規格 化 を必 要 とす る。 これ が 「ビジ

ネ ス プ ロ トコル」 と して 本 検 討 で 取 り上 げて い る もの で あ る こ とは言 うま で

もな い。 ビ ジネ スプ ロ トコル に は,こ の よ うな発 想 に よ り

・ 情 報 自体 の 標 準 化

・ プ ロ セ ス(手 順)の 標 準 化

を 伴 うも の とされ る。 本 検 討 は 前 者 の 情 報 を 「生 産 財 に伴 う情報 」 と して限

定 した 際 に 目標 とな る 「製 品 コ ー ド」 を対 象 と して い る。 しか し,製 品 コー

ド自体,生 産 財 の 流 通 に 当 り必 要 と な る情 報 の識 別 要 素 の一 つ で しか ない。

これ以 外 の 識 別 要素 が 存 在 す る と共 に,識 別 要 素 以 外 の情 報 につ い て も本 格

的 標 準 規 格 を必 要 とす る。 一 方,プ ロ セ ス の標 準 化 に関 して は別 途 検 討 が 並

列 して 実施 され て い る が,そ の 対 象 も ま た広 範 で あ る。

この よ うに,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル を 目標 と して 設 定 した と して も その ア

プ ロー チ は極 め て多 様 で あ る。 同 時 に,今 日認 識 され て い るパ ラダ イ ムの 変

化 を先 取 り した形 で 解 決 を与 え るた め に は,多 様 な検 討 と ア プ ロ ー チ と を必

要 とす る。

(3}検 討 の 視 点

製 品 コ ー ドに着 目 した と して も,そ の検 討 の視 点 は 多様 で あ る。 その第 一

は 「製 品 」 の範 囲 に あ る。 これ を 「生 産 財 」 と 「消 費 財 」 に 大 別 す る こ とが

で きる一 方,有 形 な 「物 材 」 と サ ー ビ ス に代 表 され る 「無 形 材 」 に大 別す る
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こ と もで き る。 これ ら製 品 を 定義 す る軸 の と り方 によ り,検 討 の 基本 的視 点

が大 き く変 わ る。

一 方 ,製 品 で あ る以 上,こ れ を生 産 す る 「企業 」 あ る い は 「企 業 グル ー プ 」

が 存在 し,さ らに そ の上 位 概 念 と して 「業界 」 が あ る。 製 品 が 流 通 す る過 程

に着 目す る と,「 業 際 」 の 視 点 が 現れ,ま た 国際 流通 を範 囲 に含 め る と 「国

際 」 の 視 点 が 存 在 す る。

この よ う に検 討 の 視 点 は製 品 対 象 にあ り,同 時 に局 所 的(ロ ーカ ル)な 視

点 か ら大局 的(グ ローバ ル)な 視 点 に 至 るま で 多様 化 して い る。 仮 に製 品 対

象 を 「物 材 」 の 「生 産 財 」 に 限 定 した と して も,局 所 的 ・大局 的 視 点 の双 方

にバ ラ ンス を保 た せ た 検 討 を 加 え る こ とが必 要 とな る。 例 え ば,企 業 内 で 製

品 に付 与 して い る コ ー ドは,そ の生 産 ・保 管 ・輸 送 等 を 勘 案 しっ っ,企 業 内

の 情報 処 理 に 適 合 す る よ うに局 所 的視 点 か ら規 格 が 進 め られ る。 現 状 で は製

品 を特 定 す る属 性 項 目の 置 き方,具 体 的識 別 名 の 付 与 法 な ど企 業 ご とに 差 が

大 きい。

一 方
,大 局 的 な製 品 コ ー ドは,輸 出入 時 に活 用 され る製 品 コ ー ド(例 え ば

国 連 貿 易 委 員 会 のharmonizedcode)が あ る。 関 税処 理 や輸 出 入統 計 に適

合 す る よ う配 慮 され て い るが,前 者 の局 所 的 な コ ー ドと比 較 す る と製 品 特定

能 力 に 制 限 が あ る。 しか し,業 界 あ る いは業 際 の 規格 の 観 点 か らは参 考 と な

る所 が 大 きい。

(4)検 討 対 象 の特 定

上 述 したよ うに,多 様 なアプ ロ ーチ が あ る中で,検 討 を進 展 させ る こ とを 目

的 に検 討 対 象 を 「製 品 コ ー ド」 と流 通 に お け る 「取 引先 コ ー ド」 の 「共 通 化 」

に置 い た。 これ は前 項 の視 点 に 従 え ば,大 局 的 な視 点 に 基 づ くア プ ロー チ で

あ る。

しか し大 局 的 ア プ ロ ー チで あ る と,製 品 の大 綱 的分 類 は可 能 で あ るが,そ

の 詳 細 な表 現 は行 い に くい。 こ れ を両 立 させ る こ と は,現 実 には極 め て重 要
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で あ り,こ の要 請 に応 え るた め に詳 細 表 現 を も記 述 可 能 と す る よ う に 構 造

に柔 軟 性 を持 た せ た 製 品 コ ー ドとす るよ うに 考 慮 す る。

この配 慮 か ら,製 品 コー ドの 全 て の 部 分 が 厳 格 に規 定 され る コー ドと は な

らな い。 従 って 「標 準 化 」 の ア プ ロー チ で は な く,「 製 品 コー ドの識 別 法 を

共 通 化 」 す るア プ ロ ー チ を採 用 す る 。 これ に よ り業 界 が 共 通 化 の原 則 に合 意

す れ ば,そ の 下 で 独 自性 の高 い コー ドを運 用 す る こと も可 能 とな る。

(5)検 討 の実 施 と 提 案

以 上 の 対 象 に対 して,「 製 品 コ ー ド」 と 「取 引 先 コ ー ド」 の共 通化 を検 討

し,今 回 「製 品 コー ド」 にっ い て一 つ の提 案 を 行 っ た。 次 章 以 降 に そ の詳 細

を 示 して い る。

今回 提 案 した 「製 品 コ ー ド」 は,結 果 的 に 「JANコ ー ド」 と相 互 補 完 関

係 に あ る。 但 しそ れ は,前 述 した よ うに,製 品 を 「生 産 財 」 と 「消 費 財 」 に

分 類 した こ とか ら派 生 して い る。 別 の分 類 に 基 づ き限 定 した 場 合 に は,違 っ

た結 果 を 得 る可 能 性 も あ る。 ど うい う分類 が 実 際 的 で あ るか は,ど の み ち実

際 に運 用 して み な け れ ば 分 らな い こ とで あ る。 む しろ,実 行可 能 な一 つの 方

法 を導 き 出す こ とに意 義 が あ る。

本 年 度 の 成 果 で あ る この 提 案 を提 示 す る こ とに よ り

・ ビ ジ ネ ス プ ロ トコル に於 け る主 要 要 素 で あ る 「コ ー ド共 通 化 」 の あ り

方 を 示 す 。

・ 特 に コ ー ド共 通 化 の 中 で も,共 通 化 を必 要 とす る生 産 財 の 「製 品 コ ー

ド共 通 化 」 の 具 体 例 を 示 す 。

・ この 具 体 例 に基 づ い て,業 界 ご との 検 討 を促 す。

こ とに資 す る こ と に な る。

しか し本 検 討 で 全 て の検 討 が 完 了 した こ と に は な らない。 即 ち,業 界 ごとに

検 討 さ れ る製 品 コ ー ドの 「管 理 ・運 用 の あ り方 」 につ いて は,多 くの 問 題 が

残 され てお り,ま た,業 界 ご と の検 討 に即 応 し共 通 化 原 則 を 見 直 す よ うな継
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続的検討 を も必要 とす る。 これ らにつ いて,適 切 な機関の位 置付 けを必要 と

して いる。

一方 ,コ ー ド共通化 が提 案 された と して もこれ を円滑 に浸透 し,そ の効 力

を高め るため に,施 策 的配 慮 を伴 うこと も必要 と思われ る。 その配慮 と業界

の適切 な共 通化努 力 とが将来 の情報化に向けた多 くの課題 解決 に必須 と認 識

され る。
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第2章 製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの 検 討

製 造 業 の製 品 コ ー ドの 共 通化 は,数 あ る コ ー ドの 中 で 最 も解 決 が難 し く,か

っ 重 要 な テ ー マで あ る。 しか しな が ら,こ れか ら多 数 構 築 され ると考 え られ る

取 引 ネ ッ トワ ー ク で は,こ の製 造 業 の製 品 コ ー ドの 共 通 化 を是 非 と も達 成 す る

必 要 が あ る。 も し,こ の コ ー ドの共 通 化 が 達 成 され な い ま ま ネ ッ トワー ク化 が

進 め ば,効 率 が悪 い ば か り で は な く,ネ ッ トワ ー ク化 以 前 に存 在 した コ ー ド類

の 不 一 致 問 題(コ ー ド公 害 と呼 ば れ る)が,何 らの 解 決 もさ れず に,そ の ま ま

ネ ッ トワ ー ク内 に持 込 ま れ て しま うか らで あ る。

製 品 コ ー ドの共 通 化 の よ うな難 しい課 題 は,ド ラス チ ック な 変革 が 起 き る時

で な け れ ば,魅 惑 的 な案 が 存 在 して も今度 は実 行 が 伴 わ な い。 この 変革 の 最 有

力 候 補 は,ネ ッ トワ ー ク化 で あ る。 す な わ ち,ネ ッ トワー ク化 が 進 も うと して

い る現 在 は,製 造 業 の 製 品 コ ー ドを共 通化 す る ま た とな い チ ャ ンス で あ る。 必

要 な の は,魅 惑 的 な共 通 化 案 で ある。

当調 査 研 究 で は,こ の よ うな 状況 を も配 慮 し,製 造業 共通 製 品 コ ー ドの 一 つ

の 案 を 構 築 した。 本章 で,こ の試 案 の ア ウ トライ ンを紹 介 す る と と も に,製 造

業 界 で 検 討 され るよ う提 案 す る。

本 試 案 で は,規 格 の 細 部 にっ い て,ま だ 未 確 定な 部 分 が あ り,ま た運 用 につ

い て も,そ れ 程 明確 化 され ていない部 分 が あ る。ま た,本 案 が 魅 惑 的 な案 で あ る

か ど うか は,こ れ か らチ ェ ッ ク され るべ き項 目で あ る。 これ らの検 討 は,今 後,

製 品 コー ドを共 通 化 しよ う とす る製 造 業 界 で 実行 され る こ とを期 待 す る。 当調

査研 究 で も,今 後,規 格 の 細 部 につ い て提 案 す る用 意 が あ る こ とを 付 け加 え て

お く。

なお,本 試 案 の詳 細 につ いて は,資 料 「製 造 業 共 通 製 品 コー ドー基 本 枠 組案 一 」

を 参 照 され た い。

一
ー71一

」



2.1製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの必 要 性

2.1.1製 品 コー ドの 現 状

{1)製 品 と 商品

本 報 告 書で しば しば登 場 す る 「製 品 」 は,「 商 品 」 とほ ぼ 同義 語 と して 用

い て い る。 厳 密 に は,「 製 品 」 とは製 造 され た もの す べ て で あ り,「 商 品 」

は その 中 の売 物 で あ る とい う解 釈 もあ るが,製 造 業 界 で は,通 常,売 物(商

品)を 製 品 と呼 ん で い るの で,「 製 品 」 とい う言 葉 を用 い て い る。

従 って,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドは,流 通 業 のJANコ ー ド(商 品 コー ド)

に相 当す る。

② 現 状 で の 製 品 コー ド

現在,製 造 業 界 に は,ほ ぼ 共通 製 品 コー ドと見 な せ る コ ー ドが1種 類 存 在

す る。 そ れ は,半 導 体 製 品 の 型 名(コ ー ドネ ー ム)で あ る。 この 型 名 に は,

EIAJ標 準 型 名,EIA標 準 型名 及 び 汎 用 論 理ICに 関 す る業界 共 通 型 名

の3種 が あ る。 そ の 普 及率 は か な り高 く,ほ ぼ共 通 製 品 コ ー ドと見 なせ る。

これ以 外 の製 品 に つ い て は,ま だ共 通 製 品 コー ドは ない。

一 部 の業 界 で は ,共 通 製 品 分 類 コー ドが 実 運 用 され て お り,発 展 の させ 方

に よ って は,共 通 製 品 コ ー ドに な り得 る。 事 例 と して,電 線 業 界 の製 品 分類

コー ドを示 す 。(表2-1)

標 準 コ ー ドと して は,JISC6267の 商 品 分 類 コ ー ドが あ るが,こ れ は,

全 産 業 の あ らゆ る 商 品 を網 羅 した 分類 コ ー ドで あ り,製 造 業 の製 品 コ ー ドと

はや や 異 なる。

一 方 ,流 通 業 界 で は,JANコ ー ドが 共 通 商 品 コ ー ドと して,近 年 急 速 に

普 及 し,コ ー ド共 通 化 の シ ンボ ル と な って い るの は,大 変 う らや ま しい こ と

で あ る。 そ の結 果,多 くの 業 界 で,商 品 コ ー ド共 通 化 の問 題 が解 決 され て い

る。 この よ うな業 界 で は,情 報 化 の次 の ス テ ップ へ 移 行 して お り,共 通 化 が

達 成 され て い な い業 界 よ り,確 実 に一 歩 先 へ 進 ん で い る。 ま た,JANコ 一

一72一



　

表2-1 電線 工業 会電線記号表(ABC順)

(改 定予 定)

㌔

烏

ABC顛 記 号
中分

類#
品 名 ABC順 記 号 中分

類#
品 名

A 軟 銅 線(丸101、 平 角103、 よ り104) BA 104 レ ー ル ボ ン ド 用 軟 鋼 よ り 線
AAε ●欠 「rノ レ ミ 線(丸101.平 角103、 より104)

BC 199 平 編 銅 線
AC 106 ア ル ミ 覆 鋼 線(よ り線を含む)

B BDCC 202 二 重ガ ラス巻 銅 線(130℃)(平 角を含む)
ACSR 107 鋼 心 ア ル ミ よ り 線

BNCT 612 ブチルゴム絶縁ク口口プレンキャブタイヤケーブル
ACSR/AC 108 ア ル ミ 覆 鋼 心 ア ル ミ よ り 線

BSGC 202 一 重 ガ ラ ス 巻 銅 線(130℃)
ACSR/AN 107 ア ル ミ め っ き 煩 心 ア ル ミ よ り 線

ACSR-DV 504 引 込 用 鋼 心 ア ル ミ導 体 ビニ ル 絶 縁 電 線
一 一 一 一 一 ー 一 一 一一

1CA 699

__一_一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一

1種 力.ン ブ リ ッ ク 絶 縁 電 線

ACSR-MOE 502 屋外用多心綱心アルミ導体ポリエチレン絶縁電線 2CA 699
.'2種 カ ン プ リ ッ ク 絶 縁 電 線

ACSR-OC 503 屋外用鋼心 アル ミ導体架橋ポリエチレン絶縁電線 CAZE 架橋ポ リエチ レン絶縁アル ミ被ポリエチ レン

ACSR-OE 502 屋外用鋼心 アル ミ導 体ポリエチ レン絶縁電線
防 食ケ ー ブル(513,514,515.516)

ACSR-OW 501 屋 外 用 鋼 心 ア ル ミ導 体 ビ ニル 地 殻 電 線
CAZV 架 橋 ポ リエ チ レン絶 縁 アル ミ被 ビニル

防 食ケ ー ブル(513.514.515.516)
AC-ST 106 鋼 心 ア ル ミ 覆 鋼 よ り 線

CB-EV 脳 コンクリー ト直増用ポ リエチレン絶縁
AE 607 警 報 用 電 線 ビニル シー スケ ーブル

AEX 701 自動車用耐熱 低圧架橋 ポリエチレン絶縁電線 CB-EVF 604 コンクリー ト直埋用ポリエチレン絶縁

AIRN 701 自動車用高圧 ゴム絶縁クロロプレンシース電線 ビニルシース平形ケーブル

A

AIRNS 701 自動車用高圧 ゴム絶縁クロロプレンシース電線
(遮へい付)

C CB-VV 604 コンクリート直埋用ビニル絶目
ビニルシースケーブル

AIRV

AIW

AIW-DGC

701

211

202

自 動車 用 高 圧 ゴ ム 絶縁 ビニル シー ス電 線

ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 銅 線

ポ リア ミ ド イ ミ ド二 重 ガ ラ ス 巻 銅 線

CB-VVF

CC

604 コンクリート直増用ビニル絶縁
ビニルシース平形ケーブル

架橋ポリエチレン絶縁架橋ポリエチレン
シースケーブル(513.514)

AIW-SGC 202 ポ リァ ミ ド イ ミ ド一 項 ガ ラ ス 巻 銅 線
CCE 608 制御用架橋ポリエチレン絶縁ポリエチレン

Aε－BDGC 202 二 重 ガ ラ ス 巻 平 角 ア ル ミ線(130℃) シース ケー ブル

Aε －CE アルミ導体架橋ポ リエチレン絶縁ポリエチレン CCE-S 608 制御用架橋ポ リエチレン絶縁ポリエチレン
シ ース ケーブル(513.514) シースケーブル(遮 へい付)

A2-CET 5!4 アルミ導体 トリプ レックス形架橋ポリエチレン CCV 608 制御用架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル
絶 縁 ポ リエ チ レンシー スケ ー ブル

CCV-S 鵬 制御用架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル
Aψ－CV アルミ導体架橋ポリエチレン絶縁ビニルシース (遮へい付)

ケ ーブ ル(5P
架橋ポリエチレン絶縁CDケ ーブル(513.514)

Aど －CVT

Aε －DV

514

5〔岡

アルミ導体 トリプ レックス形"ビ ニ ル 絶 縁CDケ ー ブ ル

架橋ポリエチレン絶ダ 手レン絶縁ポリエチレンシースケごブル
引 込 用 ア ル ミ(513 .514)

Aε－FDGC 202 二 重 ガ ラ'、 壕

＼ Aど－HDGC 202 二 帝 ‥ ・ソシー スケー ブル一 一

以 下 略

ドによ って,業 種 を越え た共通化が実行 されてい るの も注 目に値す る。

今後,製 造業界 の共 通製品 コー ドを検討す る時の最 も重要 な手本 となろ う。

・

2.1.2実 際 の 取 引 で の 製 品 コー ド

(1)帳 票 類 で 用 い られ る製 品 コ ー ド

製 造 業 界 に は,共 通 製 品 コ ー ドが 極 く一 部 を 除 い て 存 在 しない の に もか か

わ らず,実 際 の 取 引 で は,か な りの 高 率 で 製 品 コ ー ドが 使 わ れ て い る。

現 在 使 わ れ て い る製 品 コ ー ドは,直 販 の 場 合 に は,需 要 家(買 い手)の 社

内 コー ドで あ り,商 社 と メ ーカ ー の取 引 で は,メ ーカ ーの 社 内 コ ー ドで あ る

場 合 が ほ とん ど で あ る。 っ ま り,1回 の 取 引 内 で は,共 通 化 され て い るが,

一73一



別 の 取 引 と の間 で は共 通 性 が な い。 例 え ば 図2-1に 示 す よ うに,供 給 者 に

と って は,同 一 製 品 に 対 して,売 り先(需 要 家)ご とに別 々 の 製 品 コー ドを

付 け な け れ ば な らな い 。 こ れ が 最 大 の問 題 点 で もあ る。

需要家
B

42126
29

供 給

メ ー カ ー

同 一 の 金 属 板 に,納 入 先 ご と に違 う コー ドを 使 い 分 け る。

図2-1コ ー ド公 害

② 不 完 全 な コ ー ド化

製造 業 界 の製 品 の種 類 は想 像 以 上 に 多 い 。 少 な くと も100万 種 以 上 あ る。

これ は,通 常 入 手 可 能 な 製 品 で あ る。 保 守 品 種,特 殊 品 を加 え れ ば,さ らに

多 くな り,現 在 の と ご ろ1,000万 か1億 か の オ ー ダ ー もは っ き り して い な い。

これ だ け種 類 が 多 い と,実 際 に コ ー ドが 付い て い な い製 品 もか な りあ る。

こ うい う製 品 は 当然 の こ と と して,製 品 名 を用 いて取引を行 う。ま た,大 ざ っ

ぱ に コ ー ド化 され て い る製 品 もあ る。 この場 合 は,コ ー ドと言葉 に よ る説 明
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を 併 用 す る。

また,製 品 コー ドのか わ りに,契 約 番 号 を 用 い る 取引 もあ る。 製 品 を特 定 で

きれ ば よ い と い う解 釈 に基 づ き,契 約 書 によ る製 品特 定 機 能 を借 用 して い る。

多 くの 取 引で は,製 品 コ ー ドによ る製 品 の 特 定 に加 え て,製 品名 に よ る特

定 を併 用 して い る。 こ れ は間 違 い を防 ぐため で あ る。 しか し,帳 票 上 は と も

か くと して,オ ン ライ ン ・デ ータ交 換 で製 品 名 を用 い る こと は,色 々 な問 題

が あ る。 現在,カ タカ ナ に よ る製 品 名 の 交 換 を実 施 して い る例 が あ るが,あ

ま りス マ ー トと は思 え な い。 通 常,デ ー タの電 子 化(磁 気 化 を含 む)を 図 る

時 に,完 全 な コ ー ド化 を 図 る場 合 が 多い 。

2.1.3ネ ッ トワ ー ク化 と製 品 コー ド

(1)ネ ッ トワー クに よ る 取 引 デ ー タ の交 換

デ ー タ 交換 の オ ン ライ ン化 を 図 る目的 の一 つ は,電 子 化 され た デ ー タを そ

の ま ま複 数 の 企業 で 活 用 す る こ とで あ り,こ の こ とに よ って処 理 の効 率 化 を

図 る。 そ の デー タ交 換 の 内容 が,製 品の 売 買 に 関 す る もの で あ る時,最 重 要

項 目の一 つ は,売 買 対 象 と な る製 品 を特 定 す る項 目(製 品 コ ー ド)で あ る。

現 在,各 企 業 ごとに それぞれ異 な る製 品 コ ー ドが 使 わ れ て お り,対 策 を一 切

行 わ な い ネ ッ トワー ク化 を行 い,デ ー タ交 換 を行 って も,無 意 味 な情 報 交 換

に な る。 こ の対 策 と して,次 の 二 つ の 方法 が考 え られ る。

① コ ンバ ー ジ ョン を行 う。

② 製 品 コ ー ドの 共 通 化 を行 う。

上 記① の 問題 点 は,n社(需 要 家)対m社(供 給 者)の ネ ッ トワ ー クで は,

コ ンバ ー ジ ョ ンが 複 雑 化 し(図2-2),事 実 上 構築 不 能 に な る こ とで あ る。

一 方 ,上 記 ② の 問 題 点 は,既 に確 立 して い る 社 内 コー ドを 含 め て 共 通 化 す る

こ とは,ほ とん ど不 可 能 な こ とで あ る。 どち らの 方 式 も根 本 的 解 決 に は な ら

ず,電 子 化 され た デ ー タを 交 換 し,そ の ま ま活 用 す る と い う目標 を達 成 す る

た め に,別 の 方 式 が必 要 に な る。
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(2)コ ンバ ー タ ー と共 通 化 の 組 み 合 せ に よ る対 応

図2-2の 問題 点 は,コ ンバ ータ ーの数 そ の もの が 多 く,メ ンテ ナ ンス ・

(注1)
コス トが大 き くな るか,も し くは メ ンテ ナ ンス不 能 に な る こ とで あ る。 こ う

い う状 況 下 で,コ ンバ ー タ ーの 数 を減 らす一 般 的 方 法 は,図2-3の よ うに,

中 間 コー ドを設 け て 変 換 を行 う方 法 で あ る。 図2-3の 方 式 で は,図2-2

に 比 べ て,変 換 過 程 は 増 加 す るが,コ ンバ ー ター の数 は 大 幅 に減 少 す る。 加

え て,ネ ッ トワ ー ク参 加 各 企 業 と も,最 小 限 で あ る1個 の コ ンバ ー ジ ョ ン ・

テ ー ブル を メ ンテ ナ ンス す れ ば よ い の で,現 実 的 で あ る。

そ のか わ り,中 間 コ ー ドを 新 た に設 け る必 要 が あ る 。 この 中 間 コー ドは,

各 企業 内 で使 われ る社 内 コ ー ドと は別 体系 の第3の コ ー ドで あ り,か つ ネ ッ

トワー ク上 で は共 通 な コ ー ドで あ る。 す な わ ち,製 造業 共 通 製 品 コー ドで あ

る。

(3)製 造 業 共通 製 品 コー ドの イ メ ー ジ

製 品 コー ドのか わ りに,契 約 番 号 を 用 いて製 品 の 特 定 を行 う方 式 も実 使 用

され て い る。 この 場 合 の 契 約 番 号 は,前 述 の 中 間 コー ドと本 質 的 に は 同等 で

あ る。 図2-4に 示 す よ う に.契 約 番 号 に よ って ポ イ ン トさ れ る製 品仕 様書

が コ ンバ ー タ ーの 役 割 を して い る。 す な わ ち,契 約 番 号 は,製 造 業 共通 製 品

コー ドの 一 種 で あ る。

本 調 査 研究 で 検 討 した 「製 造 業 共 通 製 品 コー ド」 は,製 品 の売 買(受 発 注

取 引)の 時 に製 品 の 特 定 をす る項 目で あ り,オ ン ラ イ ン取 引 ネ ッ トワ ー ク に

は必 ず 必 要 な,重 要項 目で あ る。

「製 造 業 共 通 製 品 コ ー ド」 の イ メ ー ジ は,図2-5の よ うに考 え る こ とが

で き る。 供給 者 の シス テ ム に は,販 売 品 目 リス トが あ り,そ の リス トに は,

社 内 コー ドと と もに,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドが 記 載 さ れ て い る。 一 方,需 要

(注1)コ ンバ ージョン ・テーブルのメ ンテナ ンスで ある。 コ ンバ ー ジ ョン ・テー ブルとは,

取 引を行 う2者 間の製 品 コー ド対応表で ある。
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竜

供給者m

珍 コ ンバ ータ ー(n×m個)

図2-2n対mの コ ン バ ー ジ ョ ン(ネ ッ ト ワ ー ク)

1・1」llllコー ド

(り 些通 コ ー ド)

珍 コ ンバ ーe-(・+m個)

図2-3共 通 コ ー ド を 介 し た コ ン バ ー ジ ョ ン(ネ ッ ト ワ ー ク)
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契約 書

番号

図2-4

A企 業(需 要家)

契 約 番 号 で

ポ イ ン ト

契約 番 号1234

製 品 仕 様 書 ,

介
契約 番号 と実際の製品

を対応させ てい る

(=コ ンバ ータ ー)

契 約 番 号 に よ る製 品 の特 定

B企業(供 給者)

購入資材リスト

〈==〉
共 通 製 品 コー ド

販売品目リスト

〈)
＼ 一

AOO
＼ ノ

XABAooe
ノ

ヨAOON10

＼ 」」一一

＼ ノ
＼
企業内 コ ー ド

＼ ノ
/
企業 内コー ド

共 通 製 品 コー ドは,需 要 家 の 固 有 コ ー ド 「XAB」 と

供 給 者 の固 有 コー ド 「NlO」 を 結 び つ け る ポ イーンタ ー

で あ る。

図2-5製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの イ メ ー ジ
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家 の 方 には,購 入 資 材 リス トが あ り,社 内 コ ー ドと と もに製 造 業 共通 製 品 コ

ー ドが 記 載 され て い る。 発 注(受 注),納 品 ・請 求 な ど の処 理 で は,製 造業

共 通 製 品 コー ドを用 い て 伝 達 され る が,社 内 で は,先 程 の 販 売 品 目 リス ト又

は購 入 資 材 リス トによ り社 内 コー ドへ 変 換 され るため,従 来 と同 じ コー ドを

使 うこ と に な る。

な お,販 売 品 目 リス ト,購 入 資 材 リス トともに,そ れ を管 理 す る 企業 が 扱 う

製 品 の み の リス トで あ り,製 造 業 界 の 全 品 目を網 羅 した リス トで は な い。 従

っ て,各 企業 が個 別 に,販 売 品 目 リス ト(資 材 購入 リス ト)を 管 理 す る こ と,

す なわ ち コ ンバ ー ジ ョン ・テ ー ブ ル を メ ンテ ナ ンスす る こ と は 十分可 能 で あ

る。

2.1.4標 準 化 と 共 通化

標 準 化 と共 通 化 は,ほ ぼ 同 等 の 効 果 を期 待 す る作 業 で あ るが,そ の ニ ュ ア ン

ス は 若 干 異 な る。

① 標 準 化

標 準 化 とは,統 一 的 な規 格 を必 要 とす る状 況 に対 して,望 ま しい規 格 を 明

示 し,そ の規 格 が 遵 守 され る こ と を期 待 す る過 程 で あ る。 望 ま しい規 格 で あ

る と考 え た の が誰 で あ るか に よ っ て,標 準 化 の レベ ル が 異 な る。 例 え ば,J

ISは,わ が国 が 望 ま しい と考 え た規 格 で あ り,ISOは,国 際 的 に認 知 さ

れ た 望 ま しい規 格 で あ る。

標 準 規 格 を 遵 守す るか ど うか は,そ れ を用 い る個 人 あ る い は企 業 の判 断 に

委 ね られ て い る。 従 って,実 際 に 普 及 した標 準 規 格 もあ れ ば,ほ とん ど普 及

しな い 標 準 規 格 もあ る。

② 共 通 化

共通 化 と は,統 一 的 な規 格 を 必 要 とす る状 況 に対 して,あ る一 つ の規 格 を

明 示 し,普 及 させ よ う とす る過 程 で あ る。 時 に は,何 らか の 強制 力 を 持 たせ

て 普 及 を 図 る場 合 もあ る。 あ る一 つ の 規 格 が,た また ま 標準 規 格 の時 もあ

一79一



れ ば,そ うで な い 時 もあ る。

共 通 規 格 を 受 入 れ るか ど うか は,最 終 的 に は,個 人 あ るい は企 業 の判 断 に

(注1)

委 ね られ る。 実 際 に普 及 して い る規 格(あ るい は普 及 が約 束 され て い る規 格)

を ・通 常,共 通 規 格 と呼ぶ 。

当調 査 研 究 で は,当 面,共 通 化 を 目標 と して い る。 実 運 用 に役 立 つ とい う条

件 に限 定 す れ ば,共 通 化 に よ って 十分 な 効 果 が 期 待 で き るか らで あ る。 但 し,

共 通 化 と同 時 に標 準 化 され て い れ ば,普 及 を加 速 す るの に極 め て有 効 で は あ る。

標 準 化(例 え ば,JIS化)を す るた め に は,し か るべ き手 続 きが 必 要 に な る

が,将 来 の 課 題 の一 つ と した い 。

(注1)共 通規格の受入れについて,外 部か ら説得 される場合もある。
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2.2環 境 条 件

2.2.1適 用 範 囲

製 造 業 共 通 製 品 コー ドの 具 体 的 な イ メ ー ジを得 るため,こ の共 通 製 品 コー ド

が 積 極 的 に使 わ れ る と予 想 さ れ る業 界 を想 定 した。 図2-6に 示 す よ う に,製

造 業 界 が 中心 と な る。 この 中 に は様 々 な業 種 が含 まれ るが,今 回 は製 造 業 界 全

般 へ の 適 用 を考 え て,特 に業 種 は特 定 して い な い。

(電 力,ガ ス

通 信 な ど)

半 製

中 間 製 品

図2-6製 造 業 共 通 製 品 コー ドの適 用 範 囲 の イ メ ー ジ

また,電 力 ・ガス等 の設備 を多 く必要 とす る産業 では,事 業 用資材 と して各

種製 品(最 終 製品 を含 む)を 購入 して いるため,本 質的 に,製 造業 内 の取 引 と

同一 であ り,製 造業共通 製品 コー ドの適用可能範囲 として とらえた。

2.2.2対 象 と した業 務 処 理

製 造 業 共 通 製 品 コー ドを用 い て製 品 の特 定 を行 う可 能 性 の あ る業 務 処 理 あ る

い は デ ー タ交 換 と して は,

・発 注!受 注)処 理
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・納 品 ・検 収 に関 す る デ ー タ 交換

・請 求 デ ー タ(明 細)に 関 す る デ ー タ交 換

・在 庫 照 会,納 期 照 会

・そ の他(発 注 予約 な ど)

が 考 え られ る。 本 検 討 で は,先 ず 発注(受 注)処 理 及 び発 注(受 注)デ ー タ交

換 に用 い る製 造 業 共通 製 品 コ ー ドを検 討 した 。 こ の 条件 で組 み 立 て られ た製 造

業 共 通 製 品 コ ー ドが,他 の処 理(あ る い は デ ー タ交 換)に も適 用可 能 か ど うか,

今 後 検 討 す る必 要 が あ る。

2.2.3製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの 機 能

製 造 業共 通 製 品 コー ドの 機 能 は,製 品 の特 定 を第 一 と し,分 類 機 能 は2次 的

機 能(場 合 によ って は分 類 機 能 は 除 外)と して検 討 を 進 め た。

発 注(受 注)段 階 の 業 務 処 理 あ るい は デ ー タ交 換 で は,製 品 を特 定 で き る こ

とが 最 も重 要 で あ り,通 常,分 類 は必 要 な い か らで あ る。 ま た,単 品識 別 機 能

(一 つ の製 品 を 特 定 で き る こ と)と 分類 機 能 を,一 つ の コ ー ドに 同時 に持 た せ

るの は非 常 に難 しい た め(昨 年 度 に調 査 済)s－ 単 品 識 別 機 能 を優 先 した 結 果 で

もあ る。

/＼

＼

2.2.4シ ス テ ム環 境

本 検 討 に お け る製造 業 共 通 製 品 コー ドは,ネ ッ トワ ー ク上 の メ ッセ ー ジ内 で

使 わ れ る こ とが前 提 で あ る。 この ネ ッ トワ ー ク は,図2-7の よ うな共 用 型 の

ネ ッ トワ ー クで あ り,か つ ネ ッ トワー クが 持 っ て い る機 能 は デ ー タ 交換 機 能 だ

け で あ る。

従 っ て,も し製 造 業共 通 製 品 コ ー ドか ら各 企 業 内 で 使 わ れ る 固有 コー ドへ 変

換 す る場 合(あ るい は そ の 逆 の場 合 も含 め て),そ の処 理 は各 企 業 の コ ン ピ ュ

ー タ ・シス テ ム上 で実 行 され る
。

取 引 は本 質 的 に2者 間 で 行 われ る ので,以 上 の シス テ ム 環 境 を モ デル化 す る
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図2-8シ ステ ム環 境
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と,図2-8の よ うに な る。 需 要 家 の コ ンバ ー タ ーの コ ンバ ー ジ ョン ・テ ー ブ

ル と は,購 入 資 材(部 品)リ ス トで あ り,供 給者 の コ ンバ ー タ ーの コ ンバ ー ジ

ョ ン ・テ ー ブル とは,販 売 製 品 リス トで あ る。 従 来 の リス トと異 な る点 は,社

内 で 用 い る製 品 コ ー ドの他 に,製 造 業 共 通製 品 コー ドが併 記 さ れて い る点 で あ

る。

2.2.5企 業 内固 有 コー ドと の 関 係

製 造 業 共 通 製 品 コー ドは,原 則 と して,い か な る 企業 の 社 内 コ ー ドと も異 な

る第 三 の コ ー ドで あ る。 従 って,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドと企 業 内 の 固 有 コ ー ド

と を リ ンク さ せ るた め に は,前 項 で 述 べ た コ ンバ ー ター を 用 い る。

コ ンバ ー ジ ョンが 円滑 に 行 わ れ るた め に は,コ ンバ ー ジ ョン ・テ ー ブ ル が完

全 に メ ンテ ナ ンス され な けれ ば な らな い。 これ が 完 全 に 行 え る よ うな運 用 とコ

ー ド体 系 が ,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドに求 め られ る。

2.2.6取 引 環 境 と コ ー ド伝 達

製 造 業 共 通 製 品 コー ドの 運 用 は,製 造 業 界 の取 引 形 態 と連 動 して い な け れ ば

な らな い。 製 造 業 界 の取 引 形 態 は様 々 で あ るが,検 討 を 進 め る た め に,発 注 に

関 す る簡 単 な モ デル を想 定 した。 それ を以 下 に示 す 。

① 商談 を伴 わ な い ケ ー ス

基 本 取 引契 約 が 締 結 され てお り,随 時 に,文 書(発 注 書)ま た は電 話 で発

注 され る。 す な わ ち,極 く普 通 の ケ ース で あ る。 こ の ケ ー ス に お け る発 注 品

目は,メ ー カ ー 標準 生 産 品 ま た は準 標 準 生産 品 の 場 合 が 多 い。

② 商談 後 に 発注(ス ポ ッ ト取 引 を含 む)

生産 依 頼 品 の仕 様,納 期,価 格 な どを 細 か く取 り決 め た の ち 契約 を 締 結 し,

その 後,発 注 され る。 取 引 が1回 で 終 わ る こ と も あれ ば,継 続 さ れ る こ と も

あ る。 この ケ ー ス に お け る発 注 品 目 は,メ ーカ ー標 準 在 庫 品 か ら特 別 注 文 品

まで,あ らゆ る種 類 が考 え られ る。
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③ サ ンプ ル取 引

ご く少量(1個 の 場 合 も あ る)の 取 引で あ り,文 書 で 発 注 され る こ と もあ

れ ば,電 話(フ ァ ッ クス)で 発 注 され る場 合 もあ る。 発 注 品 目 は,多 くの場

合,メ ー カ ー ・カ タ ロ グ掲 載 品 で あ る。

実 際 の 取 引 に は,さ らに 様 々 な形 態 が存 在 す る が,以 上 の 三 つ を主 な ケ ー ス

と して想 定 し,発 注 前 に,発 注 者 ・受 注 者 と もに製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドが 分 る

よ うな運 用 を検 討 す る こ と と した 。

2.2.7コ ー ドの メ ンテ ナ ンス

技 術 が 高 度 に発 達 した 現 代 で は,新 製 品 が 次 々 に誕 生 す る。 従 って,製 造 業

共 通 製 品 コ ー ドは,リ アル タ イ ム に メ ンテ ナ ンス され な けれ ば な らな い。 この

た め に,通 常,コ ー ドセ ン タ ーを 設 け る。 本 検 討 で も,製 造 業 コ ー ドセ ン ター

が,メ ンテ ナ ンス の 中 核 的 役 割 を 担 うとい う想 定 で ア プ ロ ー チ した。
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2.3構 想

2.3.1製 造 段 階 にお け る 製 品 特 定 方 法

製 造段 階 にお け る取 引 は,商 談 か ら始 め るの が オ ー ソ ドック ス な形 で あ る。

展 示 販 売(店 頭販 売)も 存 在 す るが,例 外 の方 に属 し,新 しい製 品 の売 買 を行

う時 の 最 初 の取 引 で は,商 談 を行 うの が 普 通 で あ る。(2回 目以 後 は 電話 に よ

るオ ー ダー も多 い 。)

この 商談 を行 う時 に,商 談 対 象 とな る 「製 品」 を特 定 す る言 葉 が 必 要 に な る。

特 定 の方 法 は,次 の よ うに な る。

① メ ーカ ーの 製 品 カ タ ロ グを用 い る。

② 発 注 者 が,製 品 の 設 計 図 を持 ち込 む 。

③ 〃,試 作 品 を 示 す 。

④ 〃,要 求 仕 様 を示 す 。

⑤ そ の他

上 記① ～ ④ の ケ ー ス に お いて,製 品 コ ー ドが付 番 され て い る場 合が あ る。 そ

れ は,次 の よ う に な ろ う。

① の ケ ー ス… … メ ー カ ーの 型 番 も し くは販 売 用 コー ドな ど。

② 〃 … …発 注 者 の 番 号(あ る い は部 品 番 号,図 面 番 号 な ど)

③ 〃 … … 〃(〃 〃)

④ 〃 … … 〃(〃 〃)

コ ー ドが 付 番 され て い る場 合,そ の コー ドを 用 い て商 談 が進 行す る こ とが 多

い。 そ して,商 談 が 成 立 す れ ば,発 注 の 段 階 に な るが,こ の 時,製 品 の特 定 に

必 ず しも前述 の コ ー ドが 用 い られ るわ けで は な い。 例 え ば,① の ケ ー スで は,

メ ーカ ーの標 準 製 品 を一 部 変 更 す る場 合(特 別 仕 様)が あ り,カ タ ロ グ表示 の

製 品 と は別 の製 品 に な る の で,コ ー ドは変 更 さ れ る こ と に なる。 ま た,発 注 の

段 階 で,発 注 者 か ら伝 票 類 に書 き込 む コ ー ドを指 定 して く る こ とが あ る。 実 は

この ケー ス が非 常 に 多 い 。 こ の場 合 に は,メ ー カ ーの 標 準 品 で あ って も,発 注

者 ご とに違 う コ ー ドを伝 票 に書 き込 む こ と を要 求 して く るので,結 果 的 に メ 一
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カ ーで は,一 つ の 製 品 に対 して 多数 の コー ド(販 売 先 の 数)を 割 り当 て,用 い る

こ と に な る。一 つ の 製 品 に は,一 つ の識 別 コー ドが あれ ば十 分 で あ るが,前 述

の よ うな 事 態 が 事 実 と して発 生 して い る。 これ が 製 品 コー ドの主 要 な 問 題 点 で

あ る。

本 検 討 の 主 旨 は,一 つ の 製 品 を 一 つ の 識 別 コ ー ドで特 定 しよ う とす る こ とで

あ り,そ れ を実 現 す る コ ー ドが,共 通 製 品 コー ドで あ る。 そ こで 最 初 の着 目 点

は.

① メ ーカ ー の 型 番

② 発 注 者 の 規 格 番 号(あ るい は コ ー ド)

な どを共 通 製 品 コ ー ドと して使 え な い か とい う こ と にな る。

実 際 の 売 買 処 理 を調 査 す れ ば,こ れ よ りは るか に複雑 な状 況 が 発 生 して い る

の が 判 明 す るが,そ れ を 強 引 に 整 理 す れ ば,次 の よ うに な る。

① 業 種 ・業 態 に よ り様 々 で あ る。

② 多 くの業 界 で は 一 般 的 な製 品 の呼 称 が あ り,そ の 呼 称 を 用 い て取 引 を

行 うこ とが 多 い 。

我 々 が注 目す るの は,② の方 で あ る。 これ を も う少 し詳 し く分析 す れ ば,次 の

こ とが 言 え る。

① 一 般 的 な 呼称 は,通 常,そ の 業 界 人 で ない と分 らな い こ とが 多 い。

② 呼 称 が コ ー ド化 され て い る場 合 が あ る(コ ー ドネ ー ム)。 そ の コー ド

が メ ー カ ー型 番 の こ と もあ れ ば,そ うで な い場 合 もあ る。

JIS規 格,DIN規 格,MIL規 格 の 番 号 が 転 用 さ れ てい る こ と もあ る。

③ 技 術 が 高 度 化 した 昨今 で は,総 称 と コー ドネ ー ム を併 用 して 製 品 を特

定 す る こ とが 多 い。

例)シ ー ソー ス イ ッチSW45-27

200V動 力 用 モ ー タ ーMT6731

TTL-ICSN7400N

同軸 ケー ブル5C-2V
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ワ イヤ ー カ ッ ターWC-41

精 密 タ ー レ ッ ト旋盤S-416

一 方
,コ ー ド化 され て い ない 場 合,呼 称 の 他 に誤 解 を 招 か な い た め の 説 明 を

付 け る こ とが 多 い 。

例)ポ リプ ロ ピ レン ・モ ノ マ ー 純 度99%

ポ リエ チ レ ン ・モ ノ マ ー 架 橋 処 理 用

18-8ス テ ン レス1t冷 間 圧 延

真 ち ゅう+ビ ス3×20㎜ ニ ッケル ・メ ッキ

以 上 の よ うな特 定方 法 は,営 業 あ る い は資 材 購 入 時 の 事 務処 理上 で の 特 定 方

法 で あ り,技 術 者 の特 定 方 法 とは や や 異 な る。 よ り具体 的 に は,各 種 伝 票(設

計 図 で は な い)上 で の表 現 方 法 で あ る。

2.3.2共 通 製 品 コー ド第1案

これ か ら検 討 す る製 品 コー ドは,受 発 注 な どの 取 引 に お け る製 品 の特 定 を 目

的 に して い る。 この 限 りに於 て,前 述 の伝 票 上 で の 表 現 方 法 と同 じ次 元 の機 能

が 要 求 され る こと に な る。

そ こで,最 初 の共 通 製 品 コー ド案 は,一 般 的 な 呼称 お よ び そ れ と併 用 さ れ る

コ ー ドを ・ 共 通 製 品 コ ー ドとす る こ とが ・極 く自然 に発 想 され る。 こ こで の 問

題 点 は以 下 の とお りで あ る。

① 呼 称 とい うコ ー ドで な い言 葉 を ど う扱 うか。

② コ ー ドネ ー ムの な い製 品 を ど うす るか 。

③ ユ ニ ー ク性 に問 題 は な いか 。

2.3.3共 通 製 品 コ ー ド第2案

前 述 の問 題点 を解 決 す るた め に,次 の 対 策 を 必 要 とす る。

① 呼 称 に対 応 す る コー ド(す なわ ち 分 類 コ ー ド)を 設 定 す る。

② コ ー ドネ ー ム の ない製 品 に コ ー ドを新 た に付 け る。
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③ ユ ニ ー ク性 を保 障 す る方 法 を追 加 す る。

以 上 の 観 点 に 立 って ・ コ ー ドを組 み 立 て る と,以 下 の よ うに な る。

要 素1要 素2要 素3

ユ ニ ー ク性 の保 障 十 簡 易 分 類 十 コ ー ド ネ ー ム

この案の 問題点 は,以 下であ る。

① ユ ニーク性を保 障す る方 法

② 各要素 の長 さ

③ 簡易分類 を統一 す る方 法

2.3.4適 用 範 囲 と共 通 製 品 コ ー ド第3案

前 述1.1で,一 般 的 呼 称 は,そ の 業 界 人 で な い と分 らな い こ とが 多 い こ とを

述 べ た 。 こ の こと は,業 界(業 種)ご とに,簡 易 分類 の方 法 はか な り異 な る と

(注1)

い うこ とを 意 味 す る。

製 造 業 界 とい っ て もか な り広 い ので,簡 易 分 類 も多種 生 ま れ る こ と に な り.

これ ら分 類 の 違 い を 何 か で 識 別 しな けれ ば な らな い。 この 識 別 を導 入 す る こ と

に よ り,次 の 体 系 が発 想 さ れ る。

要 素1要 素2要 素3

業 界 の 識 別+簡 易 分 類+コ ー ド ネ ー ム

(業 種 の 識 別)

この案 に お け る問 題 点 は,以 下 で あ る。

① 要 素1の 管 理

② 要 素2の 統 一 方 法 と管 理

③ 要 素3の ユ ニ ー ク 性

④ 各 要 素 の 長 さ

(注1)一 般 的呼称 は,通 常,簡 易分類に な ってい るので,呼 称を コー ド化 して簡易分類 コー

ドとす る。



2.3.5ユ ニ ー ク性 の保 障 と共 通 製 品 コ ー ド第4案

通 常 見か け る コ ー ドネ ー ムで は,め った に ダ ブ っ てい る例(同 姓 同 名)は な

い。 しか し,こ れ は偶 然 重 な らな い だ けで,有 効 な対 策 が な され て い る わ け で

は ない 。

完 全 にユ ニ ー ク性 を保 障 す るた め に は,JANコ ー ドで 採 用 され て い る方法
(注2)

が 最 もす ぐれ てい る。 そ こで 第4案 は,以 下 に な る。

要 素1 要 素2 要 素3

業界 の識別 十 簡 易 分 類 企 業 コ ー ド

要 素4

十

(業 種の識別) (メ ー カ ー コ ー ド)

十 コ ー ドネ ー ム

この案にお ける問題点 は以下 である。

① 要 素1,要 素

② 要 素2の 統一

③ 各 要 素 の長 さ

2,要 素3の 管 理

2.3.6実 用 的 共 通 製 品 コ ー ド案

第1案 か ら第4案 まで,局 面 をそ の つ ど理 想 化 しつ つ,共 通 製 品 コ ー ドを 組

み 立 て て来 た。 こ こで,実 際 の運 用 を 加 味 して,第4案 を リフ ァイ ンす れ ば,

図2-9の よ うに な る。

要 素1 要.素2 要 素3

コ ー ド系 の識 別 十

要 素4

簡 易 分 類 十 企 業 コ ー ド 十 コ ー ドネ ー ム

(メ ー カ ー コ ー ド)

(参 考 比 較JANコ ー ド

国 コ ー ド 十 メ ー カ ー コ ー ド 十 アイテムコー ド +[i])
Cチ ェ ック ・デ ジッ ト

図2-9第5案(実 用 原 案)

(注2)メ ー カーコー ド(企 業 コー ド)と 組 み合わせ る。
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① 第1要 素 の 意 味

第4案 にお け る要 素1の 意 味 は,文 字 ど お り業界(業 種)の 識 別 を 表 わ す

とい うよ りは,む しろ,業 種 ・業 態 によ っ て 異 なる コー ド体 系 を大 統 合 す る

ため の プ レフ ィ ックス と考 え る こ とが で き る。 そ こで,第1要 素 は,業 界

(業 種)・ 業 態 によ って異 な る コ ー ド体 系 を識 別 す る コ ー ド(言 わ ば,コ ー

ドの コ ー ド)と い う位 置付 け が,最 終 的 に得 られ る。

この こ と に よ って,業 界(業 種)ご と あ るい は業態 ご とに別 々 の コ ー ド体

系 を設 定 し,か つ それ らを統 合 的 に 用 い る とい う二 つ の相 反 す る要 求 を 同 時

に 満 足 させ る こ とが可 能 とな る。

② 第2要 素 の 実 現 性

第2要 素 の 簡 易 分 類 は,こ こで は,業 界 内 で の一 般 的 呼 称 を コ ー ド化 した

もので あ る。 この 呼称 が統 一 で き るか ど うか が 問題 で あ る。 しか し,こ れ は

実 行 して み な け れ ば 分 らな い と い う要 素 が 非 常 に大 き い。

最 悪 の 場 合 は,統 一 で き な い場 合 で あ る。 こ こで も う一 度第5案 を 見 て い

た だ きた い。 第5案 で は,第2要 素 が な くて も,製 品識 別 は可 能 で あ る こ と

を示 して い る。 そ こで,呼 称 が統 一 で き た製 品 群 に つ い て は,第2要 素 を入

れ,統 一 で きな か った 製 品 群 につい て は,第2要 素 を 用 い な い(省 略 す る)

こ と と し,両 者 の体 系 の 違 い を第1要 素 で 区 別 す れ ば よ い こ とに な る。

第2要 素 は,コ ー ドか ら,お お よ その 製 品 種 を連 想 させ る(但 し,業 界 人

が 対 象)た め に あ る。伝 送 デ ータを直ちにCRTな ど に表 示 させ た時,そ れ が

表 す 製 品 の 概 略 を把 握 す る時 有 効 と な る。 コー ド変 換 を行 う時 の イ ンデ ッ ク

ス と して も活 用 で き る。 その 他 工 夫 次第 で様 々 な活 用 が 可 能 に な る。

③ 第3要 素 と 第4要 素

こ の 部 分 は ・JANコ ー ドと酷 似 して い る。 とい うよ り,基 本 的 な考 え 方

は 同一 で あ る。 従 って,JANコ ー ドそ の もの を 持 って く るこ と も,可 能 で

あ る。 本 案 で は,要 素4に コ ー ドネ ー ム を使 え るよ うに拡 張 して い るの が 特

徴 で あ る。 これ は,POSシ ス テ ム とい う条 件 を加 えないで済 むので,可 能 に
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な って い る。

コ ー ドネ ーム を用 い れ ば,業 界 人 に と って は,日 常 使 用 して い る名 前(コ

ー ド)が そ の製 品 コ ー ドに な って い る こ と に な り ,運 用 上 の 益 が 期 待 で き る。

例)同 軸 ケ ー ブル 12345

一 ー ノ
企 業 コ ー ド

(メ ーカ ーコー ド)

十 5C-2V

－ ー ノ

コー ドネーム

④ 要 素1,要 素2,要 素3の 管 理

コ ー ド ・セ ン ター を設 定 して,管 理 す る こと にな ろ う。 な お,要 素4は,

個 別 企 業 で 管理 す る必 要 が あ る。

⑤ 長 さと フ ォ ーマ ッ ト

ー 連 の分 析 を通 じて ,結 論 され る こ とは,「 本 共 通 製 品 コー ドは,可 変 長,

可 変 フ ォー マ ッ トで のみ 実 現 で き る」 で あ る。 但 し,コ ン ピ ュー タ 処 理 を前

提 にす れ ば,「 最 大 長 を統 一 的 に制 限 す る 」 が最 低 限 必 要 で あ る。

2.3.7ま と め

前述 の第5案 の持 つ機 能 を 活 用 す る と,様 々 な バ リエ ー シ ョンに展 開 で き る。

これ らのバ リエ ー シ ョン(コ ー ド体 系 の違 い)は,コ ー ド系 識 別 子 によ り区 別

さ れ る。 有 効 と思 わ れ るバ リエ ー シ ョ ンを 図2-10に 示 す 。
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要 素1

` .標 準 体系 コード系識別子 ・[垂 司 ・ 企 業 コ ー ド 十 コ ー ドネ ー ム

特殊品

|

1̀ 十 メ ー カ ー コ ー ド 十 識 別 番 号

業界標準

規格品

メーカー標準

規格(即 納)

品

〔=ゴ ・[憂 ヨ・[:ニー・一・ト
(省 略 もあり得る。)

識 別 番 号

十

[カ ー・一・
十 コ ー ドネ ー ム

大口需要家

規格品

十 企 業 コ ー ド 十

(需 要家)

特 注 品

(オ ーダーメイ ド)

企 業 コ ー ド

コ ー ドネ ー ム

十 十

(需 要家)

号

ム

番

一

一
ネ

ダ

ド

㏄

一

－

e

オ

コ

…

図2-10第5案 の バ リエ ー シ ョ ン
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2.4コ ー ドの 全 長

2.4.1全 長 を決 定 す る要 因 と推 定 値

コ ー ドの 全長 は,第5案 で は,要 素1～ 要 素4の 和 に な る。 各 要 素 の 中 で ,

要 素3に っ い て は,既 存 の コ ー ド(例:JANコ ー ド),要 素4に つ い て は,

既 存 の コ ー ドネ ーム を 参 考 に して,お お よ その 桁 数 を求 め る こ とが で き る。

ま た,要 素2に つ い て は 既 存 の分 類 コー ド(例:JIS商 品 分 類 コー ドな ど)

を参 考 にす る こ とが 可 能 で あ る。 そ こで,要 素1を 除 く,各 要 素 の長 さ は,

以 下 の よ うに推 定 され る。

(1)要 素4(コ ー ドネ ー ム ま た は識 別 コー ド)

メ ーカ ーの広 告 な ど に 見 られ る製 品 型 番 な どを 調 査 す る と,8桁 前 後 が 多

く,大 部 分 は10桁 以 内 で あ る。

{列)CSS-20

MC-2V30

MSA30-20

MHA-200

ML-100AS

MC68020RC12A

(注1)

XB-74

0MS521

(上 下 揺 動 式 洗 浄 機)

(産 業 用 掃 除 機)

(立 形 マ ニ シ ン グセ ンタ)

(測 光 用 ア ンプ付 セ ンサー)

(コ ネ ク タ ー式 端 子 台)

(32bitマ イ ク ロCPU)

(超 硬 バ イ ト研 磨 盤)

(直 流 モ ー タ ー)

② 要素3(企 業 コ ー ド)

企 業 コ ー ドは,4～5桁 あ れ ば十 分 で あ る こ と を既 存 の 共通 コ ー ドが示 し

てい る。 構 成 文字 と して,数 字 以 外 に アル フ ァベ ッ ト大 文 字 を追 加 す る こ と

で,収 容 数 も十 分 に な る と考 え られ る。

(注 ユ)「MC」 は,企 業IDで あ る。
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(3)要 素2(簡 易 分類)

現 存 す る多 くの統 一 分 類 コー ドは,数 字4～6桁 で 構成 さ れ て い る。 本 構

想 で は,要 素1で 大 ま か な分 野 に分割 で き るよ うに な って い るの で,5桁 程

度 で,簡 易 分類 が 十分 可 能 だ と思 われ る。 ア ル フ ァベ ッ ト大 文 字 を 構 成 文 字

とす る こ とで,表 意 コ ー ド化 も可 能 と考 え られ る。

(4)要 素1(コ ー ド系識 別 子)

コ ー ド系 識 別 子 は,参 考 例 が な い。 そ こで,収 容 数 の みか ら長 さ を 推定 す

る。 コー ド系 の 種 類 は 業 種 の 数 と考 えて もよ い。 す る と,こ こ当 分 体 系 を変

更 しな い と して も,数 百 あ れ ば 十分 で あ り,3桁 とい う桁 数 が 求 め られ る。

ア ル フ ァベ ッ ト大 文 字 も用 い る こ と にす れ ば,さ らに収 容 数 は増 え る。

一 方 ,今 後 の 国 際 化 を 考 え る と,要 素1に 何 らか の 工 夫 の 余 地 を残 して お

きた い。 どの よ うな形 に な るか 現段 階 で は想 定 で き ない が,2桁 の 余 裕 を残

す こ と に よ り,か な り有 効 な 対 策 が 将 来 可 能 に な る と思 わ れ る。 従 っ て,要

素1は5桁 と推 定 す る。

(5}第5案 の 推定 全 長

上 記(1)～(4)の 分 析 に 基 づ き案5の 全 長 を推 定 す る と,下 記 の よ う に な る。

5(要 素1)+5(要 素2)+5(要 素3)+10(要 素4)+

1(区 切 り文字)×3=28≒30

す な わ ち,お よ そ30桁 に な る。

2.4.2将 来 性 へ の 配 慮

30桁 と い う数 値 は,第5案 の 体系 を 満 足 す る もの で あ るが,将 来 性 を 考 え た

場 合,若 干 不 安 の 残 る数 値 で あ る。 例 え ば,次 の よ うな例 が あ る。

例)要 素4相 当6264ALSP100(11桁)

こ の例 で は要 素1～3を 加 え て も,ま だ30桁 を超 え て い な い が,余 裕 は ほ と

一95一



ん ど ない 。

一 方 ,案5は 要 素 の種 類 を4と して い るが,さ らに要 素(要 素5)を 追 加 し

た い とい う要 望 も出 て くる と思 わ れ る。 この 場 合,区 切 り文 字(1桁)と 要 素

5の 長 さの 分 だ け不 足 す る。 そ こ で,30桁 に余 裕 分 の 桁 数 を追 加 して お く必 要

が 出 て くる。

そ の 結 果,35桁 案 と40桁 案 が 有 力 な候 補 と な る。 この 桁 数 は,本 コ ー ドの 将

(注2)

来 性 を決 定 す る重要 な値 で あ る。 今 回 は,よ り多 くの キ ャパ シ テ ィを 持 つ40桁

を最 終案 と した。 現在 の コ ン ピュ ー タ技 術 に関 す る限 り,こ の 数値 は現 実 的 で

あ る。 但 し,操 作 性 の 面 で は,か な り問題 が あ る。 そ こで,可 変 長 とい う特 色

を 十 分 に生 か した マ ンマ シン ・イ ンター フェイス の 設 定 に よ る取 扱 い 面 で の 改 善

の必 要 が,あ る と思 わ れ る。

2.4.340桁 の 妥 当 性

最 大 長 を40桁 にす れ ば,多 くの 場 合,既 存 の コ ー ドを 収 容 で き る。 しか しな

が ら,あ る業 界 の 調 査 に よ れ ば,要 素4に 相 当す る と考 え られ る部 分 の桁 数 が

25桁 に達 す る例 が あ る と 言 う。 この 場 合,要 素1か ら要 素3を 含 む 全 長 は40桁

を 超 え て しま う。

そ こで,さ らに最 大 長 を 増 や す 必 要 が 出 て く る。 次 に 険討 す べ き値 は,60桁

に な ろ う。 但 し,60桁 に した と こ ろで,日 本 中 隅 な く捜 せ ば,こ の桁 数 で も足

りな い 例 が 見 つ か る と思 わ れ る。 そ こで さ らに桁 数 を増 やす 必 要 が 出 て くる が

次 は80桁 あ る い は100桁 を 検 討 す る こ と に な り,こ れ は もはや コー ドとは言 い

難 くな る。

以 上 の こ とは,既 存 の コ ー ドの最 大 長 を求 め,こ れ を 満 足 す るよ うに 最 大 長

を定 め る とい うア プ ロー チ に限 界 が あ る こ とを示 してお り,ま た,40桁 と い う数

値 は検 討 され るべ き数 値 の 最 大 値 で あ る こ とを示 してい る。

(注2)基 準 長 が30桁 で あるか ら,2～3桁 程 度の追加 はあま り意 味が な く,35桁 ま たは40

桁 と なる。
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従 って,以 下 の よ うな結 論 に達 す る ことに な ろ う。

「40桁 は,考 え 得 る 最 大 長 の 限 界 で あ り,少 な く と も これ 以 下 の 桁 数 で な

けれ ば,広 範 な支 持 は 得 られ ない 。 」

そ して,こ れ よ り,長 い 桁数 を持 つ コ ー ドは,何 らか の工 夫 に よ り短 縮 す る

必 要 が あ る。
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2.5製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの 具体 像

第2.2項 か ら第2.4項 まで の 検 討 に 基 づ き,製 造 業 共 通 製 品 コー ドの具 体 的

姿 を ま とめ る と以 下 の よ うに な る。

2.5.1製 造 業 共 通 製 品 コー ドの 目的(定 義)

(1)本 製 品 コ ー ドの 使 用 目的

本 製 品 コ ー ドは主 と して,オ ンラ イ ンに よ る企 業 間 の デ ー タ交 換 に用 い る。

例 え ば,発 注(受 注),在 庫 照 会 な どの 取 引時 の製 品 の特 定 に用 い る。

② 製 品 の 識 別

通常 の 受 発 注 取 引 に お い て 支障 の な い レベ ル ま で識 別 で き る。 す なわ ち,

メ ー カ ー,ブ ラ ン ド名 等 は 当然 の こ と と して,価 格 決 定 に影 響 を及 ぼ す 範 囲

の項 目,製 品 グ レー ドは原 則 的 に識 別 可 能 とす る。

(3)メ ー カ ー型 番 との 関 係

本 製 品 コ ー ドは,企 業 間 で売 買 取 引 をす る時 に 現 品 を特 定 で きる コー ドと

す る。 従 って,必 ず し もメ ー カ ー型 番 で は な い が,一 致 す る こ とは あ り う る。

(4)製 品 分類 機 能

本 製 品 コ ー ドは,現 品 の特 定 を第 一 の 目的 とす る。 但 し,あ る程 度 の製 品

分類 機能 が 含 まれ る場 合 もあ る。

(5}共 通化 の意 味

こ こで言 う共 通 化 と は,

① 製 品 識別 の 共 通 化

② 同 一 製 品 に対 して,あ らゆ る企 業 が 同一 の コ ー ドを用 い る。(但 し,

企 業 間 の 情 報 交 換 時,企 業 内 で は固 有 の名 を用 い る こ と がで き る。)
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とい う意 味 と す る。

なお,同 一 製 品 であ って も,製 造 メ ー カ ー が異 な る場 合,同 一 製 品 と呼 ば な

い ケ ー ス が あ る こ とを許 容 す る。

⑥ 共通化 の方法

各企業 が,共 通ル ールに従 って作成 され た製品 コー ドを取 引 に用い るこ と

によ って,共 通化を達成す る。

共通 ル ール とは,製 造業界で共通化 に合意 した,

① 製造 業共通製品 コー ド体系

② 製造業 共通製品 コー ドの運用方 式と管理方式

であ る。

2.5.2製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの体 系(基 本枠 組 み)

(1)体 系 概 要

本 共 通 製 品 コ ー ドは,可 変 長 可 変 フ ォ ー マ ッ トの合 成 コー ドとす る(図2

-11を 参照)
。 合成 コ ー ドは,複 数 の要 素 コ ー ドに よ り構 成 され る。、各 要 素

は可 変長で あ り,そ の 要 素 が表 す 意 味 お よ び要 素 並 び につ い て は,あ る制 限 内

で 自 由 に設 定 され る。

各 要 素 を識 別 す るた め に,製 造 業 界 全体 で統 一 され た 「区切 り文字 」 を 用

い る。

ま た,第1番 目の要 素 は特 別 な要 素で あ り,製 造 業界 全体 で 統 一 的 に定 義 さ

れ る。 この こ とによ り,あ る 制 限 内 で 自 由 に設 定 され る2番 目以 後 の 要 素 を,

コ ン ピュ ー タ処 理 可 能 とす る。

なお,本 報 告 書 で は,以 下 の説 明 において,仮 に ,区 切 り文字 と して 「.」

(ピ リオ ド)を 用 い る。
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圏

要 素 の 長 さ は 可 変 で あ る

/ (最 大長は制限する)

第2要 素
●

＼
区切文字

(本 例では ピリオ ド

を用いている)

第3要 素
・ ● ● ■ ● ・ ● ● ● ◆ ●

■

第n要 素

要素数は可変である
(最 大要素数は制限する)

全体の長さは可変である
(最 大長は制限する

少なくとも40桁以下)

◎ 途中の要素の省略がで きる。但 し,

れ ていなければな らない。

省略した場合の意味が部分規約によって,規 定さ

E亜].[垂 ヨ..[三 圏

＼L
第3要 素の省略

◎ 右側の要素の省略がで きる。但 し,省 略 した場合の意味が部分規約によって,規 定 さ

れていなければな らない。

国璽].[i亟 蜀

錦3,第4要 素 の省 略

ヒ

悟3要 素1

■ 「

第 、縣1
t

___一 」

図2-11製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの構 造
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② 最 大 長

可 変 長 コ ー ドの コ ン ピュ ー タ処 理 を容 易 にす るた め,コ ー ドの全 長(桁 数

の 最 大)を 製 造 業 界 全 体 で統 一 的 に制 限 す る。 桁 数 に は,区 切 り文 字 も含 ま

れ る。

最 大 長 の 具体 的値 は,種 々 の 条件 を 考慮 して 決 定 す る必 要 が あ るが,40桁

以 下 に,押 さえ るべ き で あ る。

製 品 種 に よ って は,制 限桁 数 内 で の 製 品 コー ドの設 定 が 困難 な 場 合 も発 生

す る。 この よ う な時 は,別 の 方 策 に よ って解 決 を 図 る。 例 え ば,製 品 コー ド

は,契 約 番 号 か 単 純 識 別 番 号 と し,別 項 目 によ って,製 品 の 詳 細 を記 述 す る。

③ 使用文 字種

様 々な条件 を考慮す れば,英 数字 と一部の特殊文字 に制 限す るのが適当で

あ るが,カ ナ,漢 字 の使 用を含 めて,今 後慎重 に検討す る必要 があ る。

なお,本 報告書 の以後 の説明で は,英 数字のみ を用 いること とす る。

2.5.3各 要 素 の 意 味

(1)総 論

製 造 業共 通 製 品 コ ー ドは,要 素 の集 合 と して 構成 され る。 各 要 素 は それ 自

体 一 っの コー ドであ り,あ る意 味 を持 って い る。 要 素 と要 素 の間 は区 切 り文字

で 仕切 られ,1番 左 側 の 要 素 を 第1要 素 と呼 び,以 下順 番 に,第2要 素,第

3要 素,… … の よ うに 呼 ぶ 。

各 要 素 は,可 変 長 で あ るが,第1要 素 で特 定 され る一 つ の コー ド系 に お い

て は,固 定 長 の 場 合 もあ り得 る。

第1要 素 は,製 造 業 全体 で 共 通 の 意 味 を 持 つ 特別 な要 素 で あ り,第2要 素

以 下 は,限 られ た範 囲 で 共通 の意 味 を持 つ。 例 えば,2-12の3層 構 造 の コ

ー ドで は ,特 定 企業 間 で は,コ ー ド全体 が 共 通 の意 味 を持 ち,業 界 で は,B

の 部 分 の み共 通 の 意 味 を持 ち,製 造 業 全体 で は,Aの 部分 の み共 通 の意 味 を
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持 つ。 これ 以外 は,単 純 な識 別 子 と して認 識 さ れ る。

但 し,第2要 素 以 下 の 構 造 は,第1要 素 に よ って規 定 され て い る。 す なわ

ち,第1要 素 の特 定 の文 字 列 に よ っ て許 さ れ る第2要 素 以 下 の 構造 は,た だ

1種 類 の み 許 容 さ れ る。 この 第1要 素 に よ る識 別 に よ っ て定 ま る1種 類 の構

造 を,「 コ ー ド系 」 と呼 ぶ こ と にす る。

工で体味全意業の造通製共

コ ー

B

業界決定

業界で共通 の意味

特定 企業 間で共通の意味

繭

図2-123層 構 造 の コ ー ド

② 第1要 素

第1要 素 は,コ ー ド系 を 識 別 す る。 コー ド系 の識 別 は,「 コー ド系名 」 と

「バ ー ジ ョン番 号 」 に よ っ て行 う。

諸 般 の 事 情 を考 慮 す れ ば,コ ー ド系 名 の た め に2桁(文 字),バ ー ジ ョン

番 号 に1桁(文 字)お よ び予 備 を含 め た5桁(文 字)は,ど う して も必 要 で

あ る。

一 つ の コー ド系 が と の 第1要 素 に よ っ て識 別 され る
。 この 第1要 素 の特 定

の文 字 列 に よ っ て,特 定 の 構造 を 持 つ 製 品 コー ドが定 義 され る。 この 特 定 の

文字 列 とそ れ に対 応 す る製 品 コ ー ドの 構 造 は,製 造 業 コ ー ドセ ン タ ー に登 録

され,統 一 的 に維 持 管 理 され る。(製 造 業 コ ー ドセ ンタ ー につ い て は後 述)
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(3)第2要 素 以 下

第2要 素 以 下 は,一 つの コ ー ド系(同 一 の 第1要 素 識 別 子 を持 つ コー ド同

士)の 中 で の み 共 通 的 意 味 を 持 つ 。一 般 的 に は,業 界(業 界 間)で の検 討 に

よ り,構 造 を 決 定 す る こ と と な る。 第2要 素 以 下 の要 素 数 は,原 則 的 に は,

い く らで も増 や す こ とが で き る。

しか しな が ら,す べ て の 要 素 と区 切 り文字 を加 え た全 長(コ ー ドの 最 大 桁

数)は,少 な く と も40文 字 以 下 で な けれ ば な らな いの で,お の ず か ら制 限 さ

れ る。

2.5.4標 準 的体 系

本 提 案 にお け る製 造 業 共 通 製 品 コー ドは,比 較 的 フ リー な フ ォ ーマ ッ トで あ

る。 そ の中 で も基 本 的 な体 系 は,図2-13の よ うな形 で あ る。

「コ　∵ 縄 溝 璽」 ・
匝 塞].[i亟 ヨ[遠 き●].[三 ヨ

企業決定。腰 素 」

汎用製品(標 準規格品)

「
コー ド系 とバ ージ ョンの識別(製 造 業界共通)

第1要 素

「 企業　 ド

巨]第 ・要素

企業決定。腰 素」

特 注 的 製 品

図2-13標 準 的体 系
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2.5.5運 用

(1)基 本 的 な共 通 製 品 コー ドの 使 用 法

製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドは,企 業 内 に お け る固 有 コ ー ドの存 在 を否 定 す る も

ので は な い。 む しろ,両 者 の共 存 に よ る情 報処 理 の 高 度 化 を 想 定 して い る。

製 造 業 共 通 製 品 コー ドは,主 と して,ネ ッ トワ ー ク上 にお け る電 子 的 コ ー

ドで あ り,帳 票 上 で の 使 用 は,従 目的 で あ る。

この た め,各 企業 か らネ ッ トワー クへ 出 る時,お よ び ネ ッ トワ ー クか ら各

企 業 へ 入 る時,多 くの 場 合,変 換 が 実 施 され る。(図2-14を 参 照)

この 変 換 を 実 施 す る た め に,変 換 テ ー ブル が必 要 で あ り,こ の変 換 テ ー ブ

ル を メ ン テ ナ ンス す る た め に,コ ー ド伝 達 が必 須 で あ る。

② コー ド伝 達

コー ド伝 達 の基 本 要 件 は,以 下 の よ うに な るが,具 体 的伝 達方 法 は,今 後

十 分 検 討 す る必 要 が あ る。

① コ ー ド伝 達 を必 要 とす る時期

新 製品 を取 引す る時,初 め て の 取 引 先 と取 引す る 時,及 び 従来 取 り 引 き

して い な か った 製 品 を取 り引 きず る時,コ ー ド伝 達 が 必 要 にな る。

② 基 本 的 な コ ー ド伝 達 方 法

製 造 業界 の 取 引 は,主 と して,商 談 に よ り決 定 さ れ る ので,こ の 時,共

通 製 品 コ ー ドの伝 達 が 同 時 に行 わ れ る の が最 も望 ま しい。

この た め に,商 談 時 に,共 通 製 品 コ ー ドが確 定 して い るか,そ の 場 で 確

定で き る こ とが 望 ま しい 。

(3}共 通 製 品 コー ドの維 持 管 理

製 品 コ ー ドは ダ イナ ミッ ク な変 動 要 素 を 持 って お り,こ れ の共 通 性 を維 持

す るた め に は,適 切 な管 理 を必 要 とす る。 手 段 的 に は,「 コ ー ドセ ンタ ー」

を 設 けて統 一 的 な管 理 を行 う方 法 が,最 も現 実 的 で あ り,コ ー ドセ ン ター の
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図2-14基 本 的 な使 用方 法
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機 能 設 定(業 務 設 計)が 重 要 で あ る。

① 製 品 コー ドの 変 動 面 か らの 課 題

現 代 の よ う な科 学 技 術 の 進 歩 が著 しい 環 境 にお い て は,次 々 に新 製 品 が

誕 生 す る。 既 存 の 製 品 の 改 良 も休 み な く続 け られ る。 消 費 業界 の 多 様 化 も

影 響 す る。 一 方,輸 出立 国 とい う側 面 を 見逃 せ ない 。 海外 の ニ ー ズ に基 づ

く製 品 も多数 あ り,海 外 で の 様 々 な 変化 が,製 品 を変 化 させ る。 これ らの

変 動 が,す べ て 製 品 コ ー ドに 影 響 す る。 ス タテ ィ ックな コー ドと は一 味 違

っ た管 理 が必 要 に な る。

② 製 品 の種 類 の 面 か らの 課 題

製 品 の種 類 が どの く らい あ るの か は,種 類 の定 義 の 仕方 に よ って も違 っ

て くる が,少 な くと も百 万 種 以上 と い うの は,容 易 に 想像 で き る。

これ だ け の種 類 の製 品 コー ドを す べ て一 元管 理 す ると い うの は,非 現 実

的 で あ る。 本 構想 で は,複 数 の コ ー ドセ ン タ ーを設 け て これ を 階層 的 に組

み 合 わせ,多 元 管 理 す る こ と を提 案 して い る。(図2-15を 参 照)

③ 製 造 業 コー ドセ ン タ ー

a.管 理 項 目

製 造 業 コ ー ドセ ンタ ー は,全 体 的 管 理 を行 う機 関 で あ る(細 目の 管 理

は,業 界 コ ー ドセ ンター及 び個 別 企 業 で実 施 され る)。 管 理 項 目 は,

大 き く二 つ に分 か れ る。 そ れ は,

・ス タ テ ィ ック な全 体 規 約 の 管 理

・ダ イ ナ ミック な第1要 素 の管 理

で あ る。 全 体 規 約 の 管 理 とは,む しろ,規 約 の 周知 徹 底 を意 味 す る。

第1要 素 の管 理 で は,体 系 の管 理 と 具体 的 な文 字 列(コ ー ド)の 割 り

当 て の 二 つ が あ る。 体 系 の 管理 に お け る主 な 業務 処 理項 目 は体 系 の 変 更

で あ る。 第1要 素 は特 別 な要 素 で あ り,頻 繁 に 変 更 を 実施 す れ ば 混 乱 を

生 じる こ と に な り,一 方,変 更 を 怠 れ ば実 態 に合 わ な い コ ー ドに な る恐

れ が あ る。 そ こで,適 当 な タ イ ミ ングで 変 更 す る必 要 が あ る。 一 方,コ
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↓ ↓
「-l

l特 定取 ・1蹴 特 定取 弓1業界

1の 共 通 ルー ル の蜘 ル"IV

↓
　 　 　 　 　 　 　　

特定馴 薬司
の共通 ル ールl

L」

図2-15製 造 業 共 通 製 品 コー ドの 階層 的管 理

一 ドの割 り当 て は ,一 貫 性 を 持 った業 務 処 理 が完 全 に実 施 で き るよ うに,

ル ー チ ン ワ ー ク化 し,コ ー ドの重 複 と二 重 登 録 を 防 が な け れ ば な らな い。

b.付 帯 業 務

コ ー ド管 理 と は 直接 の 関係 はな い もの の,日 常 業 務 と して 重 要 な業 務

が い くっ か あ る。 そ れ らを以 下 に示 す。

・コ ー ド体 系 の研 究(コ ー ド論 の 研究)

・業 界 に お け る コ ー ド共 通 化 進捗 状 況 の 調 査 及 び把 握

・国 際 レベ ル に お け る コ ー ド共 通 化 の 調 査 研 究
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・そ の他,コ ー ド関連 項 目の 調 査 研 究

④ 業界 コー ドセ ンタ ー

業 界 コー ドセ ンタ ー の 業 務 は,定 期 的 な コー ドの 見 直 しと,そ の 結 果 の

報 告(各 企 業 お よ び製 造 業 コ ー ドセ ンタ ー)及 び コ ー ド表 の 整 備 が 主 な業

務 に な る。

a .定 期 的 な コ ー ドの 見 直 し

業 界 コー ドセ ン タ ーで は,通 常,第2要 素 に位 置付 け られ る比 較 的単

純 な製 品 分 類 の管 理 が 主 体 に な る。 新 製 品 が頻 繁 に 誕 生 す る以 上,こ の

分 類 科 目の 解 釈 の 変 更 と追 加 を,避 け る こ とはで きず,定 期 的 な 見直 し

が 必 要 に な る。

こ の製 品分 類 は,運 用 上 の認 識 に役 立 て る のが 目的 で あ るか ら,科 学

的厳 密性 は要 求 され ない 。 従 って,現 場 担 当 者 の 意 見 が 最 大 限 に生 か さ

れ る べ きで あ る。

b.コ ー ド表 の 整備 と配 布 な ど

定 期 的 な コ ー ドの 見 直 しの 結果,第2要 素 な ど に位 置 付 け られ る製 品

分類 は 変 化 す る こ と に な る。 そ こで,そ れ に対 応 した コ ー ド表 の 整 備 と

配布 も重要 業務 で あ る。

⑤ 個別 企 業 に お け る管 理

製品 コ ー ドを 最 終 的 に決 定 で き る の は,各 個 別 企 業 で あ る。 本 構 想 で は,

コ ー ド命 名 者 と呼 ぶ こ とにす る。 命 名 者 は,製 品 メ ー カ ーの 場 合が 多 いが,

ユ ーザ ー の場 合 もあ る。 原 則 的 に は,製 品規 格 の保 持 者 だ と考 え られ る。

命 名 者 は,コ ー ド利 用 者 全 体 の 承 認 を省 略 して単 独 で 共 通 コー ドを 決 定

で き る。 従 って,例 え 命 名 者 が コ ー ドの 重 複 とい う エ ラー を犯 して も,他

(注1)

の企 業 は なか なか ヂ ェ ックで き な い こ と にな る。 そ こで,コ ー ド命 名 者(

二個 別 企業)も,エ ラ ー を起 こさ な い よ う ,か な り厳 密 な コ ー ド管 理 が 必

要 に な る。

(注1)一 つ の コー トに 二種 以上の製品を割 り当て ること。

一108一



(4)運 用 例(コ ー ド伝 達)

前 述 した よ う に,コ ー ド伝 達 は今 後 十 分検 討 す る必 要 が あ る が,一 例 と し

て,以 下 の よ うな 方 法 が 考 え られ る。

① 汎 用 品(標 準 規 格 品),カ タ ロ グ製 品 な ど

カ タ ロ グ,パ ン フ レ ッ ト類 に,企 業 固 有 コ ー ドと共 に共 通製 品 コ ー ドを

同 時 に 表 示 す る方 法 が あ る。 共 通 製 品 コー ドは,当 然 の こ と と して,業 界

(あ る い は業 界 間)決 定 す る必 要 が あ る。

② カ タ ロ グ製 品 の一 部 仕 様 変 更

カ タ ロ グ製 品 の共 通 製 品 コ ー ドに枝 番 を付 け るな ど の対 応 が 必 要 に な る。

こ の ル ール を業 界(あ る い は業 界 間)決 定 す る必 要 が あ る。

この ル ール を巧 妙に 設 定 す れば,商 談 時 に共 通 製 品 コー ドを 設 定 す る と

い う理 想 的 状 況 が得 られ る。

③ 特 別 仕 様 品

も と も と汎 用 品(標 準 規 格 品)で な い もの に,汎 用 品 と同一 の コ ー ド体

系 を運 用す る の は無 理 で あ る。 この よ うな 製 品 につ い て は,そ れ に マ ッチ

した別 の コ ー ド系 を 適 用 す べ きで あ る。

本 共 通 製 品 コ ー ドで は,特 別 品 の コ ー ド系 バ ー ジ ョンを設 け る こ とに よ

り,こ の よ うな 状況 に対 応 で き る よ う に考 慮 され て い る。

2.5.6企 業 コ ー ド

本 製 品 コ ー ドで は,コ ー ドの ユ ニ ー ク性 を確 保 す るた め,企 業 コ ー ドを要 素

と して用 い る場 合 が あ る。 こ の企 業 コ ー ドは,製 造 業 界 共通 の コー ドで あ り,

以 下 の よ うな 内 容 で あ る。

(1)使 用 目 的

製 造業 共 通 製 品 コ ー ドの企 業 要 素 コー ドと して用 い る。
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② 基本 運 用方 式

適用 範 囲 を製 造業 全 体 と し,統 一 的 管 理 を実施 す る 。 登 録 と管 理 は,法 人

に対 して 割 り当 て る コ ー ド(文 字 列)の 決 定 も含 め て,す べ て,製 造 業 コー

ドセ ンタ ーで 行 う。

㈲ 法 人 の 定 義

・原則 と して ,一 法 人 に対 して 一 つ の コ ー ド(文 字 列)を 割 り 当 て る。 この

場 合 の 法 人 と は,常 識 的 な法 人 とす る。 従 って,登 記 上 の 一 法 人 に対 して,

二 種以 上 の コ ー ドが 割 り当 て られ る可 能 性 は,ゼ ロで は ない 。 逆 に,未 登 記

の 企 業 に対 して も,必 要 で あ れ ば,企 業 コ ー ドを 付 与 す る こ とが 可 能 で あ る。

(4}コ ー ド体 系

① 長 さ(桁 数)

最 小3桁,最 大5桁 の 可 変 長 とす る。

② 使 用 文 字

英 数 字 とす る。 但 し,第1文 字 は必 ず 英 字 と し,か つ,文 字 列 内 に必 ず

1文 字 以 上 の数 字 を 含 む もの とす る。

例)

Sl41All

⑤ 登 録 商 標 に つ い て

5文 字 以 内 の英 字 に よ る登 録 商 標 を保 持 して い る企 業 に対 して は,そ の 商

標 を 企業 コ ー ドと して 登 録 す る こ とを認 め る。

6文 字 以 上 の英 字 に よ る登 録 商標 に っ い て は,5文 字 以 下 に圧 縮 した もの

に つい て の み,登 録 を 認 め る。 こ の場 合,既 登 録 済 の 他 の企 業 の コー ドと同

一 に な らな い こ とが 条 件 で あ る。
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2.6既 存 の 標 準 手 順 との 関 係

2.6.1製 造 業共 通 製 品 コ ー ドとJ手 順,全 銀手 順 な ど との 組 合 せ

本 構 想 に よ る製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドを,既 存 の標 準 手 順(J手 順,全 銀 手 順

な ど)と と もに用 い る こと は,当 然 可 能 で あ る。 但 し,コ ー ド長 に関 し て,考 慮

す べ き問 題 が あ る。

(1)J手1順 との 組 合 せ

J手 順 にお け る流 通 業 関 係 の フ ォ ー マ ッ トで は,13桁 の 商 品 コー ド(JA

Nコ ー ド)が 定 義 され て い る。 製 造 業 共 通製 品 コー ドは,最 大40桁 の可 能 性

が あ るの で,流 通 業 の 商 品 コー ドを 置 き換 え る ことが で き な い。 従 って,新

た に,製 造 業 界 用 の フ ォ ー マ ッ トを 開 発 しな けれ はな らな い。

② 全銀 手 順 との 組 合 せ

全 銀手 順 で は,金 融 関 連 で 用 い る た め の フ ォ ーマ ッ トは 定 義 して あ るが,

製 造 業 界 用 の フ ォー マ ッ トは定 義 され て い ない。 従 って,製 造 業 界 用 の フ ォ

ー マ ッ トを新 た に 開発 しな け れ ば な らな い
。

(3)固 定長 フ ォ ーマ ッ トに お け る可 変 長 コー ドの取 扱 い

J手 順,全 銀 手 順 と も に,固 定 長 フ ォー マ ッ トを基 本 に して い る。 固 定 長

フ ォー マ ッ トで は,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの た め の エ リア は,40桁 を必 要 と

す る。 しか しな が ら,こ の こ と は,製 造 業 共通 製 品 コ ー ドの 長 さ が常 に40桁

とい う こ とを意 味 しな い 。

製 造 業 共 通製 品 コ ー ドは,40桁 以 内で あれ ば,自 由 に長 さを 決 め られ る。

例 え ば,区 切 り文 字 を 含 め て,20桁 だ った とす る。 この場 合,40桁 の エ リア

の 左 側 の20桁 に,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドは格納 され,右 側 の20桁 は例 え ば 空

白 で 満 た さ れ る(図2-16を 参 照)。 す なわ ち,全 長 を40桁 に 合 わせ るた め,

不 足 部 分 に 空 白 を埋 め込 む。 この よ うな 方法 は,か って は シス テ ム効 率 上 の
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全 長(40桁)

A1200.T8.A2471.0124× △ △ △ △ △

有 効 部 分(20桁)一 一ーー 一 一→ 寸

1△ △ △ △ △1△ △ △ △ △1△ △ △ △ △

図2-16製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの固 定 フ ォ ーマ ッ トへ の展 開

無 駄 と して評 価 され た が,今 日の ハ ー ド,ソ フ ト環 境 で あれ ば,致 命 的無 駄

に な る こ とは な い と考 え る。

2.6.2米 国ANSlX.12規 格 と の 組 合 せ

米 国ANSIX・12規 格 は,企 業 間 に お け る トラザ ク シ ョン ・デ ー タ伝 送 の

た め の,ビ ジネ ス プ ロ トコル で ある。 この 規 格 で は,す べ て の デ ー タ項 目 は,

可 変 長 に な って い るので,本 構 想 の 製造 業 共 通 製 品 コー ド(可 変 長)を 効 率 よ

く送 る こ とが で き る。 但 し,デ ー タ項 目の 区 切 り文 字 と して,「*」(ア ス タ

リス ク)を 使 って い るの で,コ ー ドを構 成 す る文 字(使 用 文字 種)の 中 に,ア

ス タ リス ク を含 め て はな らな い。

なお,ANSIX.12の 詳 しい規格 は,規 格 書(英 文)が 市 販 され て い る ので,

そ ち らの 方 を参 照 され た い。
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2.7実 現 と普 及 の た め の ス テ ップ

前 節 まで に示 した新 しい 製 造 業 共 通 製 品 コー ドは,一 つ の 試 案 で あ る。 この

試 案 は,今 後 関 係 者 に よ る 十 分 な検 討 が な され た の ち,必 要 な修 正 が 施 され た

上 で,実 際 に運 用 され る こ と を期 待 して ま とめ た もので あ る。

以 上 述 べ た こ と が 実行 され る た め に,製 造 業 共通 製 品 コ ー ドを整 備 して い く

体 制 な り機 構 が 必 要 で あ る。 本 節 で は,こ れ らに つ いて述 べ る。

2.7.1コ ー ド体 系,運 用 の 最 終 決 定 と 製造 業 界 で の合 意

本 構 想 は,製 造 業 共 通 製 品 コー ドの 大枠(基 本 的 枠組)に っ い て検 討 した 結

果 で あ り,詳 細 に っ いて は,こ れ か ら検 討 しなけ れ ばな らな い。 詳 細 の検 討 過

程 で は,製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドを実 際 に使 う現場 の意 見 及 び実 際 の業 務 処 理方

式,さ らに は ネ ッ トワ ー ク化 後 のオ ン ライ ン取 引 が充 分 に考 慮 さ れ な けれ ば な

らな い 。

この た めの 検 討 組 織 で は,特 別 な工 夫 が必 要 で ある。 製 造 業 共 通 製 品 コー ド

の 関 係 者 は極 め て 多 く,そ れ らが一 堂 に会 して検 討 す る こ と は,実 行 不可 能 で

あ る。 そ こで,各 企 業,各 業 界 の関 係者 の意 見 を 吸 収す る方 法,も し くは 「場 」

を どの よ うな形 で設 定 す るか な ど は,極 め て重 要 か つ難 しい課 題 で あ る。

一 つ の 方 法 と して ,従 来 の枠 組 み で あ る業 界 単 位 に ア プ ロー チ す る方 法 が あ

る。 この 方 法 は,既 存 の 業 界 団 体 を足 が か りにす る こ とが で き るた め,考 え得

る 中で 最 も実 現 性 の高 い方 法 の一 つ で あ る。 問 題 は,本 来,製 造 業 界 の 中を業

種 を超 え て横 に拡 が る製 造 業 共 通 製 品 コー ドを,い か に して,縦 割 り構 造 の 既

存 の業 界 で検 討 す るか に あ る。

次 に重 要 な課 題 は,検 討 され た製 造 業 共 通 製 品 コ ー ド案 に つ い て,な るべ く

多 くの製 造 業 界 で 支 持 を取 り付 け る こ とで あ る。 支 持 を取 り付 けれ ば普 及 が 約

束 され る わ け で は な いが,逆 に支持 を得 られ な い コー ドが普及す ることは,ほ とん

ど ない 。 この 支 持 を取 り付 け るた め の 「場 」 が ま た重要 に な っ て くる。 参 考 ま

で に,米 国 な ど に お け る 合意(コ ンセ ンサ ス)の 取 り方 の 一 方 法 を 示 す と以 下
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の よ うに な る。

米 規 格 協 会(ANSI)は 純 民 間組 織 で あ るが,米 国 内 に お け る規 格 設 定 のサ

ポ ー トを行 って い る。 規 格 原 案 を 作 成 で き る組 織,団 体 に つ い て,特 別 な 制 限

は な い。ANSIに 持 込 まれ た規 格 原案 は,常 識 的 な審 査 を 受 けた 後,所 定 の

フ ォー マ ッ トに書 き直 され,一 般 公開 され る。一定期間,一 般 公 開 され た 後,そ

の 間 に寄 せ られ た意 見 ・提 案 に 沿 っ て原 案 を修 正 し,必 要 で あ れ ば もう一 度 公

開す る。 反 対 意 見 が 減 少 した と こ ろで,コ ンセ ンサ スが 得 られ た と して,原 案

は,米 国規 格 と してANSIに 登録 され る。 登 録 され た 規格 の ドキ ュ メ ン トが

わが 国 で も入手 で き るの は,周 知 の と お りで あ る。

最 も,ANSIで は,登 録 さ れ た 規 格 の 普 及 に つ い て は,そ れ 程 サ ポ ー ト して

い な い。 とい うよ り も,米 国 内 で は,標 準 規 格 を 採 用 す るか ど うか は,あ くま

で も各 個 別 企 業 の 自主 判 断 に委 ね て い る。 この あ た りの考 え 方 を含 め て,な お

検 討 すべ き こ とは 数 多 い。

2.7.2新 コ ー ドへ の 移 行 に つ い て

新 しい製 造 業 共 通 製 品 コー ドの 詳 細 が確 定 し,製 造 業 界 で 合 意 が 得 られ れ ば,

次 に新 コー ドへ の 移 行 が 必 要 に な る。

この た め の作 業 は,想 像 を 越 え る大 掛 りな 作 業 で あ る。 従 っ て,た だ 単 に 製

品 コ ー ドの変 更 だ け を実 施 す る の は,あ ま りに も非効 率 的 で あ る。 本 構 想 で は,

ネ ッ トワー ク化(取 引 の オ ン ラ イ ン化)と 製 品 コ ー ドの 変 更 を組 み合 わせ て,

少 しで も効 率化 しよ うと い う方 向 を考 慮 して い る。

取 引 の オ ン ラ イ ン化 とい って も様 々 な形 態 が考 え られ るが,効 率 的 な オ ン ラ

イ ン化程,従 来 の 業 務 処 理 方 式(帳 票 ベース)と は異 な っ て くる。 この差 異 を 利

用 して,従 来 の 製 品 コ ー ドを 使 う取 引 と新 しい製 造業 共 通 製 品 コ ー ドを 用 い る

取 引 とを 分離 す るの が狙 い で あ る。 す な わ ち,一 度 に製 品 コー ドを変 更 す るの

で は な く,少 しづ っ 新 コ ー ドへ 切 り換 えてい くわ けで,あ る一 定 期 間(か な りの

期 間)の 間 は,従 来 の 製 品 コ ー ドと新 しい製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドを併 用 す る こ

一114一



とに な る。

以 上 は,基 本 的 な考 え 方 で あ り,実 際 の 移 行 は,様 々 な工 夫 と多 くの 関 係 者

の 協 力 な しに は 実 現 し得 な い大 作 業 で あ る。 こ の た め に は,製 造 業界 の 多 くの

関 係 者 の意 識 が,平 均 して 高 くな らな けれ ば な らな い。 こ こで も,全 体 と して

コ ン セ ンサ ス を得 る こ とが,非 常 に重 要 で あ る。
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第3章 製 造業 共通 製品 コー ドの検討 を終え て

産業情 報化推進セ ンターで は,昭 和60年 度か ら製品 コー ドの調査 を開始 し,

本年度(昭 和61年 度)に は,製 造業 の製品 コー ド共通化 に的 を絞 って分析を進

めた結果,一 つの試案 を まとめ るに至 った。 この試案 にっ いて は,既 に第1章

及び第2章 で 紹介 した。 これ らの成果 は,通 商産業省 を始 め とす る各界 一 特

に製造業界 一 関係者 の惜 しみないご支援 ・ご協力 に支え られて,組 み立 て ら

れた もので ある。

このよ うな画期 的 とも言え る各業界有 識者の協力体制 の中で,現 在 考 え得 る

最善の案を とりまとめたつ も りで はあるが,我 々の想像 を超 えた問題点が残 っ

てい る可 能性を否定 しえない。 これ らにっ いては,今 後本試案 を公 表 し,各 方

面か ら寄 せ られ るで あろ う指摘事項 を一つ一つ チェ ック して い く過程 で,抽 出

し解決 を図 ってい く必要 があ ろう。

また,検 討の過程 で,有 効 な提 案 で あ る に も拘 わ らず,時 間的 あ るいは物

理的諸々の事情 で,本 試案 に とり入れ ることが出来ず,今 後の考慮事項 と して

保留 にな った項 目も数多い。本報告書 を終え るに当 り,こ れ らの いわ ば積 み残

しの項 目を,ま とめて本 章で示す。 それ らの意見 ・提案 には,今 後製造業共通

製品 コー ドの詳細 を検討 して いくうえで,必 ず考慮 されなければな らない重要

な項 目が多数含 まれ てい る。

本 章に寄せ られたそ れ らの貴重 な意見 ・提案 を新 たな糧 と して,産 業情報化

推進 セ ンターで は,今 後 と も製造業共通製品 コー ドの細 目を詰 める作業及 び製

造業界へ の普 及 ・啓蒙 策 を実施 し,我 が国 の製造業界の製品 コー ドの共通化 に

寄与 してい きたい と考え てい る。
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3.1コ ー ドを 含 む ビ ジ ネス プ ロ トコJL
.共通 化 の 必 要 性 と推 進 に関 す る課 題

3.1.1現 状 に対 す る 認 識

我 々 の お か れ て い る産 業 界 の 電 子 計 算 機 を中 心 とす る情 報 化 は ,企 業 内中 心

の動 きか ら企 業 対 企 業 の いわ ゆ る企 業 間 ネ ッ トワ ー ク化 へ と拡 大 さ れつ っ あ る。

これ を効 率良 く双 方 の 企 業 にメ リ ッ トを もた らすよ うに運用す る為 に は ,使 用 さ

れ る機 器 類 や シス テ ムの 「相 互 運 用 性」 を確 保 して お く必要 が あ る。 この 認 識

に立 って こ れ に係 わ る問 題 点 の具 体 的把 握 と そ の 整理 を可 能 な 限 り実施 して お

くべ きで あ ろ う。

3.1.2企 業 間 ネ ッ トワ ー ク化 の 波

企業 間 の情 報 交 換 を効 率 良 く行 う ため には取 引 に係 わ る デ ー タの 交 換 を オ ン

ライ ン化 す る こ とが 望 ま しい。 こ の ニ ーズ は 最 近 増 大 しつ っ あ り,企 業 双 方 の

メ リ ッ トを求 め て,そ の ネ ッ トワ ー ク化 が進 め られ っ っ あ る。 この 波 は今後 ま

す ます 高 ま り加 速 され るで あ ろ う。 これ は,各 社 各 様 の構 想 に よ って 実 施 され

て い く傾 向 が 強 く,こ の ま まの 方 法 で 進行 す る事 は業 界 全体 に も大 きな 災 い を

残 す こ とが 懸 念 され る。 即 ちネ ッ トワー クの重 複 投 資,多 端 末 現 象 等 の 問題 が

現 出す ることであ る。 この よ うな災 い は 出来 る 限 り防 が ね ば な らな い が,こ れ を

一 企業 で 実 行 す る こと は不 可 能 で あ り何 等 か の形 で 業 界 と して の 「ま とま りの

場 」 を設 け,こ の なか で 標準 化 出 来 る ものを 真 剣 に討 議 し,そ の 具 現 化 の道 を

見 い 出 して い く必 要 が あ る。 通 商産 業 省 で の 各 種 研 究 会 で もこれ 等 の問 題 が 取

り上 げ られ 「産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー」 に よ る 「製 品 コ ー ド共 通 化 」 の テ ー マ

は 当 をえ た もの で あ り,こ れ に参 画 出 来 た こ と は誠 に 意 義 深 くい い経 験 に な っ

た と感 謝 して い る。 この テ ー マ は 簡単 に 結 論 の ま とま る もの で は な いが,今 後

業 界 等 で の 検 討 の場 で この 知 識 が生 か せ れ ば と考 え て い る。

3.1.3取 り上 げ るべ き 標 準 化 テ ー マ

上 記 の よ うな現状認識 とネ ッ トワー ク化 の波 とを考 え る と,早 い機 会 に 業界 に
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於 け る検 討 の 場 を設 け る必 要 が あ った が,我 々 の電 子部 品 業 界 で は 日本 電子 機

械 工業 会 の 部 品 運 営 委 員 会 内 に 「取 引 シ ス テ ム研 究 会」 を置 き,こ こで標準化 に

つ い て の 検 討 を行 うこ とに な った。 この 研 究 会 に参 加 したの は16社 で あ った。

メ ンバ ー の 実 情 を知 る為,各 社 に ア ンケー ト調 査 を した結 果,オ ンラ イ ン化 の

実 施 状 況 は次 の 通 りで,

現 在 実 施 中 一6社

〃 計 画 中 一6社

〃 計 画 な し 一4社 と な った 。

計 画中6社 は,62年10月 頃迄 に は 実 施 しよ うと予 定 して い る こ とが 判 っ た。 実

施 中 の6社 も これ か らと い う段 階 に あ り,適 用 業 務 も受 注 や 検 収,在 庫 と い っ

た 限 られ た範 囲 の もの で あ り,相 手 も主 要 取 引 先 に絞 られて いる。 このよ うな模

索 状 態 の 現 状 か らは 将 来 の 問 題 点 を 考 え る よ り も,む しろ純 粋 にオ ン ラ イ ン化

に よ り,業 務 の ス ピー ドア ップ や 省 力 化 によ るメ リットと同 じよ うに,標 準 化 に

よ る メ リ ッ トを 期 待 して い る会社 も数 社 あ った 。 しかしそのよ うな会社 もこの 研

究会 に参 加 し各 社 との意 見 交 換 を 行 って い くに従 って,こ の ま まで は重 複 投 資

や 多 端 末 現 象 を招 く恐 れ が あ り,出 来 る限 り標 準 化の働 きか け を 今 か ら して お

く必 要 が あ る とい う こ とを感 じ取 るよ うにな って来 た。VAN会 社 の 見学,セ ッ

トメ ーカ ー か らの オ ン ライ ン化 の将 来 構 想 を聴 く機 会 等 も設 け,徐 々 に 研 究会

メ ンバ ー の 認 識 度 合 を高 め て い った。

そ の 結 果,業 界 と して 取 り上 げ るべ き標 準 化 テ ーマ と して次 の 通 り の ま とめ

を み た。

① 通 信 プ ロ トコル の標 準 化

既 存 の プ ロ トコル(JCA,全 銀,MNS等)を 含 め,2～3の プ ロ ト

コル を 定 め 標 準 化 す る方 向 。

② 電 子 伝 票 フ ォー マ ッ トの標 準 化

伝 票 種 別,記 載 項 目,製 品 コー ド,割 当 て桁 数 と1順位 。

③ セ キ ュ リテ ィ ー対 策,パ ス ワ ー ドの再 検 討 。
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④ デ ー タ送 受 時 間帯 の 集 中,分 散 の 取 決 め方 。

⑤ 標 準 化 に必 要 な行 政 的 解 決手 段 と働 き か け。

⑥ 総 合 ソフ ト開発 の為 の 費 用 問 題 。

以上 のよ うな標準化 テーマ を セ ッ トメ ー カ ー に も提 示 し,い たず らに企 業 競 争 に

走 ることの ないよ う,部 品 業 界 と して そ の 検 討 を依 頼 した。 また,部 品業界 と して

も この 標 準 化 テ ー マ を研 究 会 内 に の み と どめ る こ とな く,機 会 あ るご とに取上 げ,

積 極 的 に 検 討 を 加 えて い く こと を 確 認 した 。 丁 度 こ の時 期 に 「産 業 情報 化 推 進i

セ ン タ ー」 か ら 「製 品 コー ド共 通 化 」 につ い て の検 討 の場 が 出来 る と聞 き,浅

学 を 頼 りみ ず 参 加 させ て頂 い た。 委 員 会 は委 員 長 を は じめ 各 界 の有 識 者 の 方 々

で あ り,こ れか ら直面 す るで あ ろ う我 々の 問 題 点 を,そ の経 験 か ら十 分 先 取 り

して,的 を得 た 御 意 見が 多 く大 い に 参 考 に な った。 いず れ にせ よ この テ ー マ は

誰 も反 対 す る 者 は い な い は ず で あ るが,"総 論 賛 成各 論 極 め て難 しい"と い

うの が 実 感 で あ り,我 々が 企 業 と して 営 業 面 か ら もこの共 通 化 問題 は大 い に メ

リ ッ トあ りと そ の意 味 を深 く認 識 は して も,実 際 の 取 引 の上 で 如何 にそ れ を 具

現 化 して い け るか は,は な は だ 自信 の 持 て な い もの に な って来 て しま うの は残

念 な こ とで あ る。 しか し 「製 品 コ ー ドの 共 通 化 」 は営 業 面 か らみ て も,企 業 間

ネ ッ トワ ー クを 組 んで い く上 で,極 め て 大 き な メ リ ッ トを 期待 出 来 る テ ー マで

あ るだ け に,こ れ を各 企 業 に ゆ だ ね る こ と な く,「 産 業 情 報 化 推 進 セ ン ター」

の よ うな 第 三 者 的 立 場 に あ る と こ ろが その イ ニ シ アチ ブを と って 業 界 全 体 の標

準 化 推 進 へ と導 い て も ら うこ と を 切 望 した い。 勿 論 我 々 もそ の 相 互 メ リッ トを

求 め て 業 界 活 動 へ と拡 げて い くべ く協 力 を 惜 しむ もので は な い 。

3.1.4VANに よ る営 業 シス テ ム の 推 進

情 報 の 正 確 か っ迅 速 な相 互 交換 が 今 後 の 企 業競 争 を優 位 に 展 開 出来 る キ ー ポ

イ ン トで あ る と言 って も過 言 で は な い時 期 に 来 て い る。 企 業 に と って営 業 面 拡

大 の 手 段 と して,こ のネ ッ トワー ク 構 築 に力 を 入 れ よ う とす るの も当然 の事 で あ

る。 従 って そ こ に は,資 金 力 ・技 術 力 ・人 材 面 で 強 力 な優 位 を 保 つ 大 企 業 を 中
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心 と した 一 方 的 押 し付 け に よ るネ ッ トワ ー ク化 が 進 む の は否 め な い事 実で あ る。

この ような方 向は,受 身 の 企業 に と って は 多額 な 投 資 を必 要 とす る営 業 シス テ ム

とな り,メ リ ッ トは 生 じな い。 そ こで 昨今 のVAN(付 加 価 値 通 信 網)に よ る

新 営 業 シス テ ム を構 築 す るこ と に よ り双 方 に メ リ ッ トを もた らす 考 え 方 が 進行

中 で あ る。VANを 介 す るこ とに よ り受 身 の 企 業 もその 投 資 額 を抑 え る事 に な

り,よ りメ リッ トが生ず る。相互 メ リ ッ トを生 む もの を営 業 面 か らみ てみ る と,

図3-1の よ う な図 式 が 望 め る。

見 積 依 頼

発 注

検 収

支 払

営

業

部

門

お

得

意

様
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V
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(レ

1( )

見 積 回 答

納 期 回 答

納 品

出 荷 実 績

請 求

< 製

造

部

門

図3-1相 互 に メ リッ トを生 む デ ー タ交 換

この よ うなVANに よる新 シス テ ムの 運 用,管 理 を ス ム ー ズ に進 め る為 に は,

出来 るだ け標 準 化 され た業 務 に な って い る方 が 実 施 に移 し易 い。 そ こ で我 々 は

前 記 の 「取 引 シス テ ム 研 究 会 」 に於 い て,オ ン ラ イ ン化 を前 提 と した新 しい取

引 契 約 を 進 め て 行 く上 で,問 題 点 を 明 確 に して 今 後 そ れ の 改 善 に 注 力す べ
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き事 項 を,次 の 通 り ま とめ,発 注 側 に 提示 し検 討 を依 頼 した 。

① 債 権 債 務 の確 定 時 点 につ い て 。

② オ ン ライ ンに よ り交 換 さ れ た デ ー タ相 互 で の 累 差 チ ェ ッ ク方 法(特 にV

AN加 工 時)。

③ ハ ー ドダ ウ ン,回 線 ダ ウ ン等 トラ ブ ル発 生 時 の 対 応 と経 理 処 理 。

④ オ ン ライ ンの 為 の 費 用 分 担 の 原 則 。

① 機 器 類 ② ソ フ ト開 発 費 ③ ラ ンニ ン グ コ ス トの 分 担

⑤ 内示 発 注,ま とめ 発 注 の取 り決 め 方 。

⑥ 企 業 間 稼動 日の 異 差 調 整 に つ い て 。

⑦ 運 用 責 任 者。

これ 等 事 項 は,発 注 側 で も十 分 そ の意 味 す る と こ ろを 理 解 して も ら う こ とに な

り,や は り 日本 電 子 機 械 工 業 会 の 委員 会 で 各 社 揃 って 検 討 して くれ る事 を約 し

た。 この 事 例 は業 界 と して も大 変 な 前 進 で あ り,過 去 に例 を み なか った事 と し

て 各方 面 か ら注 目 され た 。 この 全 て の 提 示 項 目が 完 全 に 解 決 され る と は思 わ れ

ないが,少 な くともその標準化 への考 え方 が受 け止 め られ,テ ー ブル の上 に 乗 せ ら

れ た こ とは,こ れ 迄 受 身 の 立 場 に あ った もの と して は 大 い に意 を 強 く させ られ

る もの で あ る。 これ は,オ ン ライ ン化 の 機 運 が 高 ま って い る タ イ ミング の良 い

時 期 で あ った 事 もさ る こ と なが ら,通 産 省 や 推 進 セ ンタ ー に よ る標 準 化 推 進 の

姿 勢 が 大 き な イ ンパ ク トに な って い る こ と は皆 の 認 め る と こ ろで あ る。 我 々 も

今 後VANに よ る営 業 シ ス テ ムを 推 進 して い くに あ た って,「 製 品 コ ー ド共 通

化 」 で 検 討 した事 項 を 遵 守 して い き た いが,需 要 者 側 も供 給 者 側 も相 互 に メ リ

ッ トが出 るよ うに メ ンテナ ンス して い く事 は なか な か 難 しい こ とで はあ る。 我 々

の電 子 部 品 は技 術 革 新 の頻 度 と進 歩 が 早 く,オ ー ダ ー 製 品 に つ い て は,機 能,

形 状,特 性 等 需 要 者 や供 給 者 の 固有 の ア イ デ アを もと に設 計,開 発 した もの が

多 く占有 権 的 色 彩 が 濃 い 。 従 って逸 早 く他 社 に知 らせ る事 は(共 通 製 品 コー ド

の 申請,伝 達)む しろ回 避 した が る傾 向 を もって いる。 しか し市 場性 の 高 い汎 用

規格 品 で は共 通 製 品 コ ー ドの 有 効 性 が強 く な る。 例 え ば 共 通 製 品 コ ー ドで何 処
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の メ ー カ ー か らも在庫 照 会可 能 と な れ ば,共 通VAN使 用 に よ り 自社 内 の 在 庫

削 減 計 画 に も反 映 させ られ る こ と にな り,営 業 面 か らもそ の 存 在 が 意 味付 け ら

れ る こ と に な ろ う。

3.1.5業 界 と しての展開

これ迄 に記述 した通 り,こ の標準化問題 は各企業共総 論 に於 いて は賛 成で あ

る。 しか し現 実問題 と して,実 行す るにあた っては諸々の問題点 が発生 し障害

となる事 が多 い。 この障害 を少 しで も除 く為 には業界全体 の総意で 解決 にあた

らなけれ ばな らない。今回 の 「産業情報化推進 セ ンター」 の 「製品 コー ド共 通

化」をテーマとした検討委員 会 を契機 と して,業 界 あげて の標準化運 動に展 開 さ

れて いくことを強 く要望 したい。

幸 い日本電 子機械工業会で はその重要性 を認識 し,「 意 見集約の場 」 と して

「オ ンライ ン化取引対 応委員会」(仮 称)の 設置 を検討中で ある。 ここで 需要

者 も供給者 も一体 とな って真剣 に業界標準化 の話 し合いが行わ れ合意 形成 を図

る場 とな ってい って も らいたい もので ある。 その為に も利害関係 のない外部有

識者の協力 が必 要であ り,「 産業情報化推進 セ ンター」 のバ ックア ップ を望 み

たい。

以上,コ ー ド調査研 究を顧み て思いつ くままに記 したが この検討 を第一 ステ

ップと して,業 界全体 が 引続 き解決への努力 を行 ってい くよ う微力 なが ら頑 張

りたい。 おわ りに御尽 力願 った事務局,WGの 皆 さんに感謝 の意 を表 したい。
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3.2ビ ジネ ス プ ロ トコル の共 通 化 と コー ドの 共 通 化

3.2.1は じめ に

今 日 の 日本 経 済 が 高 度 に急 成 長 した 現 象 は,全 ての 産 業 界 が あ らゆ る努 力 を

結集 し,生 産 性 の 向 上,合 理化 の 推 進 等 が 展 開 さ れ た結 果 で あ ろ う。 こ の急 成

長 の プ ロセ ス の中 で,時 を 同 じ く して,コ ン ピ ュー タが 出現 した 事 で あ る。 コ

ン ピュ ー タが 一 般 的 に使 わ れ始 め,事 務 処 理 用 の計 算 機 と して誕 生 して,20余

年 を 経 過 して い る。 この 間 に,そ れ ぞれ の 企 業 が そ の企 業規 模 の 大 小 を 問 わ ず

に コ ン ピュ ー タを 導 入 し,事 務 用 計 算 機 と しての シス テ ム化 が推 進 され て き た。

ス タ ー ト時点 で は,各 企 業 共 に 基 本 的 業 務 で あ る給 与 計算,受 注 デ ー タ管 理,

生 産 管理,資 材 発 注 業 務,売 上,仕 入,会 計 処 理 と言 った実 績 業 務 を 中 心 と し

た基 幹 シス テ ムが コ ン ピ ュー タ化 され た 。 この よ う に,企 業 内 の シス テ ム化 に

`着 手 して ,自 社中心 の機械 化,す な わ ちEDPSが 確 立 さ れ て い くこ と にな る。

コ ンピ ュー タの 出 現 で,従 来 か らの 商 い,企 業 間 の取 引 につ い て,情 報 の 取

扱 い が大 幅 に変 化 して きた 。 企 業 と企 業 の 間 で は,デ ー タ交 換 も,徐 々 に ニ ュ

ー メ デ ィア の 開発 や ソ フ トの提 供 に よ り ,コ ン ピュ ー タ を使 って の 情 報伝 達 と

言 うネ ッ トワ ー ク化 へ と急 変 して き てい る。 昔,コ ンピ ュー タ が利 用 され て い

な い時 は,注 文 や 手 配 業 務 は,全 て伝 票 を起 伝 す る こ とで 始 ま り,そ の伝 票 が

取 引の 媒 体 と して使 用 され た。

と こ ろが,コ ン ピ ュ ー タ を使 用 す るよ うに な って,次 の段 階 で は,コ ン ピュ

ー タの 媒 体 で あ る紙 テ ープ や80欄 カ ー ド,磁 気 テ ー プ,フ レキ シ ブル デ ィス ク

等 を 利 用 す る形 に発 展 して きた 。 さ ら に,今 日で は情 報 関連技術 の 目覚 ま しい発

達 と,通 信 回線 の 利 用技 術 の開 発 と が一 体 とな り デ ー タ交 換 技 術,す な わ ち 情

報 ネ ッ トワー クが,オ ン ラ イ ン化 さ れ,大 企 業 は もとより,中 小企業 で も大 部 分

が,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムを 中 心 と した情 報 管 理 体 制 を 確 立 させ つ つ ある。

3.2.2製 品 コー ド共 通 化 の 意 味

(1)情 報 の構 成 と そ の手 段
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企 業 間 で の取 引 や 商 い を行 う場 合,そ の取 引 に伴 う情 報(デ ー タ)の 伝 達

や,受 入 れ を上 手 に処 理 す るた め に,そ の 業務 処 理 の手 順 や 規 約 が 必 要 とな

る。 この意 味 か らして,ビ ジネ ス プ ロ トコル は,情 報 を伝 え る媒 体 の帳 票 類

や そ の デ ー タの 中 味 を 表 現 して い る コー ド類,デ ー タを 構 成 す る デ ー タフ ォ

ーマ ッ ト等 を考 え るべ きで あ る
。 特 に 問 題 と な るの は,使 用 され る指 定伝 票

で あ る。 指 定納 品 書 と して,取 引先 単位 に決 め られ た様 式 の もの や コ ン ピ ュ

ー タか ら出 力 され た 帳 票 ,ま たは直接 コン ピュータに入力 す る媒 体 が 使 用 され

て い る。

納 入 とい う作 業 で 事 務処 理 工 数 がか か り,処 理 手順 が 煩 雑 と な って い る。

取 引 先 別 に こ の手 続 や 帳 票 が 異 な る こ と,帳 票 類 が不 統 一 で あ る こ とが標 準

化 を 阻 害 して い る大 き な要 因 と考 え られ る。 客 先 で あ り,取 引先 と言 う以 上,

指 定 され た伝 票 は 必 ず 納 入 す る際,現 品 に 添付 す る こと が義 務 付 け られ て お

り,納 入 者 が勝 手 に変 更す る こ とは,許 され な い。

最 近 の 傾 向 と して,通 信 回線 の 自 由化 と,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム と して

の ハ ー ドの 安価 も手 伝 っ てか,受 注 情報 を始 め と して,そ の他,取 引上 の必

要 な情 報 を オ ン ライ ンを利 用 して 送 受信 す るケ ー スが 増 加 して い る。 情 報 交

換 の手 段 と して,情 報 関 連 機 器 や シス テ ム相 互 間 を 円滑 に運 用 す る事 は,重

要 で あ り,情 報 の精 度 向上 や,処 理 の迅 速 性 と言 う点 で は結 構 で あ り大意 に

メ リッ トもあ る。 と こ ろが 反 面,オ ン ライ ン端 末 機 は,シ ス テ ム 単 位,す な

わ ち導 入 す るオ ン ライ ン ・シス テ ム別 に異 なる 機 種 とな って しま う。 設 置 さ

れ る端 末 機 は,A社,B社,C社 と い うよ うに異 機種 の もの で あ る。 この よ

うな 現 象 が 多 く発 生 す る こ とが 予 想 され る。

② 標 準 化 へ の 期 待

消 費 財 の 流通 分野 で は,部 分 的 に 伝 票 の統 一 化 が進 め られ て お り,デ パ ー

トや チ ェー ンス トア ーで は,OCR帳 票 や タ ー ンア ラウ ン ド方 式 に よ る伝 票

で,共 通 取 引先 コー ドや 共 通 商 品 コ ー ドを使 用 してい る。 も し製 造 業 界 に お
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い て も この よ うな共 通 化 が 実 現 され,帳 票 類 の標 準 化 が実 施 され る と我 々 の

部 品 メ ー カ ーで は,ま ず 第一 に社 内 伝 票 の 共 通 化 が可 能 とな る。 す な わ ち,

納 入 す る際 に使 用 す る伝 票 を 社 内伝 票 と同 一 化 で きる。 この事 は,起 伝 か ら

転 記 とい う手順 が 起 伝 の みで 済 む た め,転 記 ミス を防止 でき ること,ま た人手

によ る処 理 工 数 を省 く こ とに な る。 帳 票 類 が 統 一 され る とす れ ば,伝 票 の保

管方 法 の上 で も,取 引 先別 に整 理 され る し,伝 票 サ イ ズ も同 じに な り,標 準

的 な フ ァイ リ ング シス テ ムが確 立 で き る。伝 票 を作 成,印 刷 す る 費用 も各 客

先 別 に み る と膨 大 で あ り,標 準 化 に よ り その コス ト低 削 を 図 る こ と も考 え ら

れ る。

以上 の よ うに,帳 票 類1っ を対 象 に して検 討 して み て も1つ の標 準 化 が 生

み 出す 効 果 は大 き く,総 合 的 に経 費 の 節 減 に結 び つ く こ とは 明 らか で あ る。

この事 が,デ ー タ交 換 す るた め の フ ォ ーマ ッ トの 共 通 化 に 結 び つ き,標 準

的 な デ ー タ の デ ザ イ ンを 設 計 で き る こ と に な る。

最 近,納 入 に使 用 す る帳 票 も,コ ン ピュ ー タで ア ウ トプ ッ ト(取 引 先 の 指

定 フ ォー マ ッ ト用紙)さ れ た もの にな りつ つ あ る。取 引先 が変 るごとに ラ イ ン

プ リン タ ー用 紙 を 交換 す る こ と と な る。 標 準 化,共 通 帳 票 と なれ ば,セ ッ ト

交換 す る工数 も不 要 と な る。 現 状 で は,我 々部 品 メ ー カ ー は,取 引 先別 に全

て納 入伝 票が異 な ってお り,記 載 項 目 も各 社 各 様 の 状 況 で あ る。 情 報 源 とな る

製 品 コー ドにつ い て も,客 先 が 指 定 した コー ドが そ の ま ま表 示 され て お り,

受 注 した 製 品 が 同 じ品 物 で も,取 引 先 に よ って表 示 コ ー ドは異 な って い る。

食 料品 等 の 業 界 で はJANコ ー ドが 普 及 して お り,13桁 で 商 品 を表 わ す 事 を

標 準 と して い る よ うで あ る。

しか し,製 造 業 界 で は この よ うなJANコ ー ドは使 用 され て お らず,バ ー

コー ド表 示 を使 用 しで い る と して も,企 業 独 自で 設 定 した もので あ る。 この

よ うに,部 品 メ ー カ ー と して は,前 述 した よ う に,取 引 先別 に指 定 され た製

品 コ ー ドを そ の ま ま受 け入 れ て,社 内的 に変 換 し,社 内で の コー ド体 系 に コ

ンバ ー ジ ョン して い るの が現 状 で あ る。 製 品 コ ー ドの構 成 は,不 統 一 で あ り
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最小 は2桁 か ら最 長 は18桁 に至 って い る。 コー ド体系 の共 通 化,標 準 化 は,

営 業 面 か らの み で な く,管 理 面 か ら も大 意 に 成 果 を生 み 出す もの と して,期

待 した い。

取 引上 の受 発 注 に 関 す る情 報 と して,デ ー タ を1つ の フ ォ ーマ ッ トに設 計

し,客 先 よ り デー タ伝 送 さ れ るよ うに な って きて い る。 伝 送 に つ い て は,流

通 業 界 のJ手 順 に 基 づ い て,伝 送 制 御 手 順 と と も に,送 受 信 を 決 め て い る ケ

ー スが 多 くな って い る。 デ ー タ交 換 と い う ケー ス が流 行 して お り,ネ ッ トワ

ー ク シス テ ムを 利 用 し ,受 注 デ ー タが1っ の フ ォ ーマ ッ トで 送信 され る。 こ

の デ ー タ交 換 され るデ ー タの レコ ー ド項 目の 構 成 や配 列 も,取 引 先 に よ って

そ れ ぞ れ 独 自で 設 計 さ れ た もの で あ る。 受 信 す る 方で は,取 引 先 別 に 指 定 さ

れ た フ ォ ー マ ッ トで 受 け取 り,社 内 で 使 用 す る生 産 管理 や 納 入 管 理等 の シス

テ ムに 適 用 す べ く,コ ンバ ー ジ ョンを行 うため の ソフ トを 用 意 す る必 要 が あ

る。

こ の コ ンバ ー ジ ョンの ソ フ トに っ い て も,取 引 先 がA社 ～J社 迄 あ る と,

10通 りの コ ンバ ー ジ ョン ソ フ トを 開発 し,そ の っ ど,該 当 す る ソ フ トを 使 用

して コ ンバ ー ジ ョン作 業 を行 うこ と とな る。 も し,デ ー タを 送 受 信 す るた め

に フ ォ ー マ ッ トが統 一 され,項 目や レコ ー ド等 も共通 化 され る な ら,ま ず デ

ー タ変 換 用 の ソ フ トが 標 準 化 さ れ ,数 多 くの コ ンバ ー ジ ョン ソ フ トは不 要 と

な る。 さ らに コ ンバ ー ジ ョン用 ソ フ ト開 発 費 を 大 幅 に低 減 で き る し,余 分 な

開 発 工 数 も不要 と な る。 こ の よ う に,営 業 政 策 と して利 用 して い る情 報 の 中

の1っ を 挙 げ て み て も,情 報 伝 達 と して の ビジ ネ スプ ロ トコル の 標 準 化 は,

ど れ程 の成 果 に 寄与 す るか 計 り知 れ な い。

製 造 業 界 の 中 で も,鉄 鋼,石 油 化 学,自 動 車,電 気 機 器 関 係 等 の 大 手 企 業

を 中心 と して そ れ ぞ れ の 分 野 に属 す る部 品 業 界 で も,コ ン ピュ ー タ利 用 技 術

は,急 激 な発 展 を示 してい る。 生 産 管 理 お よ び製 造 部 門 を 中心 と して,各 社

が 自前 の ネ ッ トワ ーク を 使 って 大 規 模 な オ ン ラ イ ン ・シス テ ムを 確 立 して い

る。 企 業 間 で の オ ン ラ イ ン化 が 進 む に従 って情 報 伝達 の即 時 性 は あ るが,シ
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ス テ ム 間で の 整 合 性 には 問題 が 発 生 す る こ とが予 想 され る。

しか し,ネ ッ トワー ク 化 は,こ れ か ら主 役 とな る テ ーマ で あ り,企 業 と し

て は避 け て通 れ な い。 どん な 形 態 と して も,積 極 的 に参 画 す る事 が 使 命 と考

え ね ば な らな い。

3.2.3本 構 想 の 実 現 可 能 性 に つ い て

製 造 業 に お け る製 品 コー ドの 共通 化 は,必 要 で あ り,何 らか の 方 法 で 推 進 す

る事 が 重 要 と判 断 す る。 大 企業 で は,す で に シ ス テ ム化 が 完 備 して お り,今 さ

ら製 品 コ 三 ド化 の必 要 性 が ない と判 定 され る か も知 れ な いが,今 昔 の情 勢 変 化

す な わ ち,円 高 現 象 に対 す る産 業 界 の 対 応等 と して の,海 外 進 出 と言 った 問題

か らみ て も日本 国 内 の問 題 で片 付 け られ な い状 況 へ と変 化 して き て い る。 中小

企 業 に対 して も,ま た部 品メ ーカー と して も,極 力 合 理 化 を進 め,コ ス トダ ウ ン

す る事,VA,VEへ の 要 請 が 高 ま って い る。

製 品 コー ドの共 通 化 は,ま ず 業 界 単 位 に で も調 整 を行 い,出 来 る 部 分 か らス

タ ー ト,試 行 す る事 が 必 要 で あ る。 我 々 部 品 メ ー カ ー の 中で も,業 界 の 協 会 へ

働 きか け て,ま ず,協 会 内 に共 通 コ ー ド化 推 進 の小 委 員 会 を設 け て も らい,専

門 部 会 と して 活動 す る事 を 提 言 した い。 協 会 と して検 討 テ ー マ に 挙 げ る事 で,

その 業 界 内で の情 報 交 換 上 役立 た せ る こと が,製 品 コー ドを生 か す1っ の ス テ

ップ と考 え た い。

現 在,立 案 され て い る製 品 コ ー ドの各 要 素 に っ い て も,ま ず,第 一 要 素 と し

ての 「業 界 の識 別 」 を設 定 し,ル ー ル化 す る。 基 本 コー ドと して の 維 持 管 理 す

ると こ ろ を設 置す る必 要 が あ ろ う。 製 造 業 界 の 中 に は,こ れか ら シス テ ム化 を

進 め よ うと す る中小 企 業 も多 くあ り,営 業上 の製 品 コー ド化 が決 定 され て い る

とす れ ば,コ ン ピュ ー ダ ・シ ス テ ム も,汎 用 性 の あ る ソ フ トを そ の ま ま利 用 出

来 る し,自 社専 用 の ソ フ ト開 発 も不 要 と な る。

今 後 新 規 に 開 発 しよ うとす る シス テ ム は,当 委員 会 が 提案 して い る コ ー ド体

系 とそ の レ コー ド長 を考 え た フ ォー マ ッ トに して お く こ とが,製 品 コー ドの共
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道 化,ま た は 標 準 化 へ の 足 掛 り と な ろ う。

コ ン ピュ ー タ に よ る あ らゆ る情 報 管 理 が 進 歩 す る以上,何 らか の 体 制 を整 え

る必 要 性 が あ る。 最 近 は,コ ン ピュ ー タの ハ ー ド面 の コス トは大 幅 に安 くな っ

て お り,記 憶 媒 体 の コ ス トも安 い か ら,製 品 コー ドの桁 数 の 多少 の 増 加 も心 配

す る必 要 はな い。 我 々 が 今後 シス テ ム 化 を行 う場 合,共 通 製 品 コ ー ドと言 うテ

ー マ を常 に 意 識 し,情 報 交 換 と して の オ ン ライ ン化 に上 手 に便 乗 出 来 る事 を前

提 に した い。

今 回 の 立 案 され た コー ド化 案 が,実 現 出来 る事 を願 う もの で あ る。
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3.3取 引 に伴 う デー タ 交換 と 製 品 コー ド共 通 化 の 課 題

3.3.1電 線 業 界 の現 状

電 線 業 界 の横 断 組 織 と して の 日本電 線 工 業 会 は1948年 に 発 足 した 電 線 工 業

ク ラブの 組 織 を継 承 し,1951年 に組 織 さ れ た。 そ の 年設 立 され た調 査 統 計 委

員 会 は業 界 統 計 資 料 の整 備 に着 手 し,需 要 部 門 及 び電 線 品 種 の コ ー ド化 を い ち

早 くと り上 げ,品 名 の記 号 化 と合 わ せ て現 在 の 業 界 統 計 の 基 礎 と な り業 務 を

1953年4月 よ り実 施 して い る。 品 名 コ ー ドに っ い て は その 後 時 代 の 変化 に応

じて1959年4月 に大 改 正,1977年4月 に大 改 正,1987年4月 に 再 び大 改

正 を行 って い る。 この業 界 統 一 コ ー ドに よ る統 計 業務 は,大 手6社 はMTを,

他 の160社 は 所定 用紙 に 記 入 した もの を 日本 電 線 工 業 会 に提 出す る こ と に よ っ

て な され て い る。

この統 一 コ ー ドの 問 題 点 は以 下 の 如 くで あ る。

①1959年 の 改正 よ り1977年 の 大 改 正 まで 長 期 間手 直 しが な か っ たた め

各 社 が 独 自 に新 製 品 の コー ドを追 加 して お り,改 正 コ ー ド体 系 に素 直 に つ

い て い け な か った社 が 多 い。

② 最 大 公 約 数 的性 格 を 持 って い る た め情 報 量が 不 足 し,そ の ま まで は社 内

コ ー ドと して は使 え な い。

③ 新 製 品 が登 場 す る つ ど新 しい コ ー ドを制 定 す る シス テ ムが 出来 て い な い。

しか しなが ら曲 りな りに も統 一 コ ー ドを所 有 して い る こ と は,こ れ を発 展 させ れ

ば容 易 に完 全 な統 一 コ ー ドを 制 定 し得 る こ と を意 味 して い る。

3.3.2他 業 界 との 情報 交 換 の 現 況

激 増す る デ ー タ と,処 理 の迅 速 化 へ の 要 請 は種 々 の障 害 があ るに もか かわ らず,

オ ン ライ ン化 あ る い はバ ッチ 処理 へ と着 実 に歩 み始 め て い る。

(1)NTTと の デ ー タ授 受

NTTの 開発 した システ ムと,端 末 に よ り注 文 デ ー タが オ ン ライ ンで 受信 さ

れ,製 造 完 了 後 には検 査 結 果 デ ー タ をNTTに 送 信 して い る。 ま だ 部 分 的 な
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シス テ ムで あ り,か つ 完 全 にNTT方 式 で 受信 さ れ る ので 一 旦 フ ロ ッ ピー に

落 し,小 型電 算 機 に て 自 社方 式 に 変 換 した 後 に利 用 して い る。

② 自動 車 会 社 よ りの 納 入指 示

A自 動 車 会 社 よ りオ ン ライ ンで ワ イヤ ー八 一 ネス の 納 入 指 示 が 工場 に 入信

してい る。 型 番 は先 方 の もの を 使用 して い る の で 変 換 す る必 要 は な く,そ の

ま ま工 場 で 生 産 ・納 入 に利 用 して い る。

(3)問 屋 ・代理 店 との 直 結

在 庫 照 会,製 造 手 配,在 庫 品 出荷 手 配,納 期 照 会 等 の 営 業 シス テ ム の オ ン

ラ イ ン端 末 を 有 力 問 屋 に設 置 し,事 務処 理 の 迅 速 化,合 理 化 を実 現 し てい る。

この場 合 の あ らゆ る コ ー ドはす べ て メ ー カー の もの を 使 用 して い る。 一 方,

問屋 ・代理 店 に は独 自 の コ ー ドとシ ス テ ムが あ る場 合 が 多 く・ メ ー カ ーの コ

ー ドを使 う こ と は余 分 な負 担 と な っ てい る
。

(4)関 連 会 社 との デ ー タ交 換

発 注,納 品,設 計,検 収 等 の デ ー タを オ ン ラ イ ン も しく はバ ッチ にて 交 換

してい る。 コー ドは問 屋 ・代 理 店 の場 合 と同 じ く,す べ て メ ー カ ーの もの を

使 用 して い る。

以 上 に よ り明 らか な如 く,得 意先 か らの デ ー タ はす べ て 得 意先 方 式 で,関

連 会 社,問 屋 ・代 理 店 へ の デー タはす べ て メ ー カ ー方 式 と な って お り,ま さ

に力 関 係 を浮 き彫 り に して い る。

3.3.3製 品 コー ド面 か らみ た情 報 化 の 問 題 点

電 線 業界 に於 け る電 算 化 の歴 史 は極 め て古 く,最 も古 い会 社 は約30年 前 に遡

る。 それ だ け に各 企 業 の コー ド体 系,及 び それ に伴 う ソ フ トの蓄 積 は膨 大 な も

の に達 す る。 前 述 の 如 く他 業 界 と の情 報 交 換 は 漸 くその 緒 に っ き,オ ン ライ ン
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あ る い はバ ッチ 処 理 さ れ る もの が 次 第 に増 加 しっ っ あ り,更 に い くつ か の社 か

ら接 続 の打 診 を 受 け て い る。 何 れ の場 合 も互 い に 自 らの コ ー ド,ソ フ トに手 を

つ け る こ とは 多大 の 経 費 を 必要 とす る ので,当 事 者 の強弱 によ り使 用 コー ドが

決 定 され る こ とは 疑 う余 地 の ない と こ ろで あ る。 こ の た め接 続 す る企 業 が 増え

るご とに相手先 コー ドとの 変 換 ソ フ ト作 成 を余 儀 な くさ れ て い る。

一 方 ,最 近 に至 って 情 報 機 器 メ ー カ ーが グル ー プ の 企業 を集 結 したVANを

構 築 す る動 き が 出 て き て い る。 即 ち富 士 通,日 電,日 立 そ の他 の 有 力 メ ー カ ー

が 中核 とな り,グ ル ープ 内各 企 業 へ 参 加 を 呼 びか け始 め て い る。 これ に参 加 す

る こ と にな れ ば否 応 な しに プ ロ トコル を統 一 せ ざ る を得 ず,同 一 業 界 とい う立

場 で は な く グル ー プ単 位 に よ る統 一 コ ー ド,統 一 プ ロ トコル が 整 備 され る こ と

に な ろ う。 業 界 統 一 コ ー ドの制 定 が 可 能 で あ って も得 意 先 との 力 関係 で 使 用 困

難 が予 想 され る こ とか ら,グ ル ー プのVANに 参加 して 標 準 化 を 推 進 す る こ と

の方 が よ り現 実 的 で あ るか も しれ ない。 た だ この場 合,情 報 機 器 メ ーカ ー の グ

ル ー プ と は異 質 の 会 社,例 えばNTT ,NHK,旧 国 鉄,電 力会 社,電 気 工 事

社 等 と接 続 す る場 合 ど うす べ きか の 問題 が あ る。 電線 会 社 に と って何 れ も重要

得意 先 で あ るだ け にむ ず か しい 問 題 と なろ う。

3.3.4製 品 コ ー ド統 一 の 意 義

各 業界 あ る いは グル ー プ に 於 て統 一 コ ー ドが完 成 され た 場 合,自 社 コー ドへ

の 変 換 ソ フ ト一 本 で あ らゆ る企 業 と接 続 可 能 と な り,経 費 節 減 は 計 り知 れ な い

もの とな ろ う。 更 に は 自社 コー ドを統 一 コ ー ドその もの に して,変 換 の手 数 を

省 く こ と も考 え られ よ う。 そ の 他 考 え られ る効 用 と して は,以 下 の こ とが 考 え

られ よ う。

① 受 発 注,売 上,検 収 業 務 の速 度 向 上 。

② 問屋 ・代 理 店 を含 め た在 庫 管 理 が 可 能 と な る た め の 在 庫 量 圧 縮 。

③ 得 意 な製 品,不 得 意 な製 品 の メ ーカ ー間,相 互 受 発 注 が 可 能 とな り,小

ロ ッ ト品 の集 中 と併 せ,製 造 の 分 担 が 可 能 とな る。

,
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④ 支 払 の 相 殺 が 可 能 に な る こ とに よ る資 金需 要 の減 少 。

⑥ グ ル ープ 内 企 業 の ホ ス トコ ン ピ ュ ータ の相 互 利 用 に よ る コ ン ピュ ータ 使

用 効 率 の 向上 。

⑥ 最 も川 下 に あ って 弱 い 立 場 に あ る企 業 の負 担 軽 減。

3.3.5コ ー ド統 一 の実 現 の 可 能 性 につ い て

い まや 社 会 の 情報 化 は た いへ ん な速 度 で 進 展 しっ つ あ り,そ の 速 さ と拡 が り

は数 年 前 に は考 え られ な か った程 で あ る。 十 年一 昔 とい う言 葉 は既 に過 去 の も

の に な って しま った と言 え よ う。 あ らゆ る企 業 に於 て コ ン ピ ュ ータ に よ る処 理

は必 要 不 可 欠 の もの とな って お り,更 に は外 部 と の接続 も次 第 に数 を増 して 社

会 に定 着 しっ つ あ る。 こ う した 情 報 化 の進 展 の た め に は ビ ジネ ス プ ロ トコル,

そ の 中で も品 名 コー ドの統 一 は 避 けて 通 れ ない 問 題 で あ り,か つ 情 報 化 社 会 で

生 残 る条 件 で もあ ると言 え よ う。

この度 提案 され た共 通 製 品 コー ドは,従 来 の枠 組み に捉 われ ぬ 画期 的 な もの

で あ り,実 現 す る可 能 性 の極 め て高 い もの といえよ う。 しか しなが ら統 一 コ ー ド

の採 用 に っ い て はす べ て の 会 社 が 小 異 を捨 てて 大 同 にっ く必 要 が あ り,か つ不

退 転 の 決 意 と並 々 な らぬ 努 力 の 継 続 を 必 要 と しよ う。 具 体 的 に は各 社 トップ の

決意 と明確 な意 志 の 伝 達 を 必要 と しよ う。 各 社 実 務 担 当 が総 論 賛 成,各 論 反 対

で 会 議 してい て は統一 コ ー ドの制 定 は む ず か しい。

電 線 業界 の 場合,現 在 保 有す る統一 コー ドが わずか3桁 で あ って,全 くの 情 報

量 不 足 に な って い る と は言 え,第2要 素 以 降 に必 要 情 報 を追 加 す る こ と に よ っ

て 比 較 的容 易 に完 全 な体 系 を作 る こ とが 出来 る と思 う。 要 は そ れが 社 会 的 に 認

め られ るか ど うか で あ る。 全 く観 点 を変 え て統 一 コー ドの代わ りに記号 をそ の ま

ま コ ー ドと して使 うの は ど うで あ ろ うか 。 電線 が 極 く特 殊 な もの を 除 い て記 号

で 取 引 され るよ うにな っ て か ら既 に久 しい もの が あ り,今 で は カナ 湿 りの 冗 長

な 日本 語 に よ る正 式 品 名 で 呼 ば れ る こ と は,全 くと言 っ て よ い 程 な いの が 現 状

で あ る。
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(例)CV

PEW

CPEV

架 橋 ポ リエ チ レ ン絶 縁 塩 化 ビ ニ ル シ ー ス 電 力 ケ ー ブ ル

C:CrosslinkedPolyethylene

V:PolyViny}Chrolide

ポ リ エ ス テ ル エ ナ メ ル 銅 線

P:Polyester

E:Enameled

W:Wire

市 内 対 ポ リ エ チ レ ン絶 縁 塩 化 ビニ ル シ ー ス ケ ー ブ ル

C:City

P:Pair

E:Polyethylene

V:PolyVinylChrolide

こ う した記 号 を コ ー ドと して そ の ま ま使 用 す れ ば コ ー ドブ ック を ひ も と く必 要

は な く,誰 で も正 しい品 名=品 名 コ ー ドを 記 入 す る ことが可能 となり,ま た意 味

無 数 字 の列 と異 な り目で見 て直ちに理解 出 来 る大 きな 特徴 を持 って い る。 勿 論 誤

っ た品 名 を記 入す るこ とのない よ う,品 名 一 覧 表 を完 備 す る こ と が必要 とな る。

特 にNTT仕 様 の通 信 ケ ー ブル の 如 く簡 略 化 され た 記号 を 正 式 品 名 と して い る

もの につ い'ては,尚 更 に記 号 を その ま ま品 名 コ ー ドと して 使 用 す る こ とが 適 当

で あ ろ う○

最 後 に ど の よ う な コー ド体 系 を作 るに して も,業 界 ご とに コ ー ドを メ ンテ ナ

ンスす る機 関 を設 置 して,新 製 品 コ ー ドの 制 定 を迅 速 に行 うこ とが必 要 で あ る

こ と は言 を侯 た ない 。

●
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3.4製 造 業 製 品 コー ド共 通 化 の 意 義 と実 現 上 の 課 題

3.4.1製 造 業 にお け る製 品 コ ー ド共 通 化 の 意 義

(1)物 流 デ ー タ交換 上 の 製 品 コー ド共 通化 の意 義

製 品 は一 般 的 に

一 般 名 称(ま た は/及 び商 品 名)+〈 規格 名称 〉+〈 仕 様 〉

で 特 定 され る。 規 格 は単 な る社 内 規 格 の 場 合 もあ れ ば,JIS或 い は 業界 標

準 が 定 め られ てい る場 合 もあ る。 仕 様 と は規格 以 外 の 製 品 を特 定 す る ため の

細 目で,色,サ イズ,包 装 形 態,製 造 ロ ッ トナ ンバ ー等 種 々の 要 素 が 考 え ら

れ る。

と ころ で 物 流 デ ー タの 交 換上,コ ー ド変換 が必 要 と な るの は一 般 名 称 ま た

は 商 品名 の 部 分 で あ って,そ れ 以 下 の部 分 は取 引先 と して は 製造 メ ー カ ーの

表 示 を そ の ま ま受 入 れ る こ とで 何 ら差 し支 え ない と思 わ れ る。 何 故 な らば 取

引 先 が そ れ 以下 の部 分 に特 別 の分 類 コー ドを付 して分 類 す る必要 性 は まず な

い と考 え られ る か らで あ る。 規 格 の 部 分 で分 類 す る必 要 が あ る とす れ ば,そ

れ はJISや 業 界規 格 が 定 め られ て い る場 合 で あ り,そ の場 合 は規 格 名 称 を

を その ま ま受 入 れ れ ば よ い 。

したが って,規 格 以 下 の 部 分 は フ ォー マ ッ トの統 一 の問 題 で あ って 製 品 コ

ー ドの共 通 化 の対 象 と は な らな い と考 え られ る
。 この よ うに考 え る と物 流 デ

ー タ交 換 上 は ,製 品 コ ー ドの 対 象 は一 般 名 称部 分 だ け で よ く,そ の 場 合望 ま

しい コ ー ドは既存 の 分 類 名 称 や 既存 の コ ー ドを取 り入 れ る こ とに よ り,コ ー

ド設 定,管 理 の 手 間 を極 力 小 さ く し,ま た変換 テ ー ブル を極 小 化 で き るよ う

な もの が 望 ま し く,企 業 別 コ ー ドを 要 素 と して含 ま な い もの が よ い。

も う一 つ 考 え られ る こ と は,発 注 元 と して はで き るだ け少 ない 桁 数 の表 示

で 製 品 を 特 定 で きれ ば 発 注 時 の手 間 が 省 け る。 例 え ば バ ー コー ド台 帳 が あ り,

そ れ を バ ー コ ー ドリー ダ ー で読 ませ る こ とに よ り製 品 を 特 定 で き れ ば発 注 の

手 間 は少 な い 。 しか し,そ の よ うな コ ー ドや台 帳 を 整 備,管 理 す る手 間 を考

え る と,そ こ まで の コ ー ド化 が 望 ま しい と は言 え な い で あ ろ う。
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② 製 造 面 で の製 品 コ ー ド共 通 化 の 意 義

JANコ ー ドの 成 功 は,デ ー タ交 換 時 の変 換 を 容 易 化 す る こ とに よ って で

は な くバ ー コ ー ド化 と ソ ー ス ・マ ー キ ングを 実 現 し,そ れ に よ ってPOS端

末 によ る単 品 管 理(受 払 管 理)を 可 能 に した こ とに よ る。 製 造 業 にお い て も

その よ う な場 が 考 え られ るな ら単 品 を 識 別 し うる コ ー ドが望 ま しい こ と にな

る。

製 造 業 にお い て は 自動 化 倉 庫 或 い は 多 数 の 部 品 を扱 う倉庫,多 数 の 工業 薬

品 を扱 う研 究 所 等 に 似 た よ うな ニ ーズ が 存 在 す るか も しれ な い が,多 分何 ら

か の 形 で 既 に単 品 管 理 が で きて お り,小 売 業 に お け る よ うな ニ ー ズ は存 在 し

な い と考 え ざ るを え な い 。

3.4.2本 構 想 の 実 現 可 能 性 に 対す る 考 察

本 構想 は,製 造 業 に お け る製 品 コ ー ドにつ いて 普 遍 的 な枠 組 み を与 え よ う と

す る もの で あ り,そ の 目的 を 特定 して い な い。 した が って,分 類 コー ドも単 品

識別 コ ー ドも受 入 れ う るよ うな もの で なけ れ ば な らず,こ の よ うな多 段 要 素,

可 変長 を可 とす る もの にせ ざ るを え ない 。 しか し,こ れ が受 入 れ られ,定 着 す

るた め に は,そ れ だ け の メ リッ トが な け れ ば な らな い。 上 記 で 考 察 した よ うに

そ の よ うな場 が普 遍 的 に存 在 す る とは い え ない 以 上,そ の考 察 は業 界 ご と,或

い は限 られ た 製 品 分 野 ご とに さ らに 突 っ込 ん で行 わ れ る必 要 が あ ろ う。

ま ず,既 に規 格 化 の 進 ん で い る業 界 や 製 品 も存 在 す る。 そ の よ うな 業界 や 製

品 につ い て この枠 組 み を適 用す る こ とが 第 一 で あ ろ う。 次 に よ り普 及 させ るた

め に は一 般 名 称 の コ ー ド化 を 図 れ ば ほ ぼ 目 的 を果 たす よ う な業 界 にお い て,ど

の よ うな既 存 の 分類 名 称 な り,分 類 コ ー ドを取 り込 め ば早 期 に製 品 コ ー ドの 共

通化 が 可 能 か を考 察 し,'そ の 実現 を 図 るべ きで あ る。

第 三 に,上 述 した よ うに デ ー タ交 換 に お け る コ ー ド変 換 の簡 素 化 以 外 に製 品

コ ー ド共 通 化 の メ リッ トが,ど の分 野 の ど うい うと こ ろに想 定 され る の か を 広

く業 界 ご とに分析 して もらい,明 らか にす る こ とが 必 要 で あ ろ う。
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目 的 が デ ー タ交 換 の効 率 化 だ け だ とす れ ば,そ こ には製 品 コー ドの 共 通 化 だ

けで な く,広 く ビ ジネス ・プ ロ トコル 全 般 の標 準 化 が問 題 とな る。 事務 手 続 き

や フ ァイ ル ・フォ ー マ ッ トの 統 一 な しに製 品 コー ドだ けが 共 通 化 さ れ て もあ ま

り意 味 が な い。 した が っ て製 品 コ ー ド共 通化 の イ ンセ ンテ ィブ は弱 い もの とな

らざ る を え な い。 しか し,一 方 ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル統一 上 に製 品 コ ー ドと取

引 先 コー ドの 統一 が 一 つ の ポ イ ン トに な る こ と も事実 で あ り,こ の統 一 が で

きれ ば ビ ジネ ス ・プ ロ トコル統 一 へ の 気 運 が大 き く開 け るで あ ろ う。 本 研 究 が

そ の第 一 歩 と して各 業 界 で の 真剣 な 取 組 みが な され る こ とを 切 に望 み た い 。
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3.5製 造 業 共 通 製 品 コ ー ドの効 果 を 高 め る た め の 一 提 案

3.5.1本 構 想 に対 す る印 象

近 年 に お け る情 報化の 目覚ま しい進展 は,コ ン ピュ ー タの ハ ー ドウ ェア面 で の

技 術 革 新 に伴 う低 価格 化 に負 うと こ ろ が大 きい 。 か っ て は,コ ン ピ ュ ー タ とい

え ば 大 企 業 に しか 導 入 で きなか った もので あ るが,そ の低 価格 化 に よ り,中 小

企 業 か ら個 人 経 営 の会 社 に 至 る まで,そ の費 用負 担 力 に応 じて,ま た,業 務 態

様 に応 じて,あ た か も デパ ー トや ス ーパ ーで 買 い物 をす る ご と く自 由 に選 択 す

る こ とが で きる。

4～5年 前 に始 ま ったOA化 の ブー ム も今 で は沈 静 化 し,定 着 化 の段 階 に入

って きて い る。 こ の結 果,事 務 が ど の程 度効 率 化 され た かの 評 価 は と もか く,

パ ソ コ ンや ワ ー プ ロ と い ったOA機 器 が,ど この オ フ ィス で も見 られ る よ うに

な った の は確 実 で あ る。

ま た 他 方 で は,コ ン ピュ ー タ の利 用 技 術,通 信 技 術 の 向上 に よ り,そ の利 用

方 法 も点 か ら線 へ,線 か ら面へ と広 が って き て い る。 い わ ゆ る コ ンピ ュー タ の

ス タ ン ドア ロ ン型 利用 か らネ ッ トワ ー ク型 利 用(オ ン ライ ン利 用)へ の展 開 で

あ る。 こ の オ ンラ イ ン シス テ ム は従 来 企 業 内で 運 用 され てい た が,公 衆 電気 通

信 法 の 規 制 の緩 和 に よ り,取 引相 手 相 互 間 で の いわ ゆ る異 企 業 間 オ ン ラ イ ンシ

ス テ ム(企 業 間 ネ ッ トワー ク)の 導 入 や 中 小 企業 の た めの 共 同VANの 展 開 が

活 発 化 して き てい る。

そ の 結 果,こ の 数 年 間 で 多 種 多 様 な 企 業 間 ネ ッ トワー クが続 々 と 出現 して き

た 。 「ネ ッ トワ ー ク社 会 」 が始 動 し出 した とい う感 が あ る。 しか し,ハ ー ド,

ソ フ ト面 で の ネ ッ トワ ー ク化 の 前 に解 決す べ き大 き な課 題 が横 た わ って い る。

ネ ッ トワ ーク形 成 に参 加 す る企 業 集 団 の 中 で,各 企 業 が 独 自に 開 発,使 用 して

い る書 式,コ ー ド,デ 三 夕 エ レメ ン ト,デ ー タ交 換 フ ォー マ ッ トな ど の いわ ゆ

る ビ ジネ ス プ ロ トコル の調 整が 大 き な ネ ック とな って い る。各 企 業 ご と に異 な

る ビ ジネ ス プ ロ トコル を用 い て デ ー タ交 換 を行 う場 合,そ れ らの 変 換 の ため に

多 大 の人 的,物 的 資 源 を必 要 とす るで あ ろ う。
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したが って,ビ ジネ スプロ トコルの標準化は,ネ ッ トワ ー ク形 成 に 先立 って 実 施

す る こ とが 望 ま し く,か っ,そ の標 準 化 は,デ ー タ交換 処 理 を ス ム ー ズ に 行 う

上 で 必 要 不 可 欠 な こ とで あ る。 こ れ らの標 準 化 の効 果 は,ネ ッ トワ ー ク内 に と

ど ま らず,ネ ッ トワー ク外 との,あ るい は他 の ネ ッ トワ ー ク との デ ー タ交換 を

行 う場 合 に も波 及す るで あ ろ う。

この重 要 な時 期 に,当 産業 情 報 化 推 進 セ ンタ ーが,そ の 事 業 の一 環 と して ビ

ジネ スプ ロ トコル の1つ で あ る共 通 製 品 コ ー ドの 標 準 化,統 一 化 の 作 業 を 行 う

こ と は時 宜 に遭 っ た もの で あ る と言 え る。

もち ろん,フ ァ ッ シ ョ ン性 の 高 い 製 品 コ ー ドの統 一 な ど は容 易 で は あ る まい。

メー カ ー は,毎 年 毎 年 そ の 商 品 の 売 上 向 上 を狙 っ て新製 品 を発 表 す る。 当然 の

こ と なが ら,製 品 コ ー ド=製 品 を特 定 化 す るた めの ユ ニ ー ク な もの とす る な ら

ば,そ の(コ ー ドの)ラ イ フサ イ クル は 非 常 に短 い もの と な らざ る を得 な い の

で は な い か。 とす れ ば,そ れ らの 変 化 の激 しい 製 品 コー ド付 番 の た め の適 当 な

桁 数 の 割 り当 て,ま た コ ー ドの 新 設,改 廃 の た め の,そ して 外 部 か らの照 会 に

応 え る とい った 機 能 を 果 たす ため のセ ンターの設立 も コー ドの 円 滑 運 用 に は欠 か

せ な い重 要 な ポ イ ン トで あ ろ う。 加 え て,共 通製 品 コー ド導 入,維 持 に伴 う種

々 の 費用 は誰 が 負 担 す るの か な ど の 財政 上 の 問題 もあ ろ う。

しか し,こ の 共 通 製 品 コー ドは,メ ーカ ー か ら小 売店 ま で,ど こで も意 味 が

通 じる 「標 準 語 」 とな る。 この 「標準 語」 さえ知 って い れ ば,メ ー カ ー と流 通

業 者 は互 い の 内部 だ けで 通 用 して い る 「方 言(=社 内 コ ー ド)」 が 分 ら な く

て も受発 注 は可 能 にな る。 この 「標 準 語」 の 出 現 は,今 ま で 川 下 に対 して強 い

られ て い た川 上(メ ー カ ー ま た は大 手 業 者)ご との 「方 言 」 の 使 用 と い う もの

か ら解 放 して くれ る。 ま た別 の メ リ ッ トもあ る。 この共 通製 品 コ ー ドを使 用 し

た販 売 管 理 シス テ ム を構 築 す れ ば,ど の製 品 が どれ だ け 売 れ た か が 即 座 に 分

り,従 来 以 上 に 細 か い 発 注 が で き るの で,在 庫 の 圧縮 も可能 で あ る。

さ らに メ ー カ ー,販 売 店 双 方 の 利益 と して,EOS(オ ン ライ ン受 発 注)へ

の 発 展 が 考 え ら れ る 。 既 に メ ーカ ー とオ ン ライ ン化 して い る販売 店 は極 く一
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部 あ る もの の大 半 は電 話 か フ ァク シ ミリで 受 発注 を 行 っ てい る。 件 数 が 多 くな

る と この手 間 だ け で も大 変 で あ ろ う。

で は,こ の共 通 製 品 コ ー ドの 構 成 は ど う した方 が 最 も効 果 的 で分 り易 く,よ

り幅広 く使 え るの だ ろ うか 。 これ は と りもな お さず 当該 コ ー ドの経 済性 にっ な

が る問題 と も言 え よ う。

共 通 製 品 コ ー ドの難 しさ は,そ の多 目的 性 に あ る と言 って よ い。 あ る特 定 の

目的 に的 を絞 れ ば,そ の 作 成 は わ り と容 易 で あ るか も知 れ な い。 そ うす る と 当

然 そ の共 通 性 は失 われ る で あ ろ う。 物 の 大 きな 流 れ の 中 で,当 該 コー ドが そ の

ど の部 分で,ど うい う 目的 に使 われ る か に よ って,そ の 構成 方 法,桁 数 も異 な

る。

例 え ば,そ の 製 品 コー ドが統 計 目 的 や 徴 税 目 的 に 使 用 され る時(マ ク ロ的 使

用 の 時)は,単 に 一般 的 な製 品 名,例 え ば テ レ ビとか 電 子 レ ン ジ とい った,が

識 別 で きれ ば よ い,し か し,こ れ が 受 発 注 目的(ミ ク ロ的)に 使 用 され る時 は,

メ ー カ ー名,メ ー カ ー 型 名,サ イ ズ,色 な どま で特 定 す るこ とが必 要 とな る。

従 って,こ の よ うな 多 目的 使 用 に耐 え る共 通 製 品 コ ー ドの 構 成 は,必 然 的 に

階 層 的 に な らざ るを得 な い 。 この コ ー ドの階 層 化 によ り利 用 者 は,自 分 に 必要

な階 層 部 分 を選 択 使 用 す る こ とが で き,不 要 部 分 を無 視 で き る た め 関 連 シス テ

ムの 効 率 的 な構 築 が 図 られ よ う。

この 共 通 製 品 コ ー ドの作 成 に当 って,1っ 提 言 を したい 。

そ れ は,商 品 の 識別 を 行 う最 上 位 階 層 部 分 に 関 税 協 力 理 事 会(CCC)が 開

発 した統 一 商 品 コ ー ド(HSコ ー ド)を 採用 で きな い か 検 討 す る こ とで あ る。

これ は原 材 料,食 品か らハ イテ ク製 品 ま で,国 際 間 で 取 引 き され る商 品 に つ き,

6桁 の数 字 構 成 で,現 在5019に 分 類 さ れ て い る。 このHSコ ー ドが使 用 可 能

で あれ ば,コ ー ド作 成 め手 間 は 大 幅 に省 力化 され よ う。

3.5.2製 品 コ ー ド共 通 化 の 効 果 に つ い て

先 の3.5.1で も 触 れ た よ うに,共 通 製 品 コ ー ドは,メ ー カ ー,小 売 店,量 販

一140一

'



店 ど こで も通 じる 「標 準 語 」 と言 え る。 従 って,従 来 強 者 の コー ド使 用 を強 制

され て い た側 は,こ の 共 通 製 品 コー ドの 出 現 によ り,こ れ まで 自社 内 コ ー ドに

変 換 す るか,手 で書 き移 して い た もの が不 要 と な り,効 率化,省 力 化 が 図 れ る。

共 通 製品 コ ー ドで 販 売 管 理 シ ス テ ム を構 築 す れ ば,商 品 の売 れ 筋 情 報 が 即 座 に

分 り,従 来 以 上 に 細 か い 発 注 が 可 能 にな るの で,在 庫 の圧 縮 も可 能 で あ る。

さ ら に,こ の コー ドの 出 現 は,EOS(オ ン ライ ン受 発 注)の 発 展 を 促 し,

メ ーカ ー,販 売 店 双方 に利 益 を もた らす 。 ま た,販 売 店 がPOSを 通 じて把 握

した 「売 れ筋 商 品 情報 」 の 有 料 に よ る提 供 も考 え られ る。 この 情 報 によ りメ ー

カ ー は,製 品 の 製 造 を売 れ る もの に傾 注 で き る と共 に ,売 れ 残 りの 返 品 率 を低

下 で き る。

この よ うな コ ー ドの 導 入 によ りPOSの た め の コ ー ドス キ ャナ ー統 一 化 も図

れ,結 果 的 に は低 価 格 化 につ な が り,一 般 小 売 店 で の導 入 や 共 同VANの 展 開

を促 進 す る こ と とな ろ う。 当 然,共 同VANの ネ ッ トワ ーク を通 じて一 般 小 売

店 同士 が,相 互 に商 品 を 融 通 し合 うとい った 現 象 も出 て くる ので は な い か。

共 通 製 品 コ ー ドを含 む ビ ジネ ス プ ロ トコ ル の 統一 は,企 業 間 ネ ッ トワー クの

形 成 を や り易 くす る。

① そ の 背景 と して は,競 合 す る複数 の 企 業 が場 合 に よ っ ては,情 報 の共 有

を含 む 協 力 関 係 を持 つ こ とで,個 別 企 業 で は得 られ な い 効率 とサ ー ビス 提

供 力 を 獲 得 で き る こ とで あ ろ う。

② 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク の形 態 は,倉 庫 業 者 の ネ ッ トワ ー ク のよ うに 中小 企

業 が 協 力 してで き た もの か ら,都 市 銀 行 のCD共 同 利 用 の ネ ッ トワ ー ク の

よ うに激 し く競 合 す る大 企業 同士 が 限 られ た 目 的 で 協 力 す る もの まで 様 々

で あ る。

③ これ ら企 業 間 ネ ッ トワー ク化 の 動 き は 企業 競 争 に新 しい次 元 をつ け加 え ,

産 業 活 動 を 活 性 化 し,わ が 国 の 産 業 構 造 に少 なか らぬ 変 化 を も た らす で あ

ろ う。

この よ うな ネ ッ トワ ー ク化 社 会 の もた らす 効 果 は計 り知 れ な い もの が あ り ,
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その 効 果 を共 有 す るた め に も,製 品 コ ー ドを始 め とす る ビ ジネ ス プ ロ トコル の

早 急 の統 一 化 が望 ま れ る。

3.5.3貿 易 業界 の状 況 と本 構 想 との 整 合 性

海 運 業 を 含 む 貿 易 業 界 に お け る商 品 コ ー ドの統 一 化 の動 きは,先 に述 べ た ご

と く輸 出入 品 目 に対 す る 関税 の レベ ル で 世 界的 に 関税 協 力 理 事 会 の場 で統 一 化

が 図 られ て い る。 現在 関税 目的 で 使 用 され て い る商 品 コ ー ドは,1952年 に 作

成 され たCCCNコ ー ドで あ る。 しか し,国 際貿 易 の 拡 大 と物 流 を通 じて業 界,

輸 送 モ ー ドご とに異 な る 商 品 コ ー ドを統 一 す る機 運 が 高 ま り,こ のCCCNの

改 訂 作 業 がCCCを 中 心 に 関係 国 際 機 関 の協 力 で進 め られ,1983年 統 一 商 品

コ ー ド(HSコ ー ド,正 式 名:国 際 統 一 商 品記 述 及 び コ ー デ ィ ン グ シス テ ム=

・HarmonizedCommodityDescriptionandCodingSystem)が 採 択 さ

れ た 。 このHSコ ー ドの 使 用 の た めに は,各 国 の 関 税 率 表 の 見 直 し,枝 番 の 組

込 み,GATTの 場 にお け る2国 間 協 議 等 様 々 の調 整 作 業 が あ り,1988年1

月1日 か らの実 施 予定 と な って い る。

本 業 界 に お け る商 品 コー ドの 使 用 目的 は,輸 送 貨 物(産 品 お よ び商 品)に 対

して,適 正 な運 賃 や関 税 率 を適 用 す る た め に,そ の 産 品 また は 商 品 の正 確 な識

別 をす る こ とで あ る。 従 って,そ の 商 品 コ ー ドか らメ ー カ ー名,型 名,サ イ ズ,

色 な どま で識 別 す る必 要 は な い。

特 に海 上 輸 送 に お い て は,輸 送 ル ー トご と に運 賃 同 盟(約30)が あ り,そ こ

で 各 品 目 ご と に運賃 率 が 定 め られ て い る。 個 々 の 品 目 に は,タ リフ品 目番号 が

付 され て い るが,そ の 番 号 は,単 に順 番 を 示 す 番 号 か ら,体 系 化 され た もの ま

で 様 々 で あ る。 各 同盟 運 賃 率 表 相 互 間 の 関連 性 は な い。

こ れ らの 運 賃 率 表 の タ リフ品 目番 号 と して 国 際 統 一 商 品 コ ー ドと してのHS

コ ー ドが 使 用 され る な らば そ の効 用 は 大 きい。 各 企 業 と もそ れ ぞ れ 個 有 の 品 目

コ ー ドを有 し,コ ー デ ィ ング 作業 の 後,統 計 目 的 の た め コン ピ ュ ータ に 入 力 し

て い る。 も しHSコ ー ド=タ リフ品 目番 号 で あ れ ば,こ の労 力 を要 す る コー ド
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化 作 業 が 完 全 に省 力 化 され るか も知 れ ない 。 また,こ の コ ー ドは,輸 出 入 申告

書 に記 入 す べ き 商品 コ ー ドと合 致 す る わ けで,効 用 は さ ら に増 加 す る。

国 際 貿 易 デ ー タ交換 上 も商 品 名 は1つ の 重 要 な デ ー タ エ レメ ン トで あ る。 こ

の 商 品 名 が ユ ニ ー クな統 一 商 品 コ ー ドによ って 世界 中 を か け め ぐ り,識 別 され

得 る な らば,こ れ は大 変 な進 歩 で あ ろ う。

先 に提 言 した ご と く,当 セ ン タ ーが 検 討 中 の 共 通製 品 コ ー ドの 最 上 位 階層 の

一 般 的 商 品 名 を表 示 す る部 分 に ,こ の統 一 商 品 コ ー ドが採 用 さ れ れ ば,貿 易 業

界 とい わ ゆ る流通 業 界 の 商 品 コ ー ドの統 一 化 も図 れ る こ とに な るわ け で,メ ー

カ ーか ら国 内 外 の 最 終 消 費者 まで 一貫 して 同一 識 別 符 号 を も った 商 品 が 移動 し

て い く こ とは 素 晴 ら しい こ と で あ る。
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3.6製 造 業 共通 製 品 コ ー ド運 用上 の 課題 と効 果

3.6.1製 品 コ ー ド共 通 化 の意 味 と 問 題 点

(1)情 報 オ ン ライ ン化 の急 速 拡 大

最 近製 造 業 に お い て は,生 産 管 理 業務 の 合 理 化,ス ピー ド化 の要請が とみ に

強 ま り,低 廉 で 高 性 能 なパ ソ コ ンの 開発 と相 侯 っ て,企 業 間 オ ン ライ ンが急

速 に 進行 しつ っ あ る。 しか し現段 階 で はそ の大 半 が親 企 業 と下 請 企業 との フ

ァ ミ リー内 部 の オ ン ラ イ ンで あ って,ネ ッ トワ ー クへ の展 開 は これ か らで あ

る。

② 製 造 販 売 単 位 の小 ロ ッ ト化 と情 報 の ネ ッ トワ ー ク化

市 場 の ゼ ロサ ム 化 に よ り,新 製 品 開 発競 争 の 激 化 ・製 品 ライ フ サ イ クル の

短 期 化 が 日を追 って 激 し くな り,そ れ が ま た拍 車 をか け る結 果 とな っ て製 品

の 販 売 見 通 しを不 安 定 に して い る。

最 近"販 売 に 合 せ た 生 産"を 標 榜 して製 造 メ ー カ ー は製 造 ロ ッ トを ます ま

す 小 さ く して お り,か つ短 納 期 化 を指 向 して い る。 これ に対 処 す る に は,素

材 や 部 品 の 調達 業 務 の迅 速化 と納 期 管 理 の 精 度 向 上 が 不 可 欠 要 件 で あ り,電

算 機 処 理 が 不 可 避 的手 段 とな る。 これ が 企 業 間 オ ン ライ ンを ネ ッ トワ ー ク に

急 速 に進 展拡 大 させ る要 因で あ る。

しか しま た 同 時 に こ れ が,一 般 に言 わ れ る多 端 末 現 象 や ビ ジ ネ ス プ ロ トコ

ル の 輻 較 問題 を 発 生 さ せ る直接 的 原 因 で もあ り ,各 種 コー ドの 統一 を 要 望 す

る声 と もな るの で あ る。

(3)コ ー ド共 通 化 ガ イ ドの必 要 性

オ ン ラィ ンネ ッ トワ'一クが 縦 横 に 走 りは じめ る の を 目前 に 控 え て,製 品 コ

ー ド共 通 化 の 必 要 性 は社 会 的 要 請 と理 解 す べ きで あ ろ う
。

今 回,可 変 長 識 別 コ ー ド(最 長40桁)の 提 案 が な され た こ と は極 め て意 義

深 い。 電 算 機 の 中 に エ ス ペ ラ ン ト語 と して 存 在 す る こ と に よ り オ ン ライ ンネ
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ッ トワ ー ク は一 挙 に 同 じ土 俵 に上が れるわけで あ る。 これ を介 す る こ と によ り

企 業 間 の受 発 注 業 務 の 合 理 化,ス ピー ド化 は,大 幅 に進 展 す るで あ ろ う。

問 題 は コ ー ドの メ ンテ ナ ンスで あ る。 いか に迅 速 か っ 正 確 に 行 うか で あ る。

タ イ ミング を失 った設 定 は混 乱 の も とに な る可 能 性 が あ る。 共 通 コ ー ドを 設

定 す る範 囲 を 真 に必 要 性 の あ る 部分,即 ち汎 用 性 の あ る製 品 ・部 品 に限 定 し

て 運 用 し,カ ス タム 品 は除 外 す るこ とに よ り量 的 に 管 理能 力 を超 え ない よ う

配 慮 す る こ とが得 策 か と考 え る。

3.6.2製 品 コー ド共 通 化 の 効 果

(1)企 業 に お け る コー ド体 系 の現 状

複 数 工場 を有 す る 企 業 に お い て は,各 工場 ごとに異な るコー ド体 系 を持 ち桁

数 は勿 論 構 成 ル ー ル さえ 共 通 性 が な い ケ ースが あ る。 か っ これ は 大 企 業 に 多

い実 態 で あ る。 工場 間 に共 通 す る部 品 の使 用 量 ・価 格 ・品質 認 定 等,各 種 の

管 理 状 況 を把 握 す るの に多 くの手 間 と時 間 を要 す るのが 実 情 で あ る。 そ れ ど

こ ろ か共 通 部品 の有 無 を調 査 す る こ とさ え簡 単 で は な い場 合 が あ る。 コー ド

と は この よ うに各企業 ごとに個有 の ものであ って,か つ 経営 管 理 体 系 の 中 に組

み 入 れ られ て運 用 され て い る もので あ る。

こ の実 態 の上 に,企 業間 のオ ンラインネ ッ トワ ー ク が被 せ られっ つ あ るの が

現 状 であ る。

② 生産 販売単位の小 ロッ ト化 と企業活動 の迅速化

市 場の多様化 と新製 品開発の激化 に伴 って製品の ライフサイ クル は短期化

し,加 え て販売の 見通 しは不安定の度 を増 して いる。 これ に対処 す るために

生産 の単 位 は日を追 って小 ロ ッ ト化 し,質 量 と もに販売見込みの不透 明な中

で"市 場に合 った物づ くり"が 当然 のことと して要請 されて いる昨今であ る。

それ には"物 づ くり"に おいて相対的 に長期間 を要す る工程 をいかに短縮

す るかであ り,ま た完 成 した製品の在庫量 をいか に極少化す るかで あ る。

一145一



製品の製造 工程を分析 す ると材料調達 に要す る期間 は最 も長 い工程 の一 つ

で ある。 この事 務処 理 の スピー ドア ップ と在庫量 の調整 を含め た調 達期 間の

短縮 は,極 めて重要 な課題 であ る。 また一方,過 剰在 庫 は供給者 ・需要 者双

方 にと って損失 であ ることは勿論で あ るが,需 要者側 のそれ は供給者側 が需

要 動向を把握す る上 で正確性 を欠 く要因 と もな るものであ る。

(3)コ ー ド共通化 に期待す る効果

今回,コ ー ド共通化案 が提 案 された。 これが具体化 してエスペ ラ ン ト語 と

して電算 機の 中に定着 したな らば,オ ン ライ ンネ ッ トワー クが効率 的 に拡大

進展す るための環境 条件 の うち,重 要 な案件 の一 つが整備 された ことになる。

直接 的には資材管理業務 の効 率化や受発注事務の ス ピー ド化 は勿論の こと,

需要者 と供 給者 をスル ー した販 売及び在 庫管理の みな らず,需 要者相 互 間の

即時融通 を可能 にす る手段 が生 まれた と言 えるわ けで あ る。
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3.7製 品 コ ー ド共 通 化 の 得 失

3.7.1ネ ッ トワー ク 時代

第1章 に も述 べ て あ る通 り,現 在 わが国 では,ほ とん どあ らゆ る企 業 が コ ン ピ

ュ ー タを利 用 し,効 率 化 を 図 って い る。 製 造 業 に お い て は,注 文 か ら生産,そ

して 原 料 の手 当 て まで が コ ン ピュ ー タ化 さ れ てい る場 合 も多 く,ま た製 品 に つ

い て は,い か に タイ ム リー に か つ正 確 に客 先 へ 引 き渡 す か とい う事 が,一 世 代

前 と比 較 して重 大 な要 素 の 一 つ と な って い る。 このよ うな状 況の中 では,メ ー カ

ー及 び商 社 ・問 屋 な どの 流 通 業 者 そ して 需 要 家 を ,い か に ス ム ーズ に情 報 と い

う糸 で結 びつ け るかが,こ れ か らの 時 代 を生 き抜 く為 の 必 要 条 件 で あ り,こ れ

は ま さに ネ ッ トワー ク時 代 で あ る。

今 ま で 日本 の 企 業 は,あ る時 は 財 閥 で グ ル ープ を 組 み,ま たあ る 時 は銀 行 グ

ル ー プ を 組 み,相 互 の恩 恵 を受 け て き た。 しか し今 日は,ど のよ うなネ ッ トワー

ク ・グル ー プ に 入 るか が,企 業 の 命 運 を分 け る場 合 もあ りう る と考 え て は言 い

過 ぎで あろ うか。

昨 今,企 業 に お いて もス ピー ド化 を 要 求 され る時代,商 社 ・問 屋 な どい わ ゆ

る流 通 業 者 に と って は,極 め て厳 しい 時 代 とな る と予 想 され て い る が,米 国 の

薬 問 屋で見 られ るよ うに,問 屋が 新 た に 情 報 化す る事 に よ り,成 長 産 業 とな りっ

つ あ る事 も見逃 して は な らな い。

ど のよ うな ネ ッ トワー クを は りめ ぐらし,ど のよ うな情 報 化 を 実 施 す るか が,今

後 の 成功 へ の 道 の一 つ で あ る。

3.7.2製 品 コー ド共 通 化 の意 味 と問 題 点

企 業 と企 業 の間 で ネ ッ トワー ク を構 築 す る場 合 の最 大 の考 慮 点 の 一 つ は,ビ

ジネ スプ ロ トコル の 問題 で あ る。 要 す るに,企 業 間 で コ ン ピ ュ ー タ を オ ン ライ

ン で 結 ぶ 場 合 の プ ロ トコ ルや メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ ト及 び コ ー ドの問 題 で

あ る。 例 え ば,A社 に はA社 のや り方 が あ り,B社 に はB社 の や り方 が あ る為

企 業 間連 結 の 場 合 には,相 手 のB社 に 対 し,A社 の方式を利用す るよ う依 頼 す る
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事 に な る。 一 方,B社 に とって は 自社 の 方 式 をA社 へ お願 い す る事 が 自社 の効

率化 に つ な が るの で,交 渉 に多 大 な時 間 と労 力 を伴 う・。、も し仮 にA社 の コ ー ド

とB社 の コ ー ドが 一 致 して い た ら,こ れ は両 者 に と って 大変 な効 率化 で あ る。

ビジ ネス プ ロ トコル の 中 で最 も共通 化 が難 しい コ ー ドは,製 品 コ ー ドで あ る。

企 業 に と って の製 品 コ ー ドとは,そ の 商 品 を特 定 す る一 つ の コ ー ドと い う意 味

は もち ろ ん の事,そ の 企 業 の経 営 の 指 標 と関 係 あ る場 合 が多 い。 × ×部 局 で 製

造 して い る△ △ 系 列 の ○ ○ 番 とい うよ うな感 じである。 そ して多 くの場 合,こ の

コ ー ドで 売上 統 計 まで と り,企 業 の 方 針 決 定 に役 立たせて いる。 このよ うな製 品

コ ー ドを 他 社 の コ ー ドで 代替 す る事 は 極 め て難 し く,「 で きれ ば 自社 の コ ー ド

体 系 を 関 係 会 社 へ お願 い で きれ ば」 とい うの が本 音 で あ ろ う。 しか し,お 願 い

され る立 場 で 考 え た場 合,こ れ は極 め て 由 々 しき問 題 で あ る。

そ の企 業 は,常 に コ ー ドコ ンバ ー ジ ョ ンが 必 要 に な って くる し,ま た コー ド

変 更 は い つ で も起 り うる。 タ イ ム リー に コ ンバ ー ジ ョン ・テ ー ブル を修 正 す る

とい う フ ォ ロ ーア ップ も不 可 欠 とな っ て くる。 増 して,多 くの業 界 と接 して い

る企業 にと って は,誠 に重 大 な問 題 で あ る。

製 品 コー ドの 共 通 化 が効 率 良 く出来 た ら,日 本 の 全 企 業 に と っ ての 喜 ぶ べ き

事 で あ り,円/ド ル レー ト140円 と い う厳 しい 時 代 に,国 際 競 争 力 強 化 の一 つ

の 手段 と な る。

と こ ろで,も う一 つ の 問題 点 を考 え ね ば な らない 。 そ れ は共 通 コ ー ドの桁 数

で あ る。 コ ー ドは,一 般 的 に短 け れ ば短 い程 良 い 。 コ ンピ ュー タ に イ ンプ ッ ト

す る場 合 も短 い方 が効 率 的 で あ る。 しか し,共 通 コ ー ドにっ い て は全 製 造 業 者

が利 用 す る事 を考 え て お り,こ の 為 には,ど う して も桁 数 の長 い コー ドが 必 要

とな る。 長 い コー ドの 利 用 を強 制 す る事 は,色 々 な 面 で 問題 点 が残 る。 一 つ は

イ ンプ ッ ト業 務 の 非効 率 さで あ る。 また,コ ン ピュ ー タの フ ァイル が 冗 長 に な

り,コ ン ピ ュ ー タ のハ ー ド利用 増 を もた ら し,伝 送 時 間 の 延長 につ な が る。

以 上 の 点 を 取 り ま とめ る と次 の 通 りと な る。

(1)製 品 コー ドコ ンバ ー ジ ョン方 式
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① コ ー ドコ ンバ ー ジ ョン実 施 に よ る非 効 率 。

・ コ ン ピ ュー タハ ー ド利 用 ,コ ー ド変 更 に よ るメ ンテ メ ンス。

② 短 い コー ドに よ る効 率 化 。

③ 自社 の 為 の よ り良 い資 料 作 成 。

② 製 品 コー ド共 通 化 方 式

① コ ンバ ー ジ ョン不 要 に よ る効 率 化。

② フ ァイ ル 冗長 に よ る非 効 率。

・ イ ンプ ッ ト業 務,コ ン ピュ ー タハ ー ド利 用 ,伝 送 時 間。

3.7.3製 品 コ ー ド共 通 化 に 関す る感 想 及 び 私 見

製 品 コ ー ド共 通 化 は,前 項 に ま とめ た通 り,全 面 的 な良 さと非 効 率 さ と を双

方 含 ん で い る。 各 企 業 に と っ て,良 い面 と不 具 合 な面 と の ど ち らに比 重 が あ る

か は各 々 意 見 が あ る と思 うが,全 体 と して み た場 合,一 方 的 に共 通 化 が 良 い と

か,あ るい は コ ンバ ー ジ ョン が良 い とか い う事 は考 え られ な い。従 って,共 通

コー ドの 長 さ を考 慮 した 場 合,全 製 品 コ ー ドの 共 通 化 に は無 理 が あ る と思 わ れ

る。(但 し,賛 成 す る企 業 も多 い と思 うの で,賛 成 す る グル ープ が 業 界 コ ー ド

共 通 化 と い う動 きにな る こ と も予 想 され る。)コ ー ド共 通 化 が無 理 な 場 合,コ

ンバ ー ジ ョンは各 企 業 が 担 当す る事 に な る が ,こ の場 合,VAN業 者か,ま た

は商 社 に頼 む の も一 つ の 方 法 で あ る。 ま た,こ の コ ンバ ー ジ ョン業 務 を 「コ ン

バ ー ジ ョン テ ー ブル を作 成 す る事 」 と 「コ ンバ ー トす る事 」 の二 つ に 分類 し
,

前者 の業 務 だ け で も第 三 者 の機 関(例 え ば 推 進 セ ンタ ー)に 登 録 出 来 れ ば一 歩

前 進 で あ り,こ れ が 現 実 を踏 ま え た提 案 で あ る。
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3.8共 通 製 品 コ ー ドの 持 つ 共 通 化 の 難 し さ につ い て

効 率 的 な 企業 間 オ ン ラ イ ンデ ー タ交 換 シス テ ムの普 及 を促 進 す る た め に は,

各 種 プ ロ トコル の標 準 化 が 必 要 で あ る。

近 年 の流 通 業 界 の動 向 を見 る と,標 準 化 が 必 要 と され るプ ロ トコ ル の 中 で も

ビ ジネ ス プ ロ トコ ル,特 に コ ー ドの 標 準化 が 非 常 に重 要 な ポ イ ン トに な って来

て い る。 と もす れ ば,技 術 的 観 点 か らオ ン ラ イ ン ・プ ロ トコル の 標 準 化 が 注 目

さ れ が ち で あ った が,む しろ重 要 な の は 商 品 コ ー ドや 企業 コ ー ドな ど 「コ ー ド」

の 問題 に移 りつ っ あ る。

オ ン ラ イ ン ・プ ロ トコル は こ れ を 利 用 す る時,導 入 当初 の 開 発 と い う一 度 の

負 荷 で済 む が,コ ー ドは これ が 標 準 化 され て い な い 場 合,受 発 注 を例 にす る と

受 発注 業 務 を行 っ てい る限 り 「コ ー ド変 換 」 と い う前 処 理 が 常 に つ き ま とい,

ま た 相手 企 業 を 増 や せ ば 増 や す 程 そ の 負荷 が 大 き くな るか らで あ る。

さて,製 品 コー ド共 通 化 の ポ イ ン トは以 下 に示 す よ うに い くつか あ るが,こ

の ポ イ ン トその もの が,製 品 コ ー ド共 通 化 の 難 し さにつ なが って い る。

、

3.8.1対 象 範 囲

こ こで言 う対 象 範 囲 と は,当 該 製 品 コ ー ドが 対 象 とす る商 品 群 を さす 。 対 象

商 品群 の設 定 は,こ れ を利 用 す る 時 は必 ず しも大 き な意 味 を持 って い ない が,

体 系 や 用途 な ど コ ー ドが 持 つ べ き条件 を検 討 す る時 そ の基 本 的 な ポ イ ン トで あ

る。

さ て,対 象 商 品 群 の設 定 の 区 分方 法 に は三 つ あ る。 一 つ は,類 似 の 商 品 群 を

製 造 した り販 売 す る企 業 を対 象 と した 「業 界 」 と い う区分 で あ り,第 二 は製 品

そ の もの に よ る 「商 品 群 」 とい う分類,第 三 は使 用 者 な い し用 途 を 基 準 と した

消 費 財 と生 産 財 と い う分 類 で あ る。

化 粧 品 や 雑 貨 の 専 業 メ ー カ ー で あ った企 業 が ス トッキ ン グ(繊 維)に 進 出 し

た り,雑 貨 メ ー カ ーが 食 品 を製 造 す る な ど企 業 の 多 角化 が 進 ん で い る現 在,業

界 とか 商 品 群 と い う分類 を 前提 に しな が ら,こ れ を 横 断 的 に利 用 で きる よ うな
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●

共 通 コ ー ド化 に は,そ の 現 実 的 利 用 に無 理 が 生 じる こ とが 少 な くない 。 本 調 査

研 究 で は一 般小 売 業 等 を介 して 消 費 者 に販 売 され る消 費 財 を対 象 に標 準 化 され

た 「共通 商 品 コ ー ド(JANコ ー ド)」 の 普 及 に鑑 み,ま たJANコ ー ドと の

重 複,衝 突 を避 け る た め 「生 産 財 」 を対 象 と して い る。

セ メ ン トや鋼 材,ベ ア リング と い っ た純 工 業 製 品 を想起 した 場 合,消 費 財 と

生 産 財 の 区 分 は一 見 明確 な よ うに考 え られ るが,多 くの 商 品 群 に下 図 の よ うな

ケ ー ス が生 じて来 て お り,生 産 財 とい う概 念 よ り はむ しろ工 業 用 製 品 とい った

対 象 の絞 り方 の ほ うが 目的 に あ っ て い るよ うに 考 え られ る。

〈 ネ ジを使 った 工 具 の 例 〉

円
鋼材 第一次製品 ネ ジ

コ ー ドA B社

ネ ジメ ー カ ー

コ ー ドB

又 は
コードA+β

S-r S-2

第 二 次 製 品

C社

工具 メーカー

JANコ ー ド

il

工 具一
コー ドC

又 は

コードA+β+r

企 業

建築家

消費者

ネ ジ(JANコ ー ド)

本 例 の場 合,生 産 財 と して 当 て は ま るの は セ ッ シ ョン(S)-1,又 はS-2

の 部 分 で あ るが,一 次 製 品 その もの の一 部 が 消 費 財 と して 消 費者 に も販 売 され

る場 合が 生 じる こ と を考 え る と,厳 密 に はS-2の 部 分 は生 産 財 の範 疇 に 入 ら

な い ケ ー ス も少 な くな る。

生 産 財 の場 合,コ ー ド化 に当 た って の最 大 の難 点 は仕 入 られ た 状 態(原 材 料)

と出荷,販 売 され る時 の状 態(製 品)の 姿,形 が 異 な る点 に あ る。 従 って,こ

れ を 一 定 の体 系 に よ って一 律 に コ ー ド化 す る に は無 理 が生 じる場 合 が少 な くな

い。

特 に,食 品 や 雑 貨 の場 合,そ の 原 材 料 は生 産 財 で あ る と共 に,一 部 は 小 分 け

して 消 費 財 と して売 られ る こ とが 少 な くな い。 広 く生 産 財 とい う対 象 概念 を 設
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定 す る と,こ れ が 一 部 はそ の ま ま生 産 財 と して 扱 わ れ る と同 時 に消 費財 と して

も売 られ る性 格 を 内包 す る こ と に な り,た め に 時 に は共 通 製 品 コ ー ドと共 通 商

品 コ ー ド(JANコ ー ド)が 混 在 して使 用 しな けれ ば な らな い状 況 を 引 き起 こ

しか ね な い ケ ー ス が 予想 され る。 ま た,コ ー ド化 に当 た っ て,そ の対 象範 囲 を

設 定 す る こ と は 重要 な こ とで あ る が,加 え て そ の 利 用 に当 た って は使 い方 な ど

も含 め再 度 の 対 象範 囲 の 厳 密 な設 定 が 必 要 で あ る。

㎡

3.8.2コ ー ド体 系 と 桁数

製 品 コ ー ドに 限 らず,コ ー ドは桁 数 が 短 く,シ ンプ ルで あ る こ とが 重 要 で あ

る。 本 報 告 書 で 述 べ てい る共 通製 品 コ ー ドは,5桁 か ら40桁 ま で の一 定 の 単 位

で 可 変 長 とな って い る。 流 通 経 路 が 多様 で あ る こ とに加 え て,そ の 流 通 経 路 を

通 過 す る毎 に形 状 を変 え る生 産 財 の場 合 止 む を 得 ない体系 と考 え られ るが,利 用

しに くい 部 分 が 生 じる恐 れ の あ る こ と も否 め な い。

それ は,前 項 の 例 の よ うに企 業 を一 つ 経 過 す る毎 に形 状 が異 な る製 品 群 の 場

合,原 コ ー ドで あ る"A"を 尊 重す れ ば,次 の 段 階 はA+α と な らざ る を得 な

い。B社 を飛 越 してA社 か らC社 に 直接 流 れ る製 品 もあ り,こ の 場 合C社 は コ

ー ドA(仮 に9桁 とす る)と コー ドA+α(例 え ば17桁)と い うよ うに長 さ の

異 な る共 通 コー ドを利 用 せ ざ る を 得 な くな る。 一 企 業 で 利 用 す る コ ー ドが3体

系,4体 系 とな っ て来 た 時,「 共 通 化」 の意 義 が薄 れ て行 く恐 れ が 生 じな い と

は限 らな い。

3.8.3分 類 性 と 識 別性

コ ー ド化 を考 え る時,必 ず 直 面 す るの が 分類 概 念 で あ る。 本 共 通 製 品 コ ー ド

に も部 分 的 に で はあ るが,こ の分 類 概 念 が 含 まれ て い る。

製 品 の 分 類 概 念 は・ 企 業 の開 発戦 略 ・ あ る い は予 算 や売 上 管 理 基 準 に よ って

設 定 され る。 従 って 同 一 製 晶 群 を 製 造 販 売 す る企 業 で あ って も,同 じ分 類 概 念

を設 定 して い る ケ ー ス は ご く希 で あ る。 ま た,ど ち らの 分 類 に 入 れ る か意 見 の
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分 か れ る端 境 商 品 も増 え て来 て お り,こ の傾 向 は生 産 財 と言 え ど も例外 で は な

い。

JANコ ー ドは,コ ー ド化 に 当 た って この 分 類 概 念 を排 し,識 別 性 の み を と

り入 れ て い るが,そ れ が 広 く消 費財 全般 に普 及 した大 きな 理 由 の一 つ にな って

い る。(JANコ ー ドは,62年3月 現 在,約27,000社,約80万 品 目 に付 与 さ

れ てい る)

共 通 製 品 コ ー ドの対 象 を 生 産 財 それ も一 般 消 費 者 に渡 る こ との な い生 産 財(

む しろ工 業 用 製 品 と した 方 が 良 い)と し,か っ そ の流 通 経 路 が 相 当 程度 限 定 さ

れ る場 合,こ の 限 られ た 流 通 経 路 内 の共 通 概 念 と して 分類 概 念 を取 り入 れ る こ

とは可 能 と考 え られ るが,逆 に範 囲 を限 定 しす ぎ る と共 通化 の 意 義 が 失 わ れ る。

いず れ に して も,付 番 に当 た って は で きる 限 り 分類 概 念 を 排 除 す る努 力 が必 要

と な ろ う。

3.8.4目 的,用 途

本 共 通 製 品 コ ー ドの 使 用 目的 か らの再 検 討 も重 要 で あ る。JANコ ー ドは,

流 通 の末 端 で あ る小 売 業 に お け るPOSシ ス テ ム用 を 出 発 点 と し,こ のPOS

シス テム に お い て 商 品 を単 品 で 識別 で き る こ とを基 本 に してい る。 しか し,P

OSシ ス テ ム を小 売 業 の トータルな システム,す な わ ち総 合 経 営 情 報 シ ス テ ム と

して と らえ て お り,POSシ ス テ ム は販 売 管 理,商 品 管 理(マ ー チ ャ ンダ イ ジ

ン グ ない しマ ー ケ テ ィ ング),受 発 注,在 庫 ・物 流 管 理 等 々 と小 売業 の 全 て の

業 務 を包 含 す る もの で あ り,こ の トー タル な シス テ ムの いず れ の場 面 にお い て

も使 用可 能 な コ ー ドで あ る こ と を条 件 と した。

また,商 品 の 流 れ を通 して 小 売 業 と密 接 な関 係 に あ る卸 売 業 や 商 品 メ ー カ ー

にお いて も利 用 可 能 な こ と も条 件 とな って い た こ とは言 う まで もな い。 これ が,

近 年 の小 売 りと卸,卸 と メ ー カ ー 間 の受 発 注 デ ー タ交換 やPOSデ ー タ ・マ ー

ケ テ ィ ング活 動 へ の利 用 と な って実 現 して い る。

共 通 製 品 コー ドに っい て も,製 造 業 の企 業活 動 面 か ら見 た利 用 上 のチ ェ ッ ク
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ポ イ ン トを 設 定 して お くこ とが,将 来 の混 乱 を防 ぐた め に も望 ま しい。

そ の他,必 要 性 も含 め 国 際性 や 取 引,物 流 シス テ ム上 の 検 討 課 題 もあ る。

充 分 な 時 間 を か け,よ り多 くの 業 界 の 識 者 の 意 見 を聴 取 し,例 え ば,国 内 用

に 限 定す る の か(こ の 時,貿 易 用 とい っ た用 途 は排 除 され る),生 産 財 と い っ

て もど こ まで を 生産 財 と 見 な す か,用 途 は受発 注 なの か統 計 な の か,物 流 シス

テム か等 々,検 討 ポ イ ン トは誠 に多 い。 取 引 情 報 と ものの流れな どを対象商 品 群

ご とに,一 つ 一 つ 多 角 的 に検 討 して い か な けれ ば 将 来 に渡 って使 用 に耐 え る コ

ー ドの 共通 化 は図 れず
,一 般 に 考 え られ てい る ほ ど コ ー ドの共 通 化 は容 易 な テ

ー マで は な い 。
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